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地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製晶は完壁

の防水効果を発得して居ります
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本 社 工 級 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 H 5 5 8

電話伊丹〈代)3531・大 阪(48)4490

東 京 支 I苫 東 京 都 中央 区 銀 座 4 丁 目三 和 ピノレ

電 話 京 橋 (56) 170 I ・2564

大 阪 事 務所 大 阪 市 東 区 瓦 町 2丁 目三 和 ピ ル
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私 如、国唯一の設備

連 続 式 冷 閉 整 形

ロ ー ｊ ｾ 識による慢悲製呂

ガス・水道管箸の

地下埋没工事のほ土止

河川工事の締切. 干拓

及び護岸工事に最適
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スポ〉ヲｾＮｾート

。 ソ フ ト な 感 触

。 優 秀 な 耐 久 力

。 美 し い 色 彩
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1 建築用官メタ年ン|

セメダイン株式会社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 T E L ⑧ 3 1 3  1  

支 庖 大 阪 市 南 区 大 宝 寺 東 T E L @ 3 4 5 6  

⑩ 
特 許

併節減527万円♂

利益をｾも

平 ｾｉ ト ｍｐ ボイラ同性能・語射型
女石炭・オイル・刀ス焚

煙管式ボイラの「華命見現るノ

女 1年間 (7200時間)の燃料節約額

大 阪 府 立 工 業 奨 励 認

と え 公 式 試 験 成 績

絶句iこて

可ミ m刀ス温度 1Q7

0

C

、 ｪｩＮｽｉ ｉ Ｍ 水 ｦｩｔ ボイラ 、 キ川 Ｍ ｴｾＱ 共 ｪ ＧｉＨＡ｜ＧｊＮ ［ｴ［イラ
〈営 業 科 目 〉

、|勺11- 惚刷ボイラ 、外ボイラヰモ般 ・輸送機械

株式前土平川鉄工所 ii:itdf
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ア ム ス ラ ー 油 圧 式 償 型 引 張 試 験 機

( 日本海京協会検定 No. 3788)

製品は. ; t : 機によ って試験す
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新 製 品

5 - 170 

ス ミイ寸ロータ ンク

こ泥喜志お' J <. ，l

(金具マーク)

弊 社 は 本 社 ・茅 ケ 崎 の 各 衛 陶 工 場

及 び金具工場共 に J 1  S の指定を受 け

た|唯一の衛生器具総合 メー カーです

品質管理の優秀な

東洋陶器製品を セ ットで御使用下さ い

本 社

東洋問書抹式禽社
茅ケ崎工場

小倉市篠崎町 458

T E L ⑤ 2481- 5 

大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の 3 T  E  L  @  4518- 9 

各地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広島 ・高松 ・札幌

神奈川県茅ケ崎市

T E L  2 1 0 5 - 8  

特殊加工が してあ りますから ，

i又素人でも容易に貼れます。

インク，油， 手垢等の汚れも 石鹸水できれい

床材料的決定版ノ

。

東京地下鉄・東急，新車に使用されています。

それは感触が柔らかく ，手入れが簡単でしか

も毎 日多数の乗降者に耐え得る 等そ の特性が

他の床材より 優れてい る事が認められたから

です。

にとれて水拭が可能です。( 特許出願中) 標準寸法幅6尺 × 長30碕 × 厚2.5粍( 1巻15坪)

佼γ11 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

l¥Lへ¥JJ 東京都葛飾区本田四ツ木町54 電話葛飾 (69) 1946- 9  

、ピrとν， ( 全国有名内装工事庖に御照会下さい ) ( カタログ贈呈)
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告会

昭 和 33 年 6 月

ー砂

知

本年度通常総会を下記のとお り開催欲します。御多忙中恐縮に存 じま

すが，何卒お繰合せ多数会員の御出席をお願い申し上げます。

以上公告申します。

通催開
4

2

 

総常通会総常通

昭和33年 6 月 1 日

尾崎久助

日 時 6  Jj 20日( 金) 午後 4時

場 所 近畿建築会館集会室( 大阪市東区北浜 3 丁目 37)

会議の目的事項

(1)  昭和32年度事業報告

包) 昭和32年度決算報告承認の件

ＨｾＩ＠ 昭和33年度収支予算承認の件

会長U ノド建築協会社団法人

記

•

• 

1

1

1

 

上以

竹腰前会長を囲んで感謝の晩餐会

戦後の諸' j j : 娘燥な時期から今日まで‘ 12年の長期lにわたり本会々長とし

て多くの功絞を伐され. 乙のたびその任を退かれました竹腹自IIJ 会長l乙対

い われわれ会員として長年の御苫労! こ対するお礼を申し上げ，些か感

謝の君、を表したいと存じます。 つきましては下記! とよって感謝の晩餐会

を開催致しますから何卒お級会わせ多数会員の御山席をお願い申しま

す。

竹腰前会長を囲んで

感 謝 の 晩 餐 会

.. 

記

6月24 fJ (火) 51時半時間励行を願います

大阪クラブ ( 東区今橋 5 丁目)

1，000円

6月21 日までに会費を添え事務局にお申込み下さい

時

所

費

込

日

場

会

申

•
••• 

1

1

1

1

 

尾崎久助会長日本建築協会社団法人
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員 受 賞の

下記会員諸氏は， 5 月 3 日の憲法記念 日1( ，建設関係功労者として大

阪府知事から 表彰を受け られました。

乙乙 lζ昔、 してその栄誉をお慶び 申し上げます。

ie  

浅 沼 猪 之 吉 君 井 上 福 蔵 君 河 村 茂 君

工 藤 美 子 男 君 妹 尾 夫 君 東 畑 謙 三 君

中 沢 誠 一 郎 君 中 西 六 郎 君 松 村 雄 吉 君

村 野 藤 吾 君 森 本 積 善 君 渡 辺 節 君

森 田 汽 船 K. K. 本 社 ピ ル 見 学 会

と き 6月24日 (火) 午後 2時( 集合) - 4 時 (解散)

ところ 同社玄関前集合 (但し市電川口町電停下車すぐ，

川口 ビJ レ憐)

申 込 15日までにお申込みのこと。

建 物 概 要

設計 ・施工 清水建設株式会社大阪支庖

所 荘 地 大阪市西区川口町 15

構造 ・規模 R C地下 1階地上3階搭尾2階 延 703. 163坪

各 種 説 明 会 の 開 催 に つ い て

本会では従来から ， 建築材料， 機械工具， 工法な どに ついての説明

会，講演会な どを随時開催して， 乙れらに 関す る智識の普及，利用の促

進K 努めて参 りま したが，今後さ らK ζ れについての活動を活発にす る

ため ， 乙のたび「各種説明会の開催に関する内規」を定めました。説明

会，講演会などの開催を希望される向は，詳細を本会事務局に御照会下

さい。

社団法人 円本建築協会

. 6.  

: r < 告 2

会 員 の 受 賞

‘  

森 図 汽 船 川

本社ピル見学会

• 
名種説明会について
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四天王寺の遺跡と

五量宝塔工事見学会

四天王寺の遺跡と五重宝塔工事を見る会

1. と き 6月27日( 金〕午後 2時( 集会) - 4時30分( 解散)

1  .  集合所 大林組天王寺工事々務所内( 五重宝搭前 ・金堂真向い〉

1. 申 込 20日までにお申込みの乙と。

現地解説者一浅野清氏( 大阪市大教授 ・工博〕

四天王寺ついて

四天王寺は推古天皇元年 ( 593 ) IC今の地κ 建立されたとされている

が，古い時代の乙とを知る資料が乏しい。しかし発掘される古瓦はその

創立の古い乙とを証している。その後天徳四年( 960 )  Iζ 焼亡の記録あ

り，その後長く大きい事件もなかったらしいが，天正 4 年 ( 1576) には

織田信長のために焼かれ，文禄 3 年からE室長 5 年 ( 159←1600) にかけ

て秀吉が乙れを再興した。 しかし元和元年 ( 1615) 大阪夏の陣に戦略上

徳川方が乙れを焼払ってしまった。そのため元和 4 年 ( 1618) . 1乙は徳川

の手によって再興に着手され，同 9 年 ( 1623) Iζ 至って完成した。しか

し乙の伽藍の大半も享和元年 ( 1801) の冨火で焼失し，その再興が了っ

たのは文化 9 年 ( 1812) であった。その後昭和 P年の台風で塔及び中門

が倒れ，金堂が傾いたのであったが，引続き再建されて，間もなく ，昭

和20年には，戦災 IC巡い，本坊附近を残して再び灰となってしまった。

乙のよう κ 乙の寺は近世になって大災害を繰返したため，古い建物は

残らず，現存しているものとしては西の入口にある石鳥居が最も古く，

永仁 2 年 ( 1294) の建立。その他は本坊及びその附近にある建物で，古

いものが元和年間の再興になるものであるが，重要文化財K 指定されて

いるのは次の 5 件である。

ヌド坊西通用門，本坊方丈( 湯屋方丈) . 五智光院 ( 港頂堂) . 六時堂

( 元薬師堂を移建したもの) . 元三大師堂( 普門院) . 及び石舞台。

今度五霊塔始め主要堂搭ーが再興されるに当って，逃跡を究明しておく

必要K 迫られたので，昭和31年から 32年にわたり，国営による発掘が行

われ，南門，中門，回廊，金堂，諮堂等の調査を行ったのであるが，再

々の復興に当って， 基礎まで手が加えられており，特』ζ 秀吉による再建

の際にはかなり徹底的に基礎石の周辺を盗掘して，土壇の築き直しを し

ていたため，旧礎石跡の明 らかにされたものは極めて少く ，一部基墳の

地磁石の残存するものなどによって辛じてその規模を察し得る程度を出

なかったのは遺憾であった。 しかし騎尾，鬼瓦を始め瓦の出土品も多

く，特』ζ 講堂の北側 K 軒の一隅が落下したまま腐朽していて，風鍔や金

具はもちろん，隅木や極の痕跡まで残しており ，様式上奈良時代前期を

下 らぬものであ りながら，丸俸の扇極になっていたのは建築史上自々レ

い大発見であった。 ( 浅野清 ・記)

五重宝噂工事概要

設計及監理 藤島亥治郎氏，村田治郎氏，棚橋諒氏，藤原義一氏

建 築 顕 問 竹腰健造氏 主任技師上回成介氏，井上麟一氏

施 工 K . K 大林組

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート進本瓦鷲五鳳残外部打放しコンクリート総呼数

ＶＶＩ＾ ＱＧ ＱＳＮ 高き Ｈ地盤よ ｾｴ ｩＧ￭Ｇ ｉｉ までＩ 127尺



第 3 回 左 官 工 事 講 習 会

毎年秋lζ 催 しておりました紋記諸習会は木年度は下記の巡り 7 月l乙催

します。時間も昼間 lζ 変更しました。作I卒多数お申込下さるようお願い

.1]上げます。

記

1  日 時 7月 9 日( 水) 11 日( 金) 両日共午後1時....，5時

2. 会 場 大阪建設会館 6 階集会場

3.  日程・科目・識師

第 1 臼 7月 9 日 ( 水) 午後 1時....， 5 時

洋墜に ついて 谷口尚武氏 ( K . K. 大林組)

第 21::1 7月11 1::1 ( 金〉午後 1時--， 5 時

日本壁に ついて 山田章一氏 ( 大阪市立大学)

4.  申 込 6月30ロまでに会貨をそえてお申込み下さい。受講券

をお渡 ししま す。

5， 会 費 会員 300円 会員外 400円 ( テキ スト “左官工法指針 "

代 100円を合 まず)

6.  〆 切 定員 100名 K 迷した時はjgl日古ij でも 〆切り ます。

教育 委 員 会 委 員 長 奥 品 正 一

映画とスライドの観賞会の企画について

11日刊33年度予業の一端として会員の皆様方が保有しておられる悠築関

係 匂包工の記録，あるいは諸外国風物等) のムーピおよびスライドを御

提供願っ て観:l.1会を催す乙と になり ました。

つきましては当委員会でそのム ービおよびスライドの リストを作成企

画するに当り ，保有しておられる皆様からのお申出を心からお持ち申上

げます。なおお申出は朗自 ，映写時間( スライドの場合は枚数) 保有者

氏名を ハガキまたはおEE話でも結構です，御述絡いただければ甚だ幸と

存じます。 M卒よろしく御協ノJ の程をおl綴い時1上げます。

守l 業委員会文化映画会小委員会

会 費 払 込 み お 願 い

6 月 6 日付で，本年度上Wl 会15 : の御前求を iいしあげますので，4 : 月号

挟込の振替用紙を街i利用の上，至急御払込下さるようお慨し、申しあげま

す。

なお Ifl 正ド12IJ 末御子許 i ζj 凶けました“ 会員名簿"の御負担念￥50を合め

御請求致しますから御了承下さい。

会 告 4

第 3回左官工事

鶴 習 会

映直・スライド

観 賞 会 の 企 画

会 費払込みお願い

，噌
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新 朝 日 ビ ル デ ィ ン グ の 設 計 に つ い て

vt 業部大阪の北部を来凶 IC . 貫流する淀川は ，その J郎心

ｬζ 入 っ て Ｇ ￬ Ｚ ｾ Ｎ ｾ ω ， 土佐加 川 の 二 つに分ｩＱ ￎ ｩ し ， 郎ｔＡｊ災観地区

lζ 指定される '1'之島を形成しながら ，IJ j : び令 i{j i しま す。

乙れを '1' 心 とする東半分は ，その対岸を合めて工; しい j.il

f  ｾ ｦｦｬ ｬｔ ｬ ￮ の ｊ ｲ［Ａｾを 従 えながら ， r! J の創設以来，政治，経済，

文化の '1'心 とし て発展してきた地区であります 大阪市

は，かねてから乙の 中之島東半音日をFI! .:I'!.'，的な，:':;1門主l ! ; 築地

域として ， ，Ｇ�ｪ ｬ 心 の ｊｊｾ とその機能の光 ￃ をはかる計画を

も っ ており ， 乙の新朝 ｕ ピ ｊ レデ ｦ ングも Ｎ そのｾ築 吉 ｉＧ ｬｬＡＡ ｩ

条 ｩ 斗と放 ｬ 也ｊＧ ｾｗｾ の整備によ っ て ， Ｉｾｉ 坂，Ａｊ 建築詐査 会の 同

芯をねて，悠築Jム準法57条の運H 1 1こより ，本 )il 最高のn

尚 ＴＵｭ の ｒ ＧｩＧ￮Ｉ長ｾ築として認可を受けたのは Ｑ ＹＵＶ ＧＨ ド Ｈ Ｑ 昭和

31::'1二) 12)  J でありました

乙乙 1( " とくにWl 辺、されねばならないととは，J I i 途性

絡を ｾ Ｇ ｾｉｃ する Ｓ つのプロ ッ ク Ｈ ａ ・ Ｑ 主 ＧｊＨ 務所 ， }f{ 送局な

ど B オーグイト 3 アムなど ，C  : ホテノレなど) を包

含する ，地下 2 階地上13防，延75，786m二(22. 900伴) 1ζ 

およぶ判例，:::jlr' :商業建築の平面計 11111に対して ，ffl lTli 計画

児地からの処J ' . li で あります。建築の 1(li 砧，手ni'lのi竹大l乙

ともなう tU人人員，交通 !止の増 JJl l I 乙対して公共空間の解

決，交通勤線の調技 ， ｗｬｬ ｨ 也設の ｦｾ Ｈｬｩｈ などについて，と

くに 't J' E立に検札しました。

.  1 問寺内イJl I J (中H日新聞社側) 壁市1を政地域界より 7 m後

退させ ，本f!i' i全l悩』ζ 千] 効 111員 4 mのピロテ ィを設け公共

通路 と し，乙れを南fJl 1ll也下街 出入 U ，大ホーノレ遊日H: 階段

まで 連 続させるとともに，市有 ｾｉｬ￬ｩ むを Ｒ ｭ 切込んで玄関

前監l : 車乗降の伎をはかり . 南行交通を阻吉r しない乙と 0

・2 階大ホーノレ正 而は ，本館を貫通する 111員 7 mのコγ

コースを配附し て 南 北 ｭｾ へ階段で ｪｉ Ｇ ｱ ， Ｇｩ し，凶側正面玄

関とは大隅段およびエスカ ν ータ ーをT 型 [ζ がi び， ピノレ

ディ γ グ，肉! 肝心の主動総と立体的処Fllをします。

• 1血|併には 111s 4. 5m の地下道を，rJ Li Ａｉ｜ｉ｝ｉ将 北 ｴｾ 幹線道路

の安全横断にそなえて ，111中iJ j 日ピノレ ，例日ガil Ul.4叶1: ，西

側歩道との公共連絡道路とすること

・ け ｊ 北 ｉ ､ ， ｪｩＢｦｩ 与の私有泌物を徹去して，公 共川 地 ｋＱｑｦｊｾ し

てu地，または道路鉱張lζ そなえて ι?を( l i Hをしたこと む

・ 合 ｦＧ［ 内ｽｬ ｕ［ ｦｩ｜ ｉ ｃＮ一方交通の ＱＱ 動車辺ｾｾの南 北 ｬζ ｲＮｴ ￬ 呂させ，

10 

小 川 正

乙れを '1' 心』ζ 2 陪60111傾収容のガレージを設け，両河岸

の公共駐車場ととも 1(" 120 i婦の馬.l: lドを "1能としま す0

. 地上45mの屋上には32m ｘ ＴＴｭ の航空 ｊｾｉ Ｉ ｾ必定になるヘ

リポートを設け ，宇脅迫，通信，ｩｦｾＺ 告はもとより将来の旅

客輸送にそなえます。

・サービスヤ ー ドは ，点仮IJ 館内 1' 1 動市通路より B ，C プ

ロ ，クの悶を地 l 階まで導き . ピノレ ・ホテノレの船人 口は

もとより，大ホーノレ:従軍，A B C ・T V ホーノレ舞 子? への

車柄辺御，オ宇部従業μ:l l 人口 ， ｬｉｾｩｉｩ ｜ｊ 外出人 Ｑ Ｑ を 民 ＧＱ Ｇ させ

13階展示場へは東側アーケ ー ドのは解場よりがJIJ リフト

を設けて， Ｑ ｩＧｉｴｾ搬出入を ＢＱ 能としています

以上のよう な都 i lJ 日| 耐|的考慮を， Ｍ ￬ｾ 材業主 ｩ ｩ ｦ 誌 の平岡 音 ｼ

画 lζ 稲緒的 IC適mした例も少く特 ))IJ ，何回建築として認定

した1' 1了当局と ，乙の主旨に協力して 1 階虫!(!ikの約40% を

公共空11¥j とし てDl l 1 点した建築主の良識に対して，深い倣

芯を表さねばなりません。

商業主ｊｬ築は ， その出動後の利￬￟｜ｪＨ ζ よる建築 Ｇｉｾ の償却は

できるだけいく，その保勺二はできるだけ安易， li(f(Aでな

ければならない乙とです。建築工)91の短縮は ，経営面か

ら大きなフ フクターとなり ます。 乙の見地からも ，設計

計阿と胞工日I' j函とは緊密な検討を経てサ γ ドドレイン工

法 ， またキ ヘ ＮＯＧチレパー工法Ｂ手 キ純 資材のり叫 ｾＩｊｉｉ 工を ｬｬｪｬ ｬ

限して，工場生産品を主と する組- t ，- せ ，l[x卜1' 1. 去の改良を

計 りましTこ。

38ton， ＷＵＰＰｭ ｾ におよぶアルミニクムパ Ｑ 、 ノレ ， 9t onの

ステンレススチーノレなどを佼J日したことも ，近代建築の

命題でありま すその何日化と ，施工キt' 1J えと. i i l i l交の向上ま

た，JI1欄や航空機のように ，完全な保寸二と保 ;w:. ，商業建

築の生命である，その迩戸［を止めずに外装の ｍｪￛｉｉｾ ｪ 聞に

よるリモデリングを也、問し た乙とはいうまでもありませ

ん。

1958{1二4 ) J  3 日IJI倫.，は ，国際芸術祭、|刈際見本市など

の開催と 11寺を同じくし ，乙のブ t ステ ィグアノレホ ーノレ，

またホテノレ ，放送などの胞設がそれらの巡引をより円滑

にした乙とと ，私どもの計画のとおり正しく山川 され，

利用されている乙とを確認して何よりも時しく思 ってお

ります
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4. ピ ル デ ィ ン グ 正 面 詳 細

5  

住 型 : ス テ ン レ ス ス チ ー ル

パ ネ ル : ア ル ミ ニ ュ ー ム 特 制 プ レ ス

ビ ル デ ィ ン グ 玄 関 広 間 よ り

外 部 巻 み る

天 井 : ア ル ミ ニ ュ ウ ム 吸 音 タ イ ル

柱 : 伊 太 理 産 大 理 石

康 : 花 間 石 ホ み が 曾 仕 上



8  . 西 側j ア ケ ド 詳 細

縫 製 : ス テ ン レ ス ス チ ー ル

パ ネ ル 涜 実 井 : ア ル ミ ニ ュ ー ム 神 剣 羽 目

7  . ビ ル デ ィ ン グ 玄 関 広 間

天 井 : ア ル ミ ニ ュ ー ム 噸 脅 タ イ ル

盟 国 : ア ル ミ ニ ュ ー ム 縛 創 リ プ

床 : 花 網 石 ホ み が 曽 仕 上

縫 製 : 伊 太 平1) 重 大 理 石

大ホールへのエスカレータ珪大階段が見止る

，・
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イ ン ゲ 建 築 概 要

所 在 地 : 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 丁目 2 1. 2  2.  2 3 若手地

敷地面積

建築面積

延 面 積

階 数

高 さ

2. 46ω 司1<884 8. 153.  052m ｾ＠

1. 922坪013 6.352.  253m ｾ＠

22. 930坪842 75.  786.  328m ｾ＠

地下 2 階，地上13階，塔屋 4 階

軒 高 45mOO (本邦最高)

塔 屋 18mOO ( クー リングタワーを含む)

鉄 塔 40mOO ( 朝日放送アジテナ)

最 高 103mOO (ア γ テナ上部デッキ迄〉

深 さ田 地 2 階床迄 9 m30 基礎下端迄 ・ 12m15

構 造 : 基礎ーサン ドドレイ γ 工法による軟弱地盤硬化法

を施工の上コンクリー ト造 平 版 基 礎 柱 梁 ー 鉄 骨

鉄筋 コンクリー ト造 床 壁 体 ー 鉄 筋 コ γ クリート

造及軽量プロック 屋根ー A. C プロック鉄筋コ

ンクリー ト造 B プロック鉄骨鉄網コシクリー ト

造

工 期 ・ 地 鎮 祭 昭和31年 8 月 9 日

竣 工 昭 和33年 4 月 3 日
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A .  B プ ロ ッ ク 中 央 断 面

o  5  10 15 20
m 

a回=>圃二週回- -一日酒圃・・・・・・= - コ

面 積 表

階 |面 T 積 I A プ ロ ツ ク I B プ ロ ッ ク |
C プ ロ ッ ク

R 4  46，490 ク - ' ):，;グ ・タワー

R 3  113，380 
エレへーター機械室，水槽室

R 2  187，280 温 調 室，電 気 室

R l  188，502  ヘ リ ポ ー ト ロ ビ ー，温 調 室

13  1088，766 
朝 日 文 化 ホ ー ノレ

12 1149，157 中月 日 放 送

11 1154，738 

10 1154，738  

9  1  1155，350 

8  1  1155，350 
ホ テ ノレ 2色: 主

7  1  1275，601 貸 事 務 室

6  1  1378，641 ブ z スティパノレ ・

5  1  1724，699 

4  1  1705，899 
ホーノレ

3  1420，667 

ー和行Iピノレ管政事務 所 I三菱行

主 食 堂，特 別 食 堂

2  2360，020  
銀 広 / 1 11 銀

ｪ イ ｙ ロビーヲｾ［Ｏデ，和食堂

1  2060，564 玄 閥

ホーノレ

ホワイ エ， フロ ン ト

B l  2311，408 洋食堂，和食堂，喫茶庖 グ リ ノレ，酒 場

B 2  1299，502 冷暖房機械室，電気室 洗濯室，冷暖房機械室

延 122930，8_ gj  75，786. 328m 2  
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A  

1 冷 l後 房 機 械室

2  : 官 筑 操 作 室

3  ra 圧 部 室

4  I11i入 rm開 部 室

5 デ ィ ー ゼ ル 室

6 管 理 室

7 バ ッ テ 3 一 室

8 倉 w  

9 頁 衣 ?d 

.  
10 エヤー ・ワッ V

ャ一定

E  

11 オイルタ Y ク宝

12 印 刷l 室

13 冷 l段 房 機 械 虫

14 沼 気 室

15 エヤー ・ワッ V

. 一 H血， 

16 オイパ〆: $' >，ク

17 9  ;j、 y 室

18  i先 瀬 工 場

19 I ) j 子l I ! 衣 室

20 旦j 子 浴 室

21 女 子 真 衣 室

22 女 子 浴 室

幻 想 援 室

24 従 業 貝 食 堂

25  111 房
地 下 2  階

A  

1 ホ N  

2 羽1 食
堂

3 洋 食
堂

4 喫 茶 室

5  1J! 房

6 理 髭 室

7 商 場

8 三袈銀行貸金庫

9 砂 更 衣 室

10 三和銀行貸金庫

11 "  l I ! 衣室

B  

12  A B Cホール

ス テ ー ジ

13  "  観 客 席

14 ゅ ロ ビ ー

15  "  大道具置場

16  " ! ) - ーピスヤード

17  jl ν ー ジ

18 迎 転 手 投 蛮

19 冷 暖 房 機 械室

E  

20 術 解 ホ ー ル

21 コ. ff. 主

22 用 度 倉 庫

23 グ ノレ

24 グ リ ル 広 附1

25 栖 i晶

21i 1J! 防 地 下 階
0 5  10  IS 20

m 

一

17 



A  

l コ y コ- ; > .

2 三 菱 銀 行 吸 紋

3  "  明E陪交換窓

4  "  
厨 房

5  "  食 立

6  "  
会 蛾 室

7  "  応 援 室

8  "  
文庖畏室

9 三 和 銀 行 吹 抜

10 "  予 備 室

11 "  
応 接 室

12  "  電話交換室

日

13 切 符 ，'(; ｾ，晶

14 ホ ワ イ ェ

15 鋭 -各 !市

16 オーケストラ ・

ピット

17  ;ぇ T ー ジ

18 楽 E註

19  ステージ ドッ ク

20 事 務 進

c  

21 カク テル :? Y' :..t

チ

22 ) イン ・ロビー

23 ヱレ ベーター ・

ロビー

24 朝l 食 ゴ虫

25 J m 豊2 F芭

26 奨
d廿b  

室

27 1 J ! 房関係狩室
2  階

A  

1  1に 閃 広 nll

2  ;r. V ベーター ・

ロビー

3 庖 舗

4 交 通 公 社

5  "  所 長 室

6 三袈銀行営業笈

7  "  客 ?臨

8  "  
金 庫 室

9  "  
型f ｾｲＮ＠

10  三和銀行吹雪控室

11 "  ｾ＠ 溜

12  "  支応畏室

B  

13  A BC ホール

ステ - V' 上 聞1

14  "  観 客 席

15 砂 ロ ビ ー

16 砂 楽 昆

17  "  投 光 重

18 ガ ν ー ジ

19 運 転 手 控 輩

20 自動. i I I 9 フ}

21 洗 IIi 4品

22 出 演 者 控 室

E  

23 ホ ワ イ エ

24 7 ロγ トデスク

25 事 務 室

26 経 理 事 務 室

27 宴 会 事 務 室

28 電 話 交 換 室

階

18 



4 階

階

0 5  10 15 2om 

A  

l  ェν ベーター ・

ロビー

5 貸 !JJ : 務官草

3  iInt 調 攻

B  

一

席

蛮

笠

原

ピ

客

写

光

ロ

観

映

同

判

官

官

4

5

6

7

8

 

E  

9 エV ベー ター ・

ロビー

10 廊 下

11 客 京

12 和 窓

口 サ ービ ス関 係ｾ

14 湿 潤 宅

A  

1  エV ベーター ・

ロビー

2 朝 日ピ ル貧賓室

3 砂 社 長 室

4  "  重 役 室

5  "  事 務 室

6  "  会 磁 室

7 貸 集 会 室

8 診 療 室

9 温 調 室

10 三菱銀行事務室

11 三 和 銀 行 食堂

12 " 厨 房

13 "  会 議 室

14 "  事 務 室

B  

15 ロ ビ ー

16 ロ ビ ー 吹 抜

17 関 空皇 室

18 ミ キ す ー 輩

19 7 ナワシス ・プ

ース

20 楽 屋

E  

21 ; I:  V ベーター ・

ロビ ー

22 廊 下

23 特 別 食 堂

24 主 食 堂

25 厨 房

19 



20  

A  

l  エレベーター ・

ロビー

2  No. 1 スタジオ

3  No. 2 ス タ ジオ

4 効 果 ス タ ジオ

5 効 操 聞 宝

6  Ｗ ナヲ ｙ ｣ＡｬＢ Ｍ ｾ

7 編 成 局

8 制 成 局 長 室

9  9 ハ ー す ノレ宝

10  ν コー ド編 成室

11 ｾ ｊ 智 スタジ オ

12  I11 iJl Ｇ ＱＧＱ れ ｾ空

13 合 同t

c  

14 ェν ベーター ・

ロピ ー

15 廊 下

16 客 室

17  ' ! I "ーピス l咽fR<室

18 混 調 室

A  

1  ヱ ν ベー ター ・

ロ ビー

2 ロ ヒ

3 パ ー ラ ー

4 楽 団 控 室

5 合 唱 閉 控 室

6  :"1'; 務 ιi 

7 会 Z車 宝

8 経 }盟 間1

9 総 務 剖i

10 iJj 務 箆

11 役 員 会 総 室

12  干上 1毛 室

13 考 :i!f. 室

14  l1i 目 室

15 H! 新 交 換 室

16 倉 庫

c  

17 エレ ベー ター ・

ロビ ー

18 廊 干

19 客 室

20 ナー ピス 関 係3r

21  1M 品目 2主

2 階

階



Qt ① 

生書 屋 階

3 階 ＱＡＮＮ ｟Ｕ｟ｾ＠ 20
m 

A  

E  

A  

l へ 3 ポ ー ト

2  ェν ベーター ・

ロビー

3  ;1、7 ) レ滋精虫

4  ダクト ・ノレーム

l  エレベーター ・

ロビー

2  No. l スダ 11メ

I次tl<:

3 剥 3世 ?i三， 

4  7' ; } . ' 7: / ;え・プ

ース

5  No. 2 スタジオ

l次担t

6  No. 3 スタジオ

7  N o.4 スタジオ

8  No. 5 エスタジオ

9  No. 6 ;えタジオ

10 No. 7 スタジオ

11 No. 9 ;えタジオ

12 No.8 スタジオ

13 録 首 室

14 管 l'Jl 当f

15 整 i柑 五1

16 電 池 五i

17 氾 面{ 事司

18 誠 実 所 員 窓

19 中 継 室

20  F . M 送 in機室

c  

21  エ ν ベータ ー ・

ロ ビー

22 朝日文化ホ ール

21 
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一

点ー

一

一
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8. フ ェ ス テ ィ パ ル ホ ー ル 客 席

一

上

演

ザ

仕

究

一

一

ル

ユ

カ

タ

フ

y

ル

レ

ラ

モ

ド

-

ス

ン

ア

ラ

ウ

リ

プ

サ

ク

リ

創

木

菌

特

竪

複

面盤

9. ホ ー ル 広 間 よ り 2 暗コンコ ー

ス を み る



10 . フェスティパルホール舞台正面

( フ ル オ ー ケ ス ト ラ の 皮 響 栂 盤 I崎状態 }

11 . ホ ー ル メ イ ン ロ ビ ー

天 井 : ベ ニ ア パ ネ ル ク リ ア ー ラ ァ カ ー

床 : 全 カ ー ペ ッ ト歎曹( 色調 ・スカーレ y ト1

4主型: 大 理 石



G R A N D  O S A K A  HOT E L  

"

と

ゆ

一

山

内

12. グ ラ ン ド ホ テ ル 正 面 玄 関

自 働 開 閉 強 化 綱 子 周

3. グ リ

床 : 大 理 石 苦L 鮎 峨 曽 仕 上

量 : 人 遮 石 プ ロ y ク 小 叩 き 仕 上

ロ入J レ

14. フ ロ ン ト 広 間

床 : 大 理 石舌i 貼庖 主仕上特 制 カーペ ッ トー章者

柱 : 伊太帯11産 大理石取クラロー今オ ルナ ッ ト





事

J  

17  

1 8  

19  

17. 主 食 堂 エ ン パ イ ア ル ー ム

天 井 竪 木 ク リ ア ー ，および布貼り

日ミ カーベフト

キt Ｚ ＿才 ノレナットオＺよぴ ν オタ ｾＷＷ

ッカ ー仕上

18. 酒 場 パ イ ン

天 ＩＱＧ Ｚ 白ヲワ γ ク ｾＷ ーラ ｹ カー

!豊 松および特桜指lli タイル

I車 オーク 7 c - 11 Y グワラマ y ー敷

き

19. グリルパイン ( パベキ ュー席〉

天 井 ー白ヲワ γ クリアーラッカー

盟 国 松 お よ び 特 製 事111 ｾタイル

床 $ 山タ イル乱貼りおよびオーク 7

ローリ［Ｏｾ

新 朝 日 ビ ル デ ィ ン グ

27 



和 室 の 一 部

特 別 寝 室 炉

4  特別室食堂および酒場

( ロイアノレス- ;;/) 

基 準 ス ー ツ ル ー ム 居 間

ホ テ ル 客 室

4・ 特 別 室 居 間

( ロイア ノレス - ; ; 1)

基 準 一 人 室 惨

基 準 パ ス ル ー ム

( ハン ドグ』ワ ，

給冷水災直 ff )

基 準 二 人 室



ホ テ ル 家 具

29 
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1  11 11 1  1  1  1  1  

1  .1 1  1  1  1  1  1  

1111111111 

r  1  1  1  1  1  1  1  

1111111111 

第一スヲジオ舞台面をみる

.. 第一スヲジオ後部

ギラリー公開客席

‘ アナウンススヲジオの一部

朝 日 放 送

‘ 防 音 扉 詳 細

第 二 ス タ ジ オ の 一 部

天井 . ベニア板特製反' l I ' 1 U

床 ブロートカーベット

第 一 ス ヲ ジ オ 詳 細

天11 剥B. 桜，壁面 7 ロート

ス 3γ ドノ、」、ノシおよびサランパ 1、ノレ

日ミ フロートピニタイノレ貼り



Fig 1  

新 朝 日 ビ ル デ イ ン グ の 音 響 計 画 と そ の 結 果

A  0 フ ェ ス テ イ パ ル ホ ー ルの音 響 計 画

Bo 朝 日 放 送 ス タ ヂ オ の 音 響 設 計

Jl I  

ｾｴ＠ 村 隆

正

夫

A. フ ェ ス テ イ パ ル ホ ー ル の 音 響 計 画 に つ い て

新朝 U ピJ レB プロ ックの 2 階より 8 階を構成し. l . 陪

面積 3 170m2，延 10450m2
を占め る当ホールは，軒高 4 5 m

を有する図面プロック ，北面ブロック lこ閤まれ，南面は

川 IC接する騒音条件を有利にした配置となっており ，客

席容秘 17300m
3，収容数 2800，客席一人当り 602m3とい

う基礎的数字の音響的な解決は，iI日記配置と その¥jj}J総処

理と相候って、主題の国際的基準における音楽ホーノレと

なっております。以下項を追っ て音響計阿の過程 と結思

を示します。

(  1  ) 基礎的数字に対する考察

要求される使用内容が多目的であるために ，すべての

用途κ 充分な効果が収められるよう配慮しであります

が，主題を コンサート ホー j レの音響条件において最適設

;:1 としております。収容数 2 ，800 という数字は ， Royol  

Festi vol  Hol l  3 ，000 の収容数がその残響調整においていか

に困難であったかを考える時，決し て安易な予測を許し

ません。室容積対収容数 V l n をいかなる値にとるかが

残響J持性lζ もlリ]1際度にも影響する桜木的な問題でありま

す。 Knuds en &  Horri s は 1，500 人以上の Holl について

5. 7m
31人といい Bruel は 3 ，000 人に対し V l n=5. 4 m31人

以上 といっております。乙れより幾分大なる方が残響処

理の面では有利となります。 V l n の他の例を示すとつ

ぎのようであります。

Hall の 名 称 I  v  ( m")  I  " ( A)  I  VI"( m" l人)

神戸悶際 ホーノレ 11. 100 1. 892 5. 8 

耳l京証E経ホール 1] . 000 1. 704 5. 9 

円 比 谷 会 堂 11. 900 2.660 5. 3 

Royal  Fest i v al Hal l  21. 260 3. 000 6.4 

朝日 フェステイパルホール 17.300 2.800 6. 2 

上記表より見れば，当ホー J レは相当 VI叫 が大であり，

残響1時閣を延すためκ は設計値一人当り 6 m
3

という 数

字は . Concer t  Hol l とし ての理想的な基準値であ りま

す。

(  2 ) 室型態に対する考案

平面型態は， J収容数と平面音l' i J ! j j の合理的な型として生

れ，iIりJ 壁を世lげて続; 裂と矩裂との中間型態となってお

ります。 Hol l の縦横比には基準比率はい まのと 乙ろなく

拡散技術の進んだ今日 ， 当 ホ - ) レの持つ平面型態は充分

71f 響的に処理し得るものであります。

床面の傾斜は税総の限界を上回 る勾配を取っ てi直接音

をできうるかぎり多く伝えるよ う設計されており ，また

ギャラリー前縁の天井高は奥行の 1.5 倍以下とし，音場

分布を一様にしました。以上の段隣のつぎ lζ は幾何音響

ＨＱＯｾｴｊ 作ｼ 司法Ａこより ， 反射面として最も ｪ 切符し得る天井面

の決定を行い ， 反射 ｦｦ を充分客席にうえ Ｎ 伝 送 特性がｾ
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良なるようはかりました。実際の設計に

おいては乙の基本設計の折面を Def or um

して突出面を Superpose させ ておりま

す。 (Fig. 1参照)

その ｛ｾ ｉ 率 は 一応 Ｗｔ 源が ｓｴｯｧ･ 上 のあら

ゆる位慌に移動した場合も， ， ｾ ，＠ 的の方 li lJ

1 C . f ' r が反射する法線而を含むようしたい

のですが，それは作図して見ると無理で

あります。壁面については Fl utter を起さ

ないよう ，拡散函として当ピ J レの Mot i ve

p.， ttern の凹凸で構成し ，天チ|而の型と相

候って Hol l 全域を Morse のいう Ergodic

Sto悼 の状態lζ おくよう 傾斜その他を考

えております。

また拡散器である凹凸 Pottern につい

ては， Ponnel Vi broti on IC. よる低音吸収を

さけてベニヤの裏K ピッチ，メ タル ラス

モル タJ レの哀打ちを行い，重量を増し固

い面としました。

(  3 ) ステイヂ反射板の設計について

Stoge 上の反射板の目的は主としてつ

ぎの 5 つIC分けられます。

( 0 )  St oge 内で天井，両袖などに音

が吸収されるのを防ぎ，全エネル

ギーをホー J レに出す。

( b )  St oge 内で音を拡散 し音源の位

i Wc よる差異を少くする。これは

前述のごとく，設計の基準が基準

音源をもととしているからぜひ必

裂。

(  c )  Audi t ori um 内の天井， 側壁は，

liU述のように台の分布拡散を考l台、

して設計されているので， 乙の考

えを St oge 内lこまで延長して両者

を一体! こ結び完成する。

( d )  St oge 内の音を拡散し， すべて

の演奏者に Bolonce した音を聴か

せる。

( e ) 階下席前方の反射音の不足を補

つ。
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以上の目的のため，電動I C . よる可動反射板を鉄骨組の上

K 羽目板貼りとして設計さ れています。

( 4) 残響時間周波数特性について

当ホー J レの計画においては Knudsen &  H。川s の推奨値

を主主準』ζ し， 17300m3 の容積に平均値 500C . P  .5. にお

いて 1. 6秒をねらい，周波数特性については低71?を幾分

延ばし， ほかは Flot にしたいが，計算上いかにしても

聴衆または空気中の高周波吸収に より ， 4000C. P. 5 以

上の吸収をおぎなう乙とは困難でありました。しかし，

V f s  (s は全表面積) が 3 . 1 なるごとく ，一人当り容積

6m3 の設計値があ ったため，Fig.  2  IC示すごとき満足す

べき残響特性結果と予想値が得られたのであり ます。ホ

ーJ レの仕上材についてはすべて反射性である乙とを主調

として処理しておりますが，もし V/ s が小さければ，

すなわち容積が収容数 2800 IC. 対し小さければ，国際的

規準における音楽ホールとして，建築的処理も音響的処

理も不可能であった と恩われま す。

( 5 ) 音場分布および明瞭度試験の結果について

音場分布は 510ge 上の単一 5peoker より Whi t enoi se を

11'，した測定で， 5peoker の指It，]性外 に あ っ て も ー 10db

以下の良好な状態を示し とくにギャラリー全面 ICおい

て音場分布は全く均一でありました。 乙れは， 天井の

反射性と壁の拡散性が全く効果的であった 乙とを示して

います。明瞭度K ついては，日本音ー響学会で決めた明l際

度試験法により最高 97 % ，最低 85 % ，偏差 12 % ‘ であ

り， P. M. Mor se Iζ よれば，ＹＶｾＸＵ Ｅ の明ｼ僚皮は ｈｩｧｨｬｹ

50ti sfoctory といってお り，当ホー J レ全席 IC っき満足と解

して良いと恩われます。

B. 朝 日 放 送 の 音 響 設 計 に つ い て

朝日放送は A プロック 11，12， 13階および機械室を塔

屋の一部lζ 配置し，事務室，各積スタデオ ，調整室な ど

を完備した専用スペース とし て 当初から計画されまし

た。延面積 58 10 m
2

をもち，演奏スタデオ
9

室 ( No. 1

スタデオは公開放送用〉効果スタデ; ; t 1 室，残響スタヂ

オ3 室，アナクンススタデ才 3 室をもち， 将来の F .M .

放送も可能とする F. M. 送信機室および地上 103 米のア

ンテナ搭を もっています。要求された高度の特性に対し

ては，主体構造，付帯設偽T を一体とした音響計画を立て

また放送機能，能率を中心とした平面計画と相侯って，

最高水準の民間放送局の内容となっております。

1  .  平面計画について

11階はエレベータ ーホールK つながる Moi n Lobby を

取り，事務室部を乙の階K 配置して，業務を主体とする

Fl oor となっております。 12階， 13階はスタデオを主体

とし，放送局機構の持つ特妹動総の解決K 両階を一体と

した計画を:i f.て，13階に位置する調整室関係と 12階にス

タヂ; ; t との立体的な利用，および各室の配置に つ い て

は，朝日放送技術局とともに細部にわたる動線の分析を

行い. 組立てられております。 なお，外来者については

廊下の防省; 容を通じて見学できる よう にし， 乙のため上

昇するス タヂオの騒音度については適切な防音処理を行

っております。

2.  スタヂオの音響処理について

(  a  ) 遮音構造について

全会スタデオは 特 殊ＡＧｍ｜ｾ装 ｩ 在による完全 なフロート構 造

とされ，総足i体を通じて伝指してくる間体行については

機械振動数を考lむの上，共振点13，C. P. 5 以下鏡み 5 mm

の防振コソ、をもって，援助のスタデコす内伝撚を|妨JI二しま

した。

スタデオの遮音については外壁は 20cm，内壁は 15cm

の コンクリ ー 卜壁をも って間仕切り，フロート構造との

間には吸音プラングット K よる固体音幅射に対する吸音

届を設計しました。 フロー ト構造体は木造と し，さらに

4 .0cm のモノレタル遮音層をもうけ， これまでの構造を遮

音層と 呼び，以後表面仕上に到る調音層との組合わせに

より ，空気音 60db ( 500<<>) の性能は充分期待されてい

ます。

( b ) 残響調整について

設計の方針を Ｖｾ Ｗ 極類の材料 ｉｃ 限定し ， 要求特性の異

なる各スタデオにそれぞれ計算{印ζ 従い，配分して残響

調撃を行いました。なお材料については， フロート構造

逃音問より仕上面に到る全く同じ Cose を 4 上、l' の面積に

セットし，残響室法 lζ より吸音特性を求めて実際使用さ

れた場合の， 誤差を少くし ました。乙れらの材料は基準

のスクールに統一し，各ノマヰ、ノレはIjj : 後の調整を1i ' oi l挙なよ

う処理し，また乙の規則性のために予位、される特殊な吸

音現象を防ぐため，釘の数や目悶禄の配置，太さなどを不

規則にしております。

なお調音材の主たる特性を Fi g.4 ! 乙示します。図中ビ

ニーノレレずーとあるのは モルタ J レ遮音層Iζ 4. 5cmの空隙

を置き. 45cmx 90cm のビニールレずーを木枠 l乙取り付

けて貼ったもので，空隙I C . 1" ブエヂーグラスを充填し

た場合であります。またサランパヰ、 J レとあるのは，同様

lζ 2" のブエずーガラスを入れ，サラ ンを枠 lζ 取 り付け

て貼ったものであり，スリッ トベニヤは 10cmx 2cmのス

リットをもっ 9 mm のベニヤ板を 1" ブエずーガラスの

上 に取付けたもので ， いずれも怨 ｉｉ ｊｾ 4 .  5cmの42・合の測定

値であり ます。

つぎに，完成後の残響波形と代表的な残響4守性を示せ
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Fi g  6  

ば，Fi g. 5， Fig.  6 のごとくであります。 乙れらの特性は

残響" 毘整以 liif のもの でありますがー大体計算し他との誤差

は0. 1秒 - . 0. 2秒であります。

(  C  ) 設計の合理化について

内外各種騒音源よりの遮音度のバランスをとるために

プロート構造ーＱｊ ｾＱＧ ＩＧ，ｦ ｓ 構造，設備機 ｨｴ 基礎給元 Ｑ などに

とくに考慮をはらいー施工の代理化を設計過程に織り込

みました。たとえば，防省窓やf f ! i . の設計はI則、J'JI 与のW: iJ1J!

を充分行う乙とにより，遮背広が適正に保たれるので，

取付部の設計を合理化 し，フロート 締造の遮音皮を発押

さすためには遮音肘は Flol に設計し，遮音， " 同音} げと }J IJ
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個! こ拡散面や! 照明を取付けました。

以上が朝"=， )i文送の音響設計の概要であります。 なおフ

ェステイパルホ ー J レの音響計画については，島原正男氏

の特別の御協々を得， また残響i l I l J定については朝日放送

の全面的な御援助をいただいておりま す。また放送ス タ

ヂメ ー では ， 使用材料の ｉ ｑￆ￬ｾ Ｑ ＺＴ 守性 ￬ ｕｬ ｊ 定 につい て大 阪大学 北

村苛萱助教授の御協) J をf弘 残 響 ， 逃 背 皮 のil 判定につい

て は 飢 " 放送技術局がtn. 当され，f l ! : 身御助言いただきま

した。 これらの方々に対し紙面を併 りてお礼 Fli し上げま

す。



計 画

本設備工事は大別して， ヒソレ本館および断腸部とホテ

ル部に分けられ，使用上および維持管理の性質上， 劃然

と上記 2 つのプロックに分け，それぞれ単独の電源，冷

1車，熱海t，71<. 源を持ち，配管系統も全 く別に分けた。本

設備の特色としては用途および使用時間の多機性のため

系統が極めて絢lかく分割されている。また各機器系統の

容量が大きく ，かつ工期! があまりないため，積々 の点、で

ユニット的取り扱いをなし，工事の氾i率化を図った。 乙

の大きな設備機採が運転状態に入った場合，運転ならび

IC機械保守政がビゾレ管理主U11，片め る!i' J合は甚だ大きく ，

乙れを経済的かつ安全に運転するためには，竹理者の手

足ではなく，頭脳的判断であ る点lζ 重点を置き ，多系統

の諸設備をコント ロール室で操作監視をまとめ，安全か

っ経済的運転に対する判断を容易ならしめるよう努力し

た。以下，各設備工事K ついて概要を述べる。

電気設備工事

受電々圧はビノレとして最初の 6，600V で，地 2 階ビ J レ

主電気室で建物全体の受電をなし ，各電気室に送電する。

設備容監はヒソレ 3，500KW，ホテル 1，600KW，!l自『場 1，400

KW， 合計 6，500KW で， 関西電力との契約容量は常時

1，800KW，夏期 3，300KW である 。包気室はビソレ地階，

屋上， ホテ J レ地階，屋上，感( 場に分けた。停定時電源と

して，6，600V， 500KVA， ＶＰＰ 馬 Ｉｊｾｾｉｉ 白血 ｖｊ のグィＢーゼ ｊ レ

発E11機を設備した。Eii 幻回i ! 1i としては，常H与の[ 山， ｦＮ ｾｾＯｉ Ｍ ｇＺ＠

時金照明探具の約バ点灯できる停電11寺田路と，さらにピ

J レ側では深夜笥俄貝の巡回に必要な階段灯およ び各階 ロ

ビー 1 灯のみ点灯できる深夜系統Iζ 分けた。深夜系統で

は，わずか 20KVA 1台の変圧滋でまかない得る 。ホテル

側では深夜廊下灯を ｾｉ ｃ，地下電気室にて切れるように

した。その他ネオン，外灯，バルコニー灯外壁! 照明等

は別系統にし ，I時報子時計にて季節に応じた点滅が向動

的にできるようにした 。 ｬ 照明ｾｬｽ具Ｎは事務所仮 ｉｊ の後光灯の

一般型として最も ν ンプルで，高照度のr r : w，型を使用，

安定禄配線等すべて天井内 lζ 収納，天井仕上より後光球

および ソケットホルダーのみ露出する。 また外部の 11fTーさ

で，逐次窓と平行に 1 ｾｉｊ 宛点 灯で きるようにした 。 スヰ

ッチはコンパク トな 3 個 1 組の述続波動型を基準に使用

した。ホテル，劇場では，ほとんどすべて白熱灯器具を

使用，クリスタノレガラス ，>>事，竹‘ 紙などを使用し，そ

れぞれの室の性質にマッチしたものを製作した。ホテル

客室ではベッドランプを好みの明るさに変え得るよう，

J レー ム ・ディンマーを製作，明るさを 3 段切りかえでき

るようにした。 その他屋上アンテナ用鉄塔を夜空にくっ

きり浮き 11¥させ. また摩( 場外壁面のリリーフを照明する

ため高圧水銀灯の溢光照明をした。さらに回転しながら

上下に動く 4 色の上空向サーチライトがあり ‘ 1  i 1左当り

フィノレターなしでは 400 万燭光である 。航空障害灯設備

のほかヘリコプタ一夜間発着用照明の用;立をした。ほと

んどすべての動え! は遠方銀作とし，ビ J レ，ホ :; ')レ地階お

よび劇場i 五%室 [ζ てiきM強機ポン プ類の操作ができる。
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3. 油 入 遮 断 器t 室

ポー トの方をみる)

2.  低 気 操 作 室 ( 低 圧 配 信盤)

なお遠方操作のため電動機が盲操作になり，単相運転，

過負荷，逆相などの事故により ，電動機を焼損するお そ

れがあるので. 乙れを防止するための保護継包穏をつけ

た。また排水，汚水ポンプは 2 台のポンプが自動交互運

転，手1 I l 1 J 同時運転ができるようにした。その他の電気設

備 としては，ホテノレ』ζ ボーイ呼出しおよび応答用ベル設

備をした。 乙れはナイトテーフツレにつけた押inを押せば

押印，出入口E至上部に点灯し，ボー イステ- V' ョ ンl乙室

番号が点灯し，ボーイが終室前の押し返し釦を押せば上

記のすべてのライトが消える。また各階ボーイス テージ

ヨンより一隅玄関受付まで芥室掃除完了表示装置の配線

をなす。弱電設備 としては，各階エレベーターロ ビー玄

関などへの呼出し ，ガレーヂ呼出し，展示室放送設備，ホ

テルには ロビー食堂tζ 数多くのスピーカーより音f立を小

さくして，全般的に平均された音を出す，ムード ・ミュ

ークック ・ナプライ設備がある。屋上』ζ は外部{ 乙Ir1リけ定

まった時間に音楽を出せ るミュ ージック ・サイレ ンがあ

る。テレビジョン受像用として， ヒソレ事務所並lζ 朝日放

送，ホテノレ， 4階展示室と 3系統の共同聴視アンテナが屋

上アンテナ ・タワーに設備 され，同刺lケープルにより要所

κ 配線してあ る。朝日放送部は蛍光灯の安定器は別に収

納画を設け，また数種の配線は差込とも色分けをした。

また，スタジオのフ ローティ ング構造K 対し，すべての

配管はコンクリ ー ト壁か ら仕上部lζ はブレキジブノレチュ

ープを使用，1照明器具回りには フェザーグラスを充唄し
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4.  ピル玄関照明器具 (20W m光灯×

Ｔ 本 ｦｾ 型ア クラ イ ト 使用Ｉ

た。放送機器電源としては停包を全くなくする，周波数

の維持，電圧の維持が重要な問題で，朝日放送への単独

高圧送りの低圧側に自動電圧調整器を入れ，との定屯圧

をセレンおよびグルマニ ューム盤疏器lζ て直流にし，蓄、

篭j也を充電すると同時1( ，モータージぷネレーターによ

り定周波，定電圧の交流を発生する。停電時には逆1ζ 蓄

電池より全負荷約 2 1時間必要負荷約 10時間送篭できる。

乙の定周波包源より各調整分電盤に至る幹線はノレープと

なし， 負荷変動による電圧降下を平均化してあ る。

冷暖房換気設備

冷凍機容量はビル劇場部で，合計 1，500冷凍噸で 700 ，

500 ，220 ，80冷凍噸の冷凍機を設置し，ボイラーは MP306

型高圧ボイラ ＭＲ ｾ 主を設置する 。 ホテル官 Ｑ Ｑ Ｑ は冷凍機は

320 ，180冷凍噸と閉じく MP306 型高圧ボイラー 1 基を設

置す。冷凍機のコンデンサー冷却用水としては升水を利

用すればビル劇場側で 120 ，000石/ 日，ホテル1JliJ で40 ，000

石/ 日で合計 160 ，000石/ 日を必要とする。乙のような水

量を敷地内で採る乙とは不可能で，かっ大阪市の地下水

の安定度から見て，将来とも確保できる乙とは不可能で

ある。また河川水の利用についても水混が高いため，さ

らに容量が増し，乙の大容量の水を漉過する設備費，場

所，維持管濯などの点を種々検討して，冷却塔法を採用

した。冷却塔は屋上 4 階l乙設備され，その高さ 9 mの中

村 は木絡子を組み，熱交換l副点を大としてある。また



6.  7∞冷凍トン x 920J . ¥l 力ターボ冷凍犠 8. 向圧ボイラー( ホテル側繍械室)

5. 三 和 銀 行 天 井 照 明

( アル E 崎製型パネル使用)

各冷凍機の容置に従って，各々のプ ロックの大きさを定

めである。また，夜間冷房負荷経滅時』ζ 冷凍機を運転し

て，機械室床下のUJ' 冷水槽の71 < を冷却する。 乙れを昼間

負荷の増大iζ 従って予冷系統iζ 使用する。 乙の方法によ

りピ J レ倶.11で 300 冷凍噸，ホテル側で 100 冷凍噸相当の冷

凍機容量を軽減できる。ボイラーはすべて重油燃焼で，

負荷の変動によりコントロールし，かつ起動停止する全

自動方式を採用した。系統 lζ ついては前述の如く ，用

途，使用時間が極めて種々あるため，極めて和nかく分け

られている。大別すればピル側て・は銀行，底納，基準陪

事務所，展示室，劇場侃.11では大劇場界府. -祭尾. A B C  

ホーJ レ，飲食! 苫，朝日放送では第 1 スグヂ; ; t ，m2- 9ス

タデ才，スタヂオ事務，一般事務，ホテル側は客室，一

般昼間( 食堂，グリル) 終日( ロビー，交換室) 系統 lζ

分け られる。以上あらゆる負荷を恕定し，維持政を経減

し得るよう巧-えて系統の決定，各機? ，; i 容量の決定を行っ

た。さら』ζ ピJ レ蕊準階事務所では，各部よりの互期侵入

熱E を午後4時の合計を 100% で表わせば下記のごとくな

る。

熱源侵入方向 10a. m 12a. m 2p. m 4p. m 

東 側 4. 1%  5.096 5. 8勿 6. 796 

南 側 2. 6 1. 7  3.0 2. 6 

西 側 6.8  5.0  15. 0 29.4 

中 央 部 61. 3  61. 3  61. 3  61. 3  

合 骨十 74.8  73.0 85. 0 100 

す芯わち，乙のビ J レ{ ま立地条件 lζ より ，凶窓よりb ( 入す

7 ピ ル 側 繊 械 議

る負荷熱血が大きなブアクタ ーになる。したがって本設

備にては，西側窓際にスリット型吹出口を設け，別系統

のエア ・コンディ ν ョナーで負荷熱量』ζ 対応せしめてい

る。基準併では，乙の窓際系統rc，中央部よりノズルに

て外部に吹 き出す中央部系統 と2 系統となり，各階ごと

に 2 個のエア ・コンディ fノョナーが設備されている 。ま

たダクトは 6 吋の螺旋管ダ ク トを使用し，各吹出口のプ

レナム ・ボックス {ζ 対し 4 吋のバランス ・ダクトで連結

しである。 6 吋ダクトの遠近差の静圧刻字棋には ，i軍縮室

出口のプレナム ・チャンパーにオ リフイスを抑入し調書さ

を行う 。また将来の間仕切変更に対してダクトの変更が

可能なるごとく 司各梁1 C 8 吋のスリープが入れてあ る。

放送スタデオの消音については逃音条件については 200

サイクル ICて 35db 以上， 騒音においては，天井より 90

c m，また壁より 50c m離れた位置でC 騒音計で測定して，

第 九 2 スタヂコt で 3 0 PHON，第 3 - 9 スタヂオ iζ て 25

P HON という条件であった。方法として送風機出口で，

プレナム型吹出口 および吸込口でセノレ型消音装置を設け

た。なお，スタデオl C l "fする消音器の性能が悪 くなるの

に対し，調整室天井より防音点検孔を経て取り換え られ

る。またホテ J レ側客室も各階南北 2 系統に分かれ，各身

のエア ・コンディジョナーにより ， 9 階18プロックをそ

れぞれの温湿度条件にできる。また随時，運転停止もで

きる。中間期 lζ て全部新鮮空気lζ て換気し 1!} るよ う計画

され，さ らに食堂，スタデオ，庖舗な どはi l 間金新鮮空
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9. ピ ル 劇 助 ポ ン プ 顕

気で冷J 1 変泌される。 ホテル筏: 室は ，冷暖房 JUI の再何段系

統 ｬ こ殺官 ｜ｩｈ ［｝ｬｬＺ州 ｩ を伏Ａ日す 。 またｾ悩ｊＧｉ助詰［ｩＩￍ｛指示装置を

ビ) レ，劇場，スタヂメホテル系統にそれぞれ設備し ，

l也断定気室， 13i9，!i 放送監J ' J l 室で測定できる 。

給排水衛生設備

j也下 2 ｾ待機械室長より港 ｬ 亙 Ｓ 階水柑まで ＶＰ ＮＸ 米もあるの

で， 高刻維! fi自けf持守也官-臼到奴! 上の

/ぷKとも水村槽iを二段とし' 屋上および劇場の屋上( 7 階相

当) f己分け給水し得るようにした。 ビJ レ1<<11は屋上より 5

階まで，後者は 4 階以下に，ホテル側は屋上から客室階

の 4 断まで他はそれ以下の便所，厨房，洗I准工場へ給水

した。市; J < は市配水木竹・14/1すより 6 1りを分岐し ， ピノレ劇

場周 4 吋， ホテノレ問 4 nすに分け ，対; J <は皇室泉 14吋 400 尺

2本 1( より， ヒール問7000石，ホテル日15000石/ I二! の雑用水

を供給した。給湯設備としては高圧ボイラーをビ・ J レ劇場

fr ! として， 3  a臨 1 基，ホテ J レ似.11 として 2. 5 噸および 3 .5

l噸各 q 去を置き ，給水と同級高部および低部給湯用に貯

湯梢を分けた。 ホテノレ側としては然: 室問 2 缶，厨房洗濯

室用 1 缶とした。 消火設備 としては金官' 1 ' ¥1系統とし ，

j室内消火栓は同一階同H寺開放 10例所とし ，ポンプは 51
1
，]-

1500立/ 分 100 米 70馬力を使用， 乙れのi J j j " ( 水槽としてー

地 2 階床下 (C ヒソレ仮11 90 噸( 約 1 時間分) ホテル側 60 噸

( 約40分) を肝1 : 立した。 また消防隊君iffl ナイヤミーズ系

統に給水する消防ポンプは ，31 米の高さまでに計画され

ているので， ＺＱ設高師寺で平方 ｉ ｊｾ 当り ＵＰ ポン ド 以 上 にするた

め，消防車ポンプに直列 lζ 加圧ポンプが百si)J できるよう

にし，送7 l <rζ より自動的 lζ 運転停止するようにした。逆

転試験の結果は，消防ポンプ送水圧 100 ポンドで，屋上

Ｒ ｊＱ ｮｾＧ＠ 2 個所同時開放で ノズル先日Oポントゾ平方吋の水圧

であった 。 また Ｓ Ｑ ［ 択高より超える Ｑｏ ｾＱＳ 階 ｬζ は ， すべて

スプリンクラー設備があり ， 乙の他大劇場 A B Cホー

J レの舞台上，映写室，ダストジュー卜上部にも設備し ，

屋上j 下水槽 171明の水で. 同時間以約30分を供給し，地階

傑作室のアラームで消火ポンプに切り替えねる 。 洗 ｬｬｩｩｾｾ
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は公共的 lこ使斤lする場合の清潔! 惑から，すべてミキジン

グ ・グア J レプを使用し ， ヒリレ劇場側は し340， ホテ J レ客

室は し340，341 ， 33 1 を使用，小便君主はすべて壁掛けス

トールU-37，大使以は和風 C- 75，洋風 C -48，C- 21 を使用

した。ビソレＱ｟ ｾｴｖｊｉ 併の 小 便然自動洗総［ｊ＼を ， 深夜不必要の

ため ζ れをl 1i Ml 系統とし，機械室で閉じれるようにし，

ヒソレ側弁水系統の深夜休息を考えた。 またビソレ側プ ラ ッ

ジュ免は，，l l i 知i防止用の特殊加工のものを使mした。大

劇場および A B C ホーノレの楽屋lζ は，話i技者mの使IYr，

浴室およびボディ ν ャワー設備をなし，舞台lこは効果用

給排水絵iヘ設備をした。 ホテ l レ1ll' 1は全容室にパスタブ，

洗面目;i ， 大使ｾを設備し， ノミスタブは特 ｽｪｬｬＪ は持ｾｾＪ製

B H-32 および BH-29 型{ 也はほうろう製 BH-20 型で，ν ャ

ワー とパス ;J < 栓の切り換えコック付きで，ν ャワ ーは在

来の V ャワーヘッドと異り，種々試作検討の結果，ハ ン

トー ν ャワーを製作，取りつけた。また全治::&1ζ 冷水設備

をしたが，コップ l ζi 吠初入れる水が，すでに必要冷水温

度になるため，分岐ｾｾ［を極小とした 。 すなわち冷水配行

のみ，他の配管スペースより分離し，冷水コックのすぐ

ｾに単独 ＱＨＮ て立ち上が ら した。冷凍機は予備とも Ｗ ｊＱ Ｑｐ

2 台で，冷水タンクはステンレス製パイプは銅管，保冷

材としてポリスティロールを使用した 。 冷水温度は ＵｾＷ

OC である。 またホテ J レでは原価計算の必要ー上， 客室給

水，給湯，厨房給水，洗濯室給水などに，それぞれ量水

誌を取りつけた。なお宥:室』ζ 使用する水量は，人員 600

人 1 人当り 1 円使用水量 270 立( 水 120 立，湯 150 立)

として計算した。

エレベーター ，エスカレーター設備

ピJレ側

客 m t:1旅ギヤレス 150米/ 毎分 X 15人川 S台

人 待 用 交流二段 45 1/  x  1噸 1台

ガレ-，-，f1j 1/  18 1/  x  3.6噸 l 台

展 示 室 用 H  一段 30  1/  x  1噸 1台

ェy 、カレ - 1 1 - 主7 1/  x  2人立 1台

銀行リフト 15 1/  x  450砥 1台

劇場側

人 荷 m 交流ニ段 45  1/  x  1噸 1台

エスカレーター 21  1/  x  1人立 I 台

ホテノレ側

客 JII l直前cギヤード 105 1/  X 12人川 3台

術 物 J日 交流二段 45  1/  x  1噸 l 台

1/  Ilt珂Jft式 45  1/  x  4501缶 4台

以上合計23台のうち，ビソレ客用 2 台は夜間勤務者lζ 対し

て押主11 自動操作( ナイトサー ビス) Iζ 切り換え得る。 ホ

テノレ客用 エ ν ベーターは，気i室天井 [ζ スピーカーを取り

つけ ，ムードミュージックを出すようにした。エレベー

ター機依室はもちろん各包気室よりの桁令電話をつけ，

またピ ル，ホテル貨物用各 1 台は地防屯気室よりEE源を

めＨり，的包ｬＱ ｾｦ 対策とした。



劇場設備 (大劇場〉

舞台装置

本舞台は従来の舞台型式から脱却 し，全 くI斬新なj後椛

を干j している。

スライディング ・ステーデ- . { t 来の回り妹台を慌し，

ニタjのスライディング ・ステーヂを設けた。すなわち背

以の転換に相互に左打に/)日 き，かっ I:!i Jぢるスライディン

グ ・ステ一戸で行う。

1列目 l出口18m奥行1. 7 m ( 泊り上り 4.5111 X 2台、2. 25111 x 6台H)

2列目 11 11 11 2.3m ( 泊り上り 6台H)

33<1J 目 11 9 m 11 1. 9m 

スライディ ングは . 1 ， 2 5i 1J ( i : 舞台中央まで 3 タIJ は

さらに反対仰lまで定行でき . スライディ ング ・ステーヂ

の山た後のl川みは持ち上 りwがあり， Ｇｬ ｩ ｲ ， こ ギ ｬ ｦｲＮ ｩｾｬ ｐＮ台とな

る。

オーケストラ迫り上り，および才一ケストラ ・ワゴ ンー

111]口4. 85m+ 14. 5m+ 4. 85m奥行 4. 05mの 3 台が一体で，

舞台下 2 .9m より舞台国まで上昇，さらに中央郎迫り上

り上のワゴンは，楽団をのせたまま舞台奥の方へ走行す

る。

宣笠亙盟主一天井側面正TIli とに分かれ，削 n約 29m，

奥行約 7m，高さ前方 11m，後方 7mの聞を凶い，天mIii

2 函lζ 分かれ，昇降反転とも包ill) Jで，収納は吊物IUJに反

転の後吊 られる。 側面は左右各 2iii 走行ホ イスト lこより

舞台両側lζ 吊上格納され る。 正而は全巾約 25m，高さ 9m

で，吊上は電動走行は手動である。

墾主盟盟一調光用変圧器は 35KVA 4 台， 25KVA 8 台，

客席周として 15KVA 4台を設備す。配EE撚はプリセット

方式二段切換装置で，電磁遠方色さし換え装置式も使用

されている。

宣墾童盤- 9 系統立体音響装置で 100W X 6，5 0 WX 3  

の地幅器を使用主スピーカーはアーチ上 3 台，舞台上 3

台，舞台両側 2 台で，それぞれ低， II J ，高苦手キ 4 台のス

ピーカーを佼m，主マイクロフォンは 7 . 4 : で，左右立体

感を 11' 1す。またクォー ノレ ・スピー カーを併川，f i TI の々効

果音および営を育ij 後左右K 走らせる乙とができる。テー

プレコーダーは 3 系統立体録音である。その他楽屋系統

およびリハーサル時の指令用系統がある。

些亙童盤- 映写機， ν ンプレッ クス 社製 XL型，スクリ

ーン繊 rl1 66尺，縦29尺。

テレビおよび ラジオ中継装置ーテ レビジョ ン中継汗]に

場内 3 例所にカメラ周アクトレットを取り ，乙れより劇

場外壁までカメ ラケーブルを配線し， テ ν ビカーを経

て，再び建物内を屋上アンテナ用鉄搭パ ラボラま で，グ

ィデコt ・ケー ブルを設備す。乙れは地下の A BC ホーノレで

も設備され，同時に 2 局の中継ができる 。またラジオ中

継専用マイク回路を設備し， 録音室で録音またはビルの

M. D.F 室を通じてi貰技生放送できるようにする。客席前

方上部に音楽中継灯i吊マイク lζ 対する処理をしてある。
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、とと

4 新 朝 日 ピ ル ア イ ン グ の キ蕎 スE 主 に つ い て

構造計画

乙の建物は，大阪のtn一生命ヒ‘ l レについで計一回された

31mを超える建築であります。しかも第一生命の場合は

単 IL貸事務所ばかりでありましたが，当ヒツレはホテル，

事務室，劇場郎分と三つの異なる性質の建物が平面的に

区画されており，盛り場部分が敷地の半ばを占め，それを

L 型にか乙んで，事務室，ホテ J レが計図されま した。劇

場部分は地下 8m，地上 31m，ホテル，事務室部分が地下

12m，地上 45m，塔屋最上で 63mであります。当然、各プ

ロッ ク毎に区画されるべきでありましたが，ヘリ ポー ト

および塔屋の関係上， 地上告官分を第 1 図の太線のごとく

expansi onをとって独立させ，地下部分はホテ J レ事務室が

高さの剖 le 巾が狭いため，乙の三つを一体として耐震的

K 安定性を増すと 同時 IL . Iりj 7 . k の面からも完墜を期しま

した。

当初設計 lζ 当り，上部を八重州ビ) レのごとく経構造に

することも考えましたが，当ヒソレは屋上IL ヘリポートを

設け，さらにその下は放送のスタデオに使用されますの

で，音響上の彰響を考え鉄骨鉄筋コンクリート構造とし

ましTこ。

基礎計画

大阪の地盤は大部分が軟弱であり，当ビ‘ J レの敷地も地

下 8m位までは砂層で，その下 I LνJ レトが 17mの厚さの

層をなし砂際層に続いているといった具合で，建物の基

縫下端が，前述した ように劇場部で 8m， ホテル ・司I務

室部分で 12mで，当然杭打ま たは井筒基礎が予想される

と乙ろであります。しかし，20カ月 という工期に対し，

従来の工法では到底不可能であります。そのため元大阪

市立大学森田教授，および小泉設計部長代理の研究によ

り，大きな建物としては初めての試みである，サンドド

レイン工法を採用したわけであります。 乙れに関しては

本誌昭和32年 ? 月号K 詳しく書いてありますので，省略

いた します。裂するに粘土を圧をi した場合，初め lζ その

中に含まれている間隙; j ( が圧力を負担して，徐々 に; j ( を
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絞り/ l ¥し、初めて粘土1 ' 1休に圧々がJJ ¥I わって花街沈下を

起すもので 乙の水の流出 ＱＱ 寺聞は ｾｗｬ ｩ￭Ｇ Ｑ ζ 長しその粘土

居の厚さの 2 衆lζ 比例しますので，砂の杭を作ってやれ

ば層の厚さを非常に薄くしたと同じ効釆になりますから

圧密時間が短縮されるという性質を利用したもので，絞

り出された水は砂の杭を通って相1:111 されるわけでありま

す。当ヒソレの場合は乙の砂の杭を30糎径として地下 16m

の深さまで作り ，ホテル，事務室部分は 3m， 劇場部分

は 4m間隔として 700 本余を千鳥に配し，建築前に圧密

を完了しておいたわけであります。劇場部分を 4m間隔

としたのは，堀方の関係上，事務室 ・ホテル部分を先に

掘るため 劇場部分は圧街l時間を長くかけられるためで

あります。

ホテル ・事務室部分は一部を除き，大体柱荷重も平均

し，村間隔も一定しておりますので，問題はありません

が，邸! ' 場部分は観客席の広い張関κ 対し荷重が不均等で

ありますため 基礎梁を平面交叉梁と考え，地盤沈下に

比例し た地反力の増大を想定した抑性梁として解析し ま

した。なお中間部の荷重の小さい部分は，埋戻し』ζ より

水圧による浮上り防止と地反力の均一化，ならびに事務

室 ・ホテル部分との荷重の均衡を計りました。

耐震計画

地震に対し

ては各々異な

る建物が一体

となっており

ますので， 乙

れを前述した

ように三つの

ブロッ クに分

け，各々別個

の計算しをし ま

した。幸いホ

テJ レ部分は，

;f 'l  

場

亭 務 室

百ｾ 1 図



ro 2 凶

間仕切' H 笠を一つおきに利用して，全面』ζ 耐長壁を配置出

来ましたが，事務室部分がl卓上のヘリポートの| 矧系で，

エレベー タ- i/ャ ブ トその他を北側によせざるを得なく

な りましたので，壁がかたより ，南1l l
l
]l cは階段室以外 I C

は採るべきものがありませんので，あ る程度事務室部分

の機能を犠牲κ して，耐震鐙を 3 カ所各階毎lζ 設け まし

た。 また中層において，南北方向の地震IL対し東側は劇

場があって壁が多いため，剛心が東 I Cかたより ，西側の

牲，すなわち旧朝日ビゾレ I C面した方は地震プJ を 2 割程度

増し，均衡を計りました。なお耐震壁のj豆さは地階より

3 階までを 20cm，9 階までを 18cm，それ以上を 15cm I C 

統一 しました。

劇場部分は桁行方向は特別問題に なる点はありません

でしたが，張関方向は入口側に多少の耐震壁を取り得る

のと，舞台裏側IJ の壁が利用できる程度で，あとはほとん

ど架橋に負担させざるを得ませんでした。とくに平面的

κ 中間荷重を両側の壁まで伝える経路で，鉾台横は道具

搬入のため 3 階部分がl次放となり ，反対側は階段室があ

り， ｾ ｉ ｊ 夫部の荷重を ｾｬｬ ｊ の耐震的』 ζ 有効に伝えるためには

スラプの巾が狭く ，相当の変形が予想されましたので，

乙れらの点を考慮して両側壁の近くは究機と壁で耐え，

中間部の架械はその部分のみで耐えるように計 画 しまし

7こ。

各部構造概要

事務室およびホテル部分

事務室部分は 10階以下の各階と 11階より 上は朝日放送

のスタデオのみ鉄骨鉄筋らンクリ ー ト造とし ，その他の

部分は少しでも鋼材の節約を計る目的で鉄筋コンクリ ー

ト造としました。ヘ リポー トは ヘ リコプタ ー小型 2 人乗

で， 自重とも 1. 1t ， F 型 8人乗自重 とも 3. 31 が活陸で

るように ， fi射撃術主として 51 の集中荷重を探り ， 以期

。ι

① 

② 

⑥ 

⑦ 

③ 

( A) 索面ち印

l '  

..，... - ' i  38
sec  

( 8 ) 南北ち印

l '  

ア 四
0. 36

50ι

m3 図 商 事 万 向 綴 111 分 布

でtr定しました。スラプ厚は 18c m，仕上j早さはタイル

ともで I l cmであります。

ホテ J レ部分も 10階までを鉄骨鉄筋コンクリート ，11 ， 

12階は鉄筋 コンクリ ート とし， 13階の展示室は 18m の

大スパンでありますので， 乙れを鉄骨造とし ，荷重を減

らすため梁の アーチはラスモルタ J レ塗，屋綴も鉄骨母屋

にクエ J レドメッ v ュを熔接し ，両面ラス張りモルタ J レ塗

とし，アス フアルト防水を施しました。

港屋も 初めは鉄筋コンクリ ート 造でありましたが，鉄

搭の高さが 4 0 m とな り，さらに 2 5 m のアン テナがつく

ため，設計風圧 500kg/ m2 K 対し柱の引抜が 1 - *あたり

1001 となりましたので， 塔屋の上より 2 階部分， すな

わちク ーリ ングタ ワーの部分を鉄骨鉄筋コンク リー ト造

とし て，引抜』ζ 対し安全を期しました。

事務室およびホテJ レ部分の一般階は i( g ' 通の計算法によ

り，別に取り立てて説明をする必要もありませんが，設

計当初は杵梁ともすべてj写鍍を使用し，全熔接の計雨iで

ありましたので，梁の成も割合に小さく 3 . 2 m という

最小の階高に対しでも所定の天井高がとれましたが，資

材の入手困難のため型鋼の使用に変更しましたので柱

と梁の取合を第 2図のごとく柱面より 90cm の部分まで ，

プレー トの 工型として工場熔接とし，その間κ 普通梁を

落し込み リベ ット 打ちとして，梁成をなるべく小さくし

ました。

劇場部分

屋根は 4 4 mx 38m の大きさでありますので， 自重の軽

減をはかり ，鉄骨母屋の上にワエ J レドメッ ν ュを熔接し

て，ラス モルタ J レを両国lζ 張り ，その上l乙豆砂利 コンク

リー トを打ち，アス ファ J レト コンパタンド防水の上，パ

ーマルーム吹付仕上としました。 小屋梁は直交交叉梁と

して解析したため，一方向κ 配置した場合のモ ーメント

65%程肢に な り，短辺方向の支持梁であるプ ロセニアム
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第 4 図 B 階 床 面 に お け る 録 rn 分 布

アーチの荷重も i降滅されました。乙の1Li 合，中央郎にお

いて最大の梁成が要求され，端部で‘ は小さいので屋取を

ドーム型として屋根のクラックの防止をも併せ貯えまし

た。ギ ャラリーは客席巾が 44mであり ，かつ客席がI斗弧

状になっていますので，一般の劇場のごとく大! 殺を通し

てその上に跳1: 1' ，しの形のトラスをのせる乙とが無理で，

このため折面ト ラス を計画しましたが，工作上困難があ

り 経済的にもあまりよくないので，I決写室を前κ 出し

乙の中に村ーを建てて， ζ のねから 2 .5m ほど持ち出した

ところへ大トラスをかけ，乙の上K 銚出のトラスを取付

けて初期の目的を達しましたが，大トラスは客席がカ ー

ブしているので，平面的に斜めにかけ梁成の変化をさけ

ました。

平土間受トラスは，地下がビデオホールとなりました

ので，乙の部分も 20mのトラスを設けましたが，乙れは上

弦材を平土間の勾配 lζ 合せ鋼材の節約をはかりました。

鉄 塔

前述したように，地上 63m の搭R の最上 l i sIC: i r.ち高

さ 40m で，その上lζ 25m のアンテナを取りつけられ

るよう設計しました。柱脚は東西に 9 . 8m，南北 lζ 6 . 9 m

で，すべて亜鉛メッキを施し，継手部分はボーノレ ト締め

としました。 30m の高さのデ γ キlζ 移動パラボラアン

テナを取りつけ， しばしば移動させるため人が昇るので

危害予防 上掛 昇り悌子を止めて ， 鉄骨階段をｾ搭のプレ

ージ ングに沿って取付けました。

援動浪u定

地上 45m というわが国最高のビ J レで，個有周期も相

当長くなるのではなし、かと考えましたので，竣工後京自拡

大学防災研究所の石崎博士! こよ り振動測定をしていただ

きました。結果を姿約しますと ，最も長い周 JDl は0 . 46秒

で，鉄塔郎分は 0. 48秒でありました。第 3図は上下方向
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第 5 図 劇 場 孫 ! m 図

の振rl1分自を表わすもので，地階より屋上ま で 8 ケのJ.k

平動微量}j 計を第 11濁の ぽ印附近 lζ おき，得られた" 己主主で、

各階の変位を求めて描いたもので，ほぼ振巾最大の瞬間]

の状態を表わしています。南北方向の振動は，通常のｾ

物のごとく ｩｬ 二弦 ｉｬｕ 総に近い ｊｾ を示し ていますが ， ｾ↓ 」凶方

向は 8 階あたりからやや急激に i科大しており，乙れは劇

場部分の高さが大体 8 階あたりまででありますので，そ

の部分の影響と思われます。

第 4 図は水平面内分布を表わすもので， 8 階廊下に沿

って水平微動計を並べ得られた記録から変位を怖いたも

ので，いづれも ・印から 。印の点に移動している ζ とを

示しています。変位はホテル部分の東端が最大で， エレ

ベータ一日付近が最小であります。ホテ J レ部分l l Rl 4mは事務

所前1分南町Ml こ比し耐震壁も多いので，むしろ事務所部分

より悶lj 性が強いと思われますが，測定し た点が割合上の

方で，事務所南端は 4 スパン，ホテ J レ東端は 3 スパンで

梨椛としては事務所部分の方が強く ，耐震壁が上滞では

あまり働いていないのではないかと思われますが，下の

方の階で同じ J . k 平分布をとって見れば乙の点、も明確にな

ると思われます。

強震計の設置

すでに大阪では知一生命ピ)1/ ，合同庁舎に設位してお

りますが， 乙のビノレで も地下 2階， 8階 R5 階の3 カ所 IL.

S MAC 強震計を置き ， 地震時の振動状態を記録する ζ と

になっています。位置は第 11習の図印で前述し た振動実

験も今後の記録になんらかの関連を見出すため 同じ点

で実施したわけであります。乙m強震計の記録範囲は 10

ガ J レから 1000ガJ レまでで 中震から趨烈i Mまで記録でき

るわけで，乙れが実施 lζ より今後の耐長計算に幾分でも

貢献できれば幸いであります。



察庁車月 日 ヒ・ j レ ァ イング の方包 コニ を 才旦 当 し て

工事中現場ーに乙られた人々の中 l乙. r君， 乙れででき

るかねJ と，心配して下さる人もよくあった。

落成後見学される知人の中には「よくやったね」と，

私達の1i' をねぎらって下さる人もある。

新朝 LI ヒリレは工Wl と・おりできるか， どうか，随分関心

を持たれたようであるが，私にとって乙の工事ほど楽に

できた工事はかつてない。乙ういうと何か私の ｉｾｬ 憾のよ

うに誤解される人もあるのであるが，決して r=1慢でも何

でも なく，私がやってきた，第一生命ビ J レより 南街会

館より名鉄百貨庖より，近くは阪急百貨庖の五期工事

より，は るかにスムースlこ，楽lζ . 余裕担にできたので

あって，荘、は乙れを私達だけの努力の結果であると考え

られないのである。一竹中のカというより業界全体の力

であり，大阪の，ひ いては日本国内の胞工能力の向上の

l切であると考えざるを得ないのである。ただ工事中，私

達なりに考えたり，案じたり，試みた乙との絞っかを，

頁のゆるされる範囲内で告かしていただき ，私のiEをの

がれたいと思う。

I  工 期 に つ い て

a.  突貫工事ではない

延22 ，8 18坪，軒高45米といえば，大阪ではf豆大，最高

の建物である。乙の新朝日ビ J レを20 カ月で完成する lζ は

当事者間』ζ も柏当の心配があったようであり ，最悪の場

合は，事務所部分を割愛し ても，ホテ J レと劇場部はぜひ

国際芸術祭lζ 間に合せねばならぬと考えられていた。

しかし私は工期2 0 カ月に対し，さほど図!lil!:t，ごとは考え

なかった。そし て乙れを突貫工事視する者に ， r工事の

大きさに幻惑されて，突貫工事H子わりするのをやめよ。

工費に影響する J といっては，乙れをいましめた。

新車91rl ピルはただ大きいだけなのだ。大きければ大き

中 出 定 夫

いだけ. 手配を大きくすればよい。乙の建物は貸事務所

とホテノレと劇場の三プロックからなっ ているが，いま仮

l乙乙れを三分して，それらが大阪の別々の地区に点在す

ると考えた場合，その一つ一つが20 カ月の工JUl で医難な

ものだろうか。南街会合t¥もコマ劇場も，最も困難だった

敷島会館すら，僅々 12 カ月足らずで竣工しているではな

いか。 貸事務所建築K もまた同じことがいえる。基礎に

杭打を必要とし，その杭打』ζ 5 カ月も 6 カ月もかかる大

阪の総団地格での第一生命ビノレが 7 年前すでに20 カ月

で峻工している。阪急百貨庖の liJ 切工事にいたっては杭

を打って，僅かに 16 カ月で関庖しているのである。

地上 13階という，その高い 4 階分の工期を考慮しでも

杭打工事のない新朝日ビ J レは 18 . 9 カ凡もあれば充分でき

ねばならぬはづであるとは，私の工事に関係のないl時か

らの考えであった。

基礎工事 中， 不幸な北面道路の防i 1 淡事故があり，その

後，私は乙の工事を担当する乙ととなったが，担当後も

ずっとこの主張を通し，かつ乙れを実行してきた。

すなわち型枠工事は初めー下訪に決定し ていたが，着

任後二つの下請lζ 分剖して担当せしめた。

鉄筋工事も分割はしなかったが，ほかの二下請に応援

として参加せしめた。

左官は初めから二下訪lζ 。

タイノレ工事は在阪二下請のほかに，名古屋の職工を使

用するという条件のもとに ，さらにー下請を加えて 乙れ

を三分した。

造作，金物工事にいたっ ては，その能力と ，手持工事

の多少を考慮して剖りつけ，参加下計』の数はI両者の八社

から ，後者は十社以上! こお よんでいる。

b.  大阪北地区における建設ブームへの対策

か よう に工事を下 ｾｩ Ｇｊｬ こ分割担当せしめた理由は Ｎ工 事

がm大だという以外にいま一つ，大阪における建設プー
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ムに対する懸念からだった。

阪神，大毎，第二大阪ビ J レ，住友生命本社など，中之

島から梅田 ICかけての建設は実に華 し々 く，工期もほと

んど新朝 LI ヒツレと同じ 3 ， 4 月を目 標としている状況か

ら，仕上工事の頃における熟練工の不足を必死と考え，

職工の手配能力からも，数多い下請に 乙れを分担せしめ

る必要があったのである。

c.  仕上工事の早期着手を狙う

同時に，職工不足の影響をまぬがれるため，仕上工事

の若手を極) J 早める乙と に努力した。そしてそのピーク

をほかの工事場 より 2 カ月位早くせね ば ならぬと考え

た。混凝土打を急いだのはそのためであり ，雨の多かっ

た中をほとんど10 LI 悶で 1 階づっ打ちあげている。 型枠

材 料の予 ｴｾ｛ オ ー バ ー も大きかったが ， あえて 乙れを強行

した。型枠解体後の片づけには 乙と lζ 注訟をし ，ｾＮ・任者

をつけてその日限を厳守せしめ，ilt 凝土の打上る速度で

間仕切のブ ロックを積み上げるべく督励した。

乙うしてホテル，事務所部分とも ，昨年 12月には，10  

階までを仕上げてしまう目標で進ましめた。乙れができ

れば上部 3 階はおくれでも 2 月末にはできるとの見込み

であり，ほかの工事場の影響をうけても，工期に狂いを

生じる乙とはまづあるまいと考えたのだった。

d.  予定通 りの進捗

幸いほかの工事場のうちに工期の延びたものもあり ，

ひそかに案じていた公団のアパー ト建築も さほどではな

く，第一 目標はほとんど 100 % 達成でき，爾後の工事も

正月 ，つづく 旧正 lζ ，f金上工のヨトノJ である左tr ，タイノレ

エの不足する乙ともあったが，全く予想どおり進み，竣

工 1. 5 カ月前には，早くも屯ブJ の引込がおわり . 工事用

の屯力にかわって，全館点灯でき ， 1 カ)J I刊にして全エ

レベー ターを動かす乙とができたのであって. こういう

事例は30{下余にわたる夜、の現場生活中にもかつ てない乙
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図 1 手摺子取付けのた めのコンク リー ト鐙え

とであ った。

ι  施主，設計者ならびに施工者の協力

土工事の機械化， 混凝土の工場生産，仕上材料の乾式

化， 塗料の進歩は今日の建築を非常lζ 容易なものとし，

かつスピー ドアップ化し アルミニュ ームの外壁への使

用などは，とくに新朝日ビソレの工期を早めているのであ

るが，施工をスムースにすすめるためには，施主，設計

者，なら びに施工者の緊密な協力がなければな らない。

従来，工期の相当 あった工事も ，短期間の工事問機，

竣工直前には夜業徹夜の大さわぎを淡じた ものであり ，

その立は独り施工者の負って来たと乙ろであるが，変更

だとか，追加l工 'Hなど業者の負いきれない理由もかなり

多いのであって， 乙の点新朝 U ヒV レの工事では三者のI呼

ｉ ￘｟全く 一 致し ， 週一度 ｉｊｾ かれる雄投委員会では ， 未決定

事項をっき' つぎと処班さ れ，また設計者が本社』ζ 多忙な

仕事を持つ関係上，急を要するときは， 日曜も夜も現場

{ζ 出向いて. 設計の決定 lζ つとめてくれた乙とは，現場

にとっ て大きな幸いであった乙とを. 在、は乙乙にとくに

強調しておきたいのである。

E  新 しく試みたこと

f. 混凝土床版の コテ押え

ホテル と事務所部分の各階床浪凝土は，混凝土打立て

の直後， コテ抑えをし， リノリュ ームならびに級艇の下

地とした。 ζ れはいままでも試みられて. 別に新しい試

みというものでもないが，一 日40:}[. 坪前後も打ちあげる

体版，そして 10 11 どとに 1 階 1 階打上げる 1000坪に余る

l制限を. コテ引11えで満足な結
1

ねがねられるかどうか心配

だっ 7こ。

事実いままでも試みては見たが，j込い結果が符られず

に途111でやめた場合もたびたびある。現場の担当者から



ミ ラ ヲ ル ア ン カ ー ポ ー ル ト

常 態 接 着 力 乾湿繰返 し接着力

No.  接.l/剤名 短( 大k荷gI)E  平( K均g)値 順位 fRat ヂ六f gF
順位

95 21 
89. 0 19. 50 

1  M 
83 
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4  18 
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6  

89 

セメダイン 150 103 
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118  

115 59 
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9)  
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59 
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80 
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40 

28 20  
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30 35  

C  

46 

67. 33 
15 

8. 33 
6  72 

(38)  
5  8  

(l 3.0)  

84 2  

121  

120. 67  
56 

65. 33 
7  B b  109  1  73 

132 

(23. 0)  

67 

( l 7. 0)  

表 1 各 種 接 白 剤 の 強 度 宮市 験 表

もたびたびやめてほしいという意見も出たが. 工期] の点

から強行してみた。 そしてやればできるものだという確

信を関係者の総てが得たはづである。

ただ ζ れだけの床版になると ，打始めより打終りまで

四日から五日かかり， 丁度耳期の施工であったため，そ

のど乙かが夕立に日日かれる始末で，との対策には腐心し

た。またコテ押えの面に上階混凝土打のセメント汁の乙

ぼれを防ぐことも稜々やって見たが，大した効果がなか

ったようである。すなわち最初はターボリン紙を貼って

みたが， ζ れは雨K あい，i昆凝土の汁をうけると「ブヨ

ブョ」になってしまって再用がきかない。一度で捨てて

しまうには高価すぎて中止し，つぎK ポリエチレン ν ー

トO. l m を佼J T l したが，安定が悉く ，風にめくれたり，

歩行によりて移動したり ，その上雨のときは1倣工が乙れ

をnがわりに持ちかえる始末 l己中止，最後はコテf 1 l 1え国

に混凝土汁が乙ぼれでもその剥献の容易なために，クオ

スト 50を塗布する ζ と! こしたのであるが，効果の有無は

不明である。

g.  セメントグルートによる防水

7  

2  

地下室も二階以上になるとその防水工事にはいつも頭

をなやまされる。外防水にアスフアルト J レーヒ ングを使

用するのはよいように思えるが，切張のあとの仕舞が面

倒である。また将来洩7 l < のあった場合，その原因の探索

も修理もほとんど不可能といってもよい。なお地盤の惑

い，たと えば大阪の梅因の ような地帯では，建物が杭で

支持されている故沈下しないが，周囲の土が圧密沈下す

るため，乙れにより引ずり乙まれて防水層の破損するお

それがある。

セメント| 釣ノk剤による内防水は乙の点心配な く，最近

はほとんどそれK よっているが，いつも問題になるのは

地二階の天井，J也一l拾の床. それに外壁κ 接続する間仕

切壁の ｉｾｊｊ Ｎｉ＼ をどうするかである。大低の場合外周のース

写真 1 セ メ ダ イ ン に よ る 木 煉 瓦 の 貼 付

パンは防水せられてきたが，外周から二スパン三スパン

までも水のでてくる乙とがある。

その原因は混凝土の打継とか，混凝土中の鉄骨と j昆凝

土の密着の惑い個所を圧力をもった地下水が出口がなけ

ればそれだけ，奥へ奥へと進んでくるのであって，これ

では地下は全面に防水を必要とする乙とになり不経済で

ある。

半スパンだとか，ースパンだとか，そんな徹底しない

防水モルタ J レを塗るより ，地下水の通路となる空隙節分

』ζ セメントグルート を行い，その部分を狽充してやれば

水は出ないはづであるとて， 新朝日ビノレでは天升ニ面 の防

水モ J レタ J レ塗はやめて，7l <i ! : 誌のある部分にはすべてその

点よりセメントグルー トを行った。

またIVJ Ｗ ＮＱ＼ 工 はＷＮｫ主ＮｉｩＮの多い個所では，乙れを 細 い管でｾｾ

7 . k しーカ所で放出して，周囲の壁面を塗りあげ，その磁

化をまって放出口をふ さぐのであるが，乙れでは圧力あ

る水は常K 防水哀までき ている乙とで，防水モルタ J レの

剥離ならびに亀裂の原因にもなるおそれがあり，乙れに

もセメントグルー トを施した。完成後周囲部でー，ニヵ

所7 . k もれの個所があったが，中央部での水もれのないの

は，乙の工法の成功かと考えてい る。

h.  階段手怨取付のための混凝土の控え

ど乙の現場でも階段の手摺取付けのため，手摺子の坦!

込部分の混凝土は，熔接のための鉄筋の掘出しもあって

全面的に祈っ ている。 何とか方法がないものかと常 lζ 恩

うのである。若い頃先輩から五寸位の長さの丸太の一方

を細く削っ て， / . 昆凝土打の時埋め乙み，混凝土の水の引

く頃引き抜く方法を教わったが，早く抜けば孔が崩れ，

遅きに失すると抜けず，さらに器11¥後の位置のズレなど

で結局は気休めにすぎなか った乙としばしばである。そ

の後手摺子の位置に鉄筋を埋めさして，乙れlζ 手摺子を

熔接する乙と lζ してみたが，位置はどうしてもうまくゆ
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写真 2 セメダイ J によるノンスリップの貼付

かない，混凝土打のおり型枠の位置が狂うからである。 ただ，乙の木片の接着には，まづ混凝土面の掃除をよ

新朝 LI ヒツレでは階段の鉄筋組立後，仕切板を入れて.

図 1 のハッチした部分の混凝土を打ちの乙した。乙うす

れば研工だけでも助かる。 それκ 階段の鉄筋への熔接も

完全だし，なお取付後一度に混凝土が打て るから，モル

タノレで埋めたより ，その丈夫さにおいて格段の相違があ

る。

1. セメダインによる木煉瓦取付け

木製rl"1木 ・羽目の取付けのため，ＷＮ昆凝 土打 の折 ， 木 ｾ［ｬｦ

瓦を入れておくのだが，忘れる乙とも あり ，変更になる

乙ともあって，その場合現場ではタ J レ縫孔といって，径

6 分か 7 分，深ニ寸位の孔を混凝土! r. 堀り ，それにまる

めた柏な どを打込み，これに巾木なり羽目下地の胴縁を

釘汀ちしている。元来乙のタ J レ栓は年輪と同方II'l jl r . 打ち

乙まれているため，打った釘の効きも怒い上 lζ ，乾燥に

よる木の収納も 大きいから ，何年か後にはタ J レ栓が孔か

ら抜け出て，それがi佳作の狂いとなって現われる心配が

ある。

和Iかよい方法もがなと考えてい ると乙ろへ現れたのが

ミラク ノレボール 卜である。説明を1111いてみるとなかなか

面白いのでつかってみたが，どうもうまくないという現

場の報告であった。ボーノレトそのものの考えはよいのだ

が，接着i ' f i Jが弱いに違いないと，各種の接着剤を取 ょせ

ミラタルボールトの践と座とそJ ! 8りつけて，強度を試験

してみた。 第 1表はその結果であっ て，乙れによりセメ

ダイン 195 が最も強い乙とがわかったが， ミラク ノレボー

ノレ トは特許であ るため，セメ ダインとでは似: 刑する乙と

ができな L、。それならというので木n. を直接泌凝土面に

貼りつけ ることにした。 写真 1 はその貼りつけたと乙ろ

である。 接着した木保瓦の強度は試験していないが，ハ

ンマー で叩き おとした木nについてiJf.凝土の友而( 厚 さ

ー・分位) がはがれたり ，i昆凝土面にさかれた*1'1' の一分

が煎るところをみるとかなりの強度である。
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くし，全面l乙接着剤を塗布した木片を，混凝七而』ζ 乙す

りつけるよう，圧J音せねば よい結果がねられなし、。

ト セメダインによるノンスリ ップのあと付け

足のついた ノンスリップを階段lζ 使用す る場合，ノ ン

ス リッ プは蹴上踏面の仕上以前 IL取付 けねばならぬ。

と乙ろが階段の正確な巾の決定はおくれたので，まだ

足をつけていないなどとい って，ノ ンス リップの納期が

おくれ，そのため階段の工事にかかれない 乙とも幾度か

経験したと乙ろである。 そのたびごとにノン ス リッ プを

階段の怯上ったあと で，取付ければ工期に影響する乙と

がない，それに将米民主耗による取替えもほかの仕上部分

を損似せずにできるのだがと ，小規模の階段l乙接着剤で

貼付けてみた。その結果が良好だったので，新朝日ピ J レ

では全階段の ノ ンスリップをすべ てセメダイ ンの ｊｨｾ 付け

とし fこ。

足付のノンスリップでは取付直後，すなわちモルタ J レ

の硬化しない うちに踏まれると位置が狂っ てしまう故，

取付j l ' { しが必要であるが，セメダインの11M，] は貼イミH表直

ぐ踏まれで も，下地がすでに硬化 している故，ノ ンス リ

ップの多少のズレ位で大した損似がな L、。事実，新朝 IJ

で 1 階から 13階までの 1 階段分 3 0 0 木あまりのノンス リ

y プJfX:i-J後，その手直しを要したもの 3 Ｎ［ｪｾ Ｎ すなわ ち Ｑ

%Ir. すきrなかった。なお乙の方法に よれば，ほかに下記

の利点があるの

1  足J しの研りが要らない。

2  多少列iカある接近剤により街活してい るため，踏

んでも . 在来のものの ような鎌な音をたてな L、。

3. 最後にI制、l けるため汚れる乙とがなく ，約除にあ

まり Ｗｾｊｔｊ がかからない。

ノンスリップの貼付けもまた下地のもI} 除を 十分せねばな

らぬ乙とは論をまたない。なおl刷、l後しばらくの悶， リ

ノタイノレなどの ように抑えておく必妥があ る。
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天井 : S  S  S  '?"I iJ ボード

ｾ＠ :  S  S  S 石官プラスター

石 膏 株 式

新 朝 日 ピ ル

. 6.  

=  
ネ土

ホ ー ル ロ ビ ー

“  



新朝日ｾル

、.

フェスティパルホール

屋内用塗料スプレ ッ ドサテン

石 原 産 業

藤 森 建 材

床 ・ピニアスタイル 3 務厚使用

地 下 大 食 堂

株 式

株 式

. 6.  

3 ヨE

. 6.  

τD; :  

ネ土

社
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電 気 設 備 朝

フェステ ィ パ ル ホ ー ル

正 面 ロ ビ ー 照 明

陽 電

フェステ ィパ ル ホ ー ル 照 明

気 株 式
.6‘  

=  
ネ土

新 朝 日 ピ) t ，.

• 



新 朝 日 ピ ル

ホ テ ル 1 階 エ レ ベ ー タ ロ ビ ー

ホ テ ル 側 冷 暖 房 換 気 設 備

株 式 会 社 大 阪 電 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会

ホ テ ル 汽 縦 室
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新 朝 日 ピ ル No. 2 ス タ ジ オ ( 吹 抜)

近 畿 電 気
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工 事 株 式

. 6.  

=  
ネ土



新 朝 日 ピ ル 1階 ホ ー ル よ り 2階 を 望 む

栗 原 工 業 株 式
. o-

ヨ宜 ネ土
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菱 電 機
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新 朝 日 ピ ル

客 用 エ レ ベ タ

是主
't u  『

機
冊4 、:Jl

4  
ム1 語1、

記 長i 1  5  ;?" 

法政‘ 150-*/分

1) '( IJIL 可 変 屯 ハ ギ ャ レ ス 式

ロ ト ト ロ ー ノ レ 制 御l

株 式

. 6.  

=  
社



二 階 コ ン コ ー ス 床 . リ ノ タ イ ル 使 用

新 朝 日 ピ ル

エ レ ベ ー タ ホ ー ル 床 ーリノタイル使用

東 洋 リ ノ リ ユ ム 株 式
4

Z

 

社
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新 朝 日 ピ J (.，

マ ツ ダ 高 圧 水 銀 灯 に よ る 鉄 塔 と 外 壁 の 投 光 照 明

東 芝 商 事 株 式 会 社 大 阪 支 庖

、‘ . λ
.，... ... 
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新 朝 日 ピ ル

冷 暖 房 用 卿 筒

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

7 0 0 冷 凍 屯 タ ー ボ 冷 凍 機
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衛 生 言生 備 2頁 賀 工
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業 株 式

. 6.  

=  

新 朝 日 ピ ル

社



新 朝 日 ピ ル

山本窯業碕実用

!液 M イルセマ竺士三

P  A  T .  No. 421013  

PAT .  APP29. 2868  

セラス キンとは陶器の陀 ( C erdmi c- Ski n) という; 也、11-1:

で タイ川上111 Iての不満を端的に改同し l骨てf削 tのげ'J I・

と料消化をτn らんと す るものです

グイノレを従主任の ＱＱＱＱ く例定的なＩ杉 ｩ ａＺ ｉ ｌｦ ｉＧ ると施 じ が ｉ ｾ ｾ ｜｜ｉｉ

になるので . ｻｾｴ 物と し ての ｲＧ 伐と色」とをｾｾえた ＱＡＡ｜ 政相

の li'T ｉ ａＺまたは微 料イ 状タイノレを Ｇｉ ， ｧｾＺ し Ｎ 乙れに ｩ Ｇｩ代化 γ Ｇ

の粋ともいうべき令lぷ樹 JI 日を紡伶? 引! と して IJIIえ. 液状 と

し. 耐11もまた はスプレーにてお寝袋する乙 とにより ，紙め

て簡 単迅速に姶造物の内外ならびlζ 凡ゆる物体の表而を

;曲6fr・lζ 陶磁化する ことが "1能となり ，永久不変の色彩と

l耐酸. Ifijf アノレカリ 1' 1皮11史は終易 l乙FI 的物を113いつくすの

でありま す

即 t ) . f f 弓フキ シ¥t. ｾイルにしてタイルに ｊｉ Ｍ ＨＢ

塗料にして喰nにJ¥'-("

'1).: 付けにしてセメ y f やプラスター I t もとより加

(，，1なる色ぷも孤*1 もf [ n ，ＭＱＧ Ｎ タイルポ時 代 レ ｊ ｾｉﾭ

，It' 住1 t-l 寄付村々ので私ります凶



新 朝 日 ピ ル

グ ラ ン ド ホ テ ル パ ス ル ー ム

ポ ン プ 室

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖
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新 朝 日 ピ ル

大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル 電 気 設 備 工 事

大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル 衛 生 設 備 工 事

機 エ 業 株 式

. 6.  

2 コに
ネ土
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特 許 平 川 M P ボ イ ラ

綜 式 会 社 )11  鉄平

株 式 会 社 荏 原 製

工 所

作 所

エハラターボ冷凍隊

噸 ＡＮＡ ｾ＠ ) J  
ム"  

700 x  920 x  1  

500 x  700 x  1  

320  x  470 x  1  

220 x  310 x  1  

180 x  280 x  1  

80 x  110  x  1  



ポーライト : 天) 1: (断熱)11) と湖? 主主( j 庄内 I以下1") 1ζ 佼川

新 朝 日 ピ ル

ピ ノレ 占 l児日空およびt J '

ホテルロビー創り 日空およびt J : カワンタ一個り

三和 ・三義名 銀 行 情 お よ び 怜 カヲＧＯｾ一組り

中 二 階 廊 下 壁および性

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

ポーライト ネオユニオンボード

ｾＮ弘 、

議

玲

PF

 

旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社
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フ ℃ステ f パノレホーノレ劇場入 11 ドア (1狗i'Y ドアー)

理 研 鋼 機 株 式

フ ェステ ィパ ル ホ ール連 結 座 席 稲 国

. 6.  

=  

株

社

式

新 朝 日 ピ ル

. 6.  

=  
社



新 朝 日 ピ ル

外部位 ・ピノレ玄関 ・ホテノレ玄関 ・劇場人 I I  • l llt者ν ョーノレーム ・ステンレススチーノレ製建具一式

高 級 建 築 装 飾 金 物 株 式 会 社 田 島 )1頃 三 製 作 所

雨 水 排 水 工 事

クボタ h! l ! 質エンカビニーノレパイプ使用

‘-

株 式 会 社 麓 商 庖



正 而| 玄 関 人 11 扉

フ ロアー ヒンヂ

s ・K ユート ピア lil 。 ノｾ ［ ｾＱ Ｎ￬ Ｈ ｩｊ ｬＺ＠
ヒポ ァ トヒ ンデ

敷 島 金 物 株 式

シ ヤ タ ア 工 事 株 式 会 社 鈴 木 ユノ ヤ タ ア

.c勧

コz

商

社

. 6.  

=  

新 朝 日 ピ ル

‘・



大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

小 野 自 レ コ ン 徐 式 会 社

‘・

新 朝 日 ピ ル

a  

東 洋 オ ー チ ス ・ エ レ ベ ー タ 株 式 会 社 大 阪 支 庖
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新 朝 日 ピ ル

ホテル地下グリノレ壁面 ・床 タイ ノレ( ぷ山 タイノレ)

施 工 有 限 会 社 関 西 タ イ ル 商 会

ホテノレパス ルーム のタイ ノレ

株 式 会 社 平 田 タ イ ル

68 

特 許 完 包 式 プ ラ イ γ ド

立 川 ブ ラ イ ン ド 工 業 株 式 会 社

壁張材料( コーライ ・エレフ ァン・エレガント ・裂地〉施 工

亀 井 株 式

A -

ヨZ
ネ土



大劇場円柱大理石

問 南側およびホーノレA涯にグラニ ッ ト

関 ケ 原 石 材 株 式 会 社

，炎

ホテノレ大厨房 壁タイノレ工事

地下平11洋食常盛タイ l レ工事

陶 株 式

. 6.  

=  
社

会館隣段姐り ・ホテル廊下趨りその他 : ' ) ' ラコート (1; 上

ホテル ・エレベータ ホール レオ1:.地f上よ

ピル ・ェ ν ベータホール エナ j ルラッカー 仕上

木 塗 装 庖

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 新 朝 日 ピ ル

朝 日 機 材 株 式
. 6.  

"'" 

社
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新 朝 日 ピ ル

ス チ ー ル サ ッ シ ュ ・ ド ア ー 施 工 日 本 建 鉄 株 式

地 下 室 ロ ー タ ス 防 水 工 事

株 式 会 社 関 城 化 学 工 業 所

アー ケード アノレ 1 スパントレーノレ

ご 和 銀 行 天 井ハ ヰ、ノレーパー

ホ テ ル メインロビ ーハヰ、ノレ ーパー 株 式 会 社 近 藤 商 庖

ｉ ｾ ｉ ｊ 助 ・ ホテ ノ レ 屋般ｼ ジ ｪ 71< 工 44 マ ル ヱ ス 工 業 株 式 会 社

70 

. 6.  

τ'" 
社



新 朝 日 ピ ル

旭 硝 子 の 熱 線 吸 収 硝 子 “ ヒ シ ク ー ル" 使 用

旭 硝 子 の “ テ ン パ ラ イ ト ド ア" 使 用

旭 鶴 子 稼 式 会 祉



新朝日ビルと毎日大阪会館

1奴の駅近くに Jij Jせず して 2 つの新ILflt- 1のピノレが!日Wi

ｉ 乙完成した 。 工 ｊ Ａｴ ｊ が著しく ｩ ￺｟かかった乙と 、 ｩ 也徽が， ｉＦｾ か

ったとと 、il ヌ; 者がわが| 叫Jili J旨の大新I J ¥I十Uc つながるこ

と、設言! と施工が夫々 ζ れ叉JiJ i指の大会社であること 、

立派なオ ーデイ ト3 クムを持っとと ・ 25々共通の乙と

がらが大へん多い 。そしてそれだけに互に火花を散らす

ような級しい競争立織の '1 Ｂ乙山来上ったことは忽倣にｾｉｦ

くない。

周囲を十重二.-1・ill にとりか乙んだ困難を克服して持て

ない短期間K 工をおえた ζ とは誠lζ 鮫艇の外なし 〉。軟似

地盤と取組んで 2 つの建物が火々新しい工法を採JIJ して

見事に成功したことは 、今後の地下工法に大きい足跡を

残した。

Ｒ つの建 物 がｾ 築 ｗＭ ｉ ζｉｊ えた教訓は 、 Ｆｬ ､ の ＹＱ 物 が ｴｕ

来てそれから与えられる ものよ りもよ り飾かしい もので

あ ったろう 建築界のた めに誠に御!日|肢ので りである

( MM)  

東 京 と 大 阪 と 名 古 屋

ＱＹＵＷ ｻＱＧＮ 来Ｊ［Ｍ［ｾは必築的不 ｦＯｬ ・ Ｑζ 脳んでＺいる 、 小物には 」 止

るべきものはあるが 、大物 lζ 迫) ) あるものは山ない。カ

メラの liRがそれをf ' 1 つでも肉体の IIRは)) IJの処を 見つけて

しまう

ノ〈阪は fA花した。 [" ・ ー乙のようなものが点以にある

かと、うか、あれば教えて) ¥i J ¥きたい J (;Ifr ，:i) 11 1ピノレのホー

ノレ1m喝式での村 111会長挨拶より)

111朝日ピノレ10併のアラスカより 兄た'1'，<と比一，! 日ーに大阪

と言 うものがよ4象イじされている 。 乙れれ1のXj ITlir内;;;J叫が

外にあれば教えて蛾きた ｾＩ ｯ ｊｴ ￼ｾｩ の ＮＯｅ は 盛 りを過ぎた

名古 j宅は" j cだイi ' iで ある 。ノ、下分け nのli 設はいつか名，' ，- I ii

で行われるであろう
(Us)  

72 

ワ ン サ と ス タ ー

:1'J i  ( たぐい〉廊なもの

尚いものへ !

あζ がれ

" ζ 、ろ "

干i象 ( うぞう) 1ft¥象 ( むぞう)

数多きものを 1

規約化 ・マス プ ロ

内ものが

主主築家たる ものはー ー !  

往築技術 r ，. と穴しましては ・0 ・・・・ ・ !  

! ワ ! ワ ! ワ

(WK)  

ニの「他築のl似J 糊は ， J .:，むの人々 により 1 カ年間1担吋 してーいただき

ま し た が ， 米Ｉｪりよ り 新 し い執市 ｅ で ｪＱｬ ｾ 願 う こ とになってお りま す

新執熊者 (50訂版 ・l ! 2称時)

1' 1イ1同大 ・干i 川徒、4 ・fl 津 ・前川敏 リ1・償問喜一郎
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毎 日 大 阪 会 館 南 館 1  9  5  8  



毎 日 大 阪 会 館 南 館

コンコースより大ホール入口階段を望む

l ド ア ヲ ゾ ー 現 地 日f

ｾ＠ 二丁掛テラコソタタイル

ズJ t Ｚア ルミニューム ｉＨ ｊｾ ＧＡｩ 庄阪

彫刻 「踊 J 1I1 本 牧 市 1 ' ¥

設 計 監 理

施 工

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

顧 問 長 谷 部 鋭 JI

設 計 塚 本 訴 次

|吉l 設 備 有 馬 正

設 計 締 本 番

h I I 迫宮川 | 連

音響山 ｊｾ Jl持

;!i t，柑渡 辺 信

干1・

UB 

久

HR 

監 理 山 田 災 児

小 島 初 一

株 式 会 社 大 林 組

総主任 桜 木; 辰 一

主ｾ 'lC ｉｾｪ＠ }宅 j ，t¥i

ｾＱＺ＠ !柑 辻 ￬｜ｾｩ＠ Wl 

下前 a;:;t : _ ，ー雌 H.i I 司 休 式 会 tl

空調 * 1下ヘヤリ7 ' cYi ! 1式会 11

荷I 生 除 式 会 - 11: --:. 弘 樹 会

{ エレベータ 株式会- 11 日立製作所

活必 11 本' ，[ ; ヨt 除 式 会 社



毎 日 大 阪 会 館 南 館 建 築 概 要

建 築 位 置 大阪市北区堂島 'I" IIIJ 1 丁目50番地の l

建 築 面 積 建 坪 751. 93呼 延坪 5，514.  87tl  

床 面 積 及 B  2  691. 52坪 地 下 劇 場 ・倉庫 ・機械室

主 要 用 途 B  1  469. 76坪 食常街 ・地下劇場|決写室 ・控室

犠

階

高

2架

工

713. 24 出向I i ・毎日ホーノレ( 大劇場) 奈

務 ・控室

2  655. 43  旬日ホーノレ客J / i¥' ( 主階) ・舞台

ロ ピ -

3  392. 22 何日ホールロピ ー ・控室 ・毎日

婦人文化教室

4  460. 39  符 11 ホール客席( 桟敷) ・ロピ

一 . 1ij 口婦人文化教室

5  371. 60 毎口ホーノレ客席( 桟敷) ・旬 11

婦人文化教室 ・貸事務室

6  307. 77 貸 l fC務室

7  546. 64 傍 n同際 ナロ; / ( 会議場 ・展示

場) ・貸事務室

8  428. 43  テレビ ・スタジ方| 河{ 系諸室

9  281. 26 テレビ ・スタジ ;;j '1長l係諸室

P  1  62. 31 エレベータ ーホーノレ

P  2  67. 15 機械室

P  3  67. 15  エレベータ 一機械宅 ・クーリ γ

グタワー( ず定)

計 5， 514. 87t '1; 

造 鉄' 円- 鉄筋 コンクリート立i

数 地 下 2 階 ・地 |ー9 陪 ・桃) 翠 3 階

さ 標 準地盤よ りパラペ ッ トまで 31米00

"  
地Ａ歪ヒ ｾ［ｍ まで 43米00

さ ｊ ， ｾ礎下封 ｦｩｩ まで 10米15

期 I也 鋲 祭 JI召fl I31i l". 5 ) ] 23 L1 

竣 工 式 昭 和33{1:. 4 )J 2 日

ホ ー ル 地下劇場 3221当

収 容 人 員 大ホ ーノレ 1，412:f f

1. エレベーターホール 2. 小ホー ル ( 大師地下申，j t (J ) 3 大ホール (lij 円ホール)

4 国際 'Il会 主 (1ft 1: 1 国際サロン) 5.7・V ビ ・ス タ ジ オ

76 

正 面 全 景 帳

-(; 南 館 左 北 館

外哩タイ ノレH出 3 Wo・以上方 - 5':.. ワ

オール ステールサ フν ュ

1 ・2 階住' tJ 1;;1，，1行およご F ラコソ

タI砧

以上アスフアルト防水 ソ 1; :.. ): _  

タイノレ貼

Phot os:  >; it n 敏』







毎 日 大 阪 会 館

外 墜 言羊 指図



大 ホ J レ

( 毎 日 ホ

床 : リ タ イ J レ 目占

通 路 ・ ジ タ ン 歓 - ' '''1 

腰 : 塩 地 哩畳 羽 目

思 : 石 綿 極 下 地 サ ラ ン 鮎

天 井 : 庖 地 線 付 吋 H よ ぴ

ベニヤ布鮎オイ ルベン ｾ



大 ホ ー ル ロ ビ ー

床 : ジ ュ ー タ ン 敬

思 : 塩 地 竪 羽 目 お よ び 大 理 石

天 井 ・ ホ モ ゲ ン ホ J Lo 'Y ル ー バ ー

ベ ニ ヤ 貼 オ イ ル ペ ン キ

主 i耐の援画 r 紅 雀J 吉 岡 堅 二 轟



上 . 大 ホ ー ル ロ ビ ー よ り 入 ロ バ ル コ ニ 一 巻 望 む

下在: 大 ホ ー ル ミ キ サ ー ル ー ム 下 右 : 大 ホ ー ル 照 明 室



国 際 会 踊 場

( 毎回国際サロン)

床 : リ ノ タ イ ル

健 : ソ フ ト テ y ク ス 下 地 ク レ ハ ロン貼

柑 よ ぴ 温t也竪梅干

天 井 : ベ ニ ヤ 布 鮎 オ イ ル ペ ン キ/ 盆

一 階 エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル よ り湖 底 衡 を 望 む

毎 日 婦 人 文 化 敏 室 内 茶 道 敏 室 n 路



小 ホ ー ル

( 大 毎 地 下 劇 場 )

上・ 客 席

床 ・ ア ス フ ア ル ト貼. モルタル! I !

堕 : ピオ ンリパ ーオイ ル ペ ン キ 鎗

天 井 : 有 孔 石 膏 ボ ー ド H よ ぴ 有 孔 ベ

ニ ヤ オ イ ル ペ ン キ 盤

を ・ 小 ホ ー ル ロ ビ ー

床 : ア ス フ ア ル ト タ イ ル 貼

墜 . ピ オ ン リ バ ー オ イ ル ペ ン キ 鎗

モ ル タ ル ド ン ゴ ロ ス 鮎 オ イ ル

ベ ン 今 塗

天 井 . ホ モ ト ー ン



階

1. " : 1; / " : 1 - ;< 

2. 玄 関

3. エ ν ベ ー ターホール

4. 庖 舗

5. 通 用 ロ

6. 機 械 室

7. 楽 屋 ロ

8. 瑛 屋

9. 議 屋 事 務 室

10. 倉 官E

11. 奈 落

12. 荷 揚 ロ

地 下 1 階

1. I i ! i 舗

2. エ ν ベ ー タ ーホール

3. ホ ー ル

.. 北 館 と の 連 絡 地 下 道

5. 機 械 室

6. 東 衣 室

7. 地 下 劇 場 事 務 室

8. 映 写 室

9. 技 師 控 室

10. 吹 抜

地 下 2 階

1. 倉 庫

2.  エ ν ベ ー ターホ ール

3. t主 室

4.  ｾ首 直 室

5. 電 気 室

6. 機 械 室

7. ボ イ ラ 一 室

8. 重 油 タ γ ク 室

9. ド ラ イ エ 日 ア

10. 地 下 劇 場 ロ ビ ー

11. 地 下 劇 場 客 席

12. 地 下 劇 場 舞 台

(K) 

階

地 下 1 階

地 下 2 階

_5  _ ' 0 15 20
m 
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階

3  階

， 

2 階

毎 日 大 阪 会 館 南 館 平 面 図
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4 階

1. 毎 日 婦 人 文 化 教 室

2.  エ レ ベ ー タ ーホール

3. 毎 日 ホ ー ル ロ ビ ー

4. 毎 日 ホ ー ル 客 岬 ;

5. 毎 日 ホ ー ノレ事 務 室

6. 楽 麗

7. 照 明 室

8. 機 械 室

9. 倉 庫

10. 吹 抜

3  階

1. 毎 日 婦 人 文 化 教 室

2. エ V ベ ー ターホール

3. 毎 日 ホ ー ル ロ ピ ー

4. 技 師 挫 室

5. 放 送 室

6. 映 写 室

7. ミ キ サ 一 室

8. 楽 度

9. 翻 光 室

10. 照 明 室

11. 機 対 室

12. 吹 Jま

2 階

1. バ ル コ ニ ー

2. 毎 日 ホ ー ル ロ ビ ー

3. 毎 日 ホ ー ル 客 席

4. 毎 日 ホ ー ル 舞 台

5. 大 道 具 搬 入 ロ

6. 機 械 室

7. 喫 茶 室

8. 吹 技



7 階

1. 貸 事 務 室

2. ェν ベ ー タ ー ホーノレ

3. ロ ピ

4. 控 室

5. 倉 庫

6. 毎 日 国 際 サ ロ ン

7. 機 械 室

8. 吹 抜

6  階

1. 貸 事 務 室

2.  エ ν ベ ー タ ーホール

3. 機 械 室

4. 照 明 宣E

5. 天 井 裏

6. 吹 抜

5 階

1. 貸 事 務 室

2.  エ レ ベ ー ターホー ル

3. ロ ピ

4. 毎 日 婦 人 文 化 教 室

5. 毎 日 ホ ー ル 客 席

6. 機 械 室

7. 吹 銭

7 階

6 階

5___ 10 15 20
m 

設 計 : 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社 施 工 : 株 式 会 社 大 林 組
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塔 屋 1 階

1. エ ν ベ ーター ホール

2. 機 同 室

3. 倉

塔 屋 2 階

1. 機 械 室

塔 屋 3 階

1. エ ν ベ ー タ 一機減室

2. ク ー リγ グ タ ワ ー

港 思 I 階 塔 屋 2 階 塔 贋 S 階

9  階

1. 佼 術 事 務 室

2. 技 術 倉 日Z

3. 工 作 室

4. ラ ツ ク 室

5. 主 関 整 室

6.  Ll 'l 関 笠 室

7.  7 ナ ヲ ン ス ブ ー ス

8.  7" 1/  V  ;t、 室

9. キ ネ V コ 室

10. ス ポ y サ ー 観 覧 室

11. 照 明 室
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毎 日 大 阪 会 館 商 館

はじめに

毎日新l珂社が社業の一環として，文化センター建設の

計画をたて，われわれにその設計を依瀕されたのはH討和

27年の乙とであった。

堂島にある新聞社社屋に隣接した敷地にオーダィトリ

クム ・展示場 ・文化団体のクラブなどを包含する綜合ビ

ノレディングを建設する計画で，当初は新聞社社屋の南お

よび東側の敷地をあてて検討を開始したが，そのご騒々

の事情により ， 乙の敷地に計画を進める乙とが不可能で

別に道路をへだてた南側に新しい敷地を求め，新聞社社

屋南側の敷地とともに. 2 ケ所に分れた敷地K 建設する

案で再出発した。

文化センターといっても ，建築主が民間の企業体であ

る以上，企業体としての採算がとれる乙と ， 乙れが第一

の条件となり，乙の条件を考慮したうえで，二分された

敷地に用途 ・性格を異にする各種の施設をいかにま とめ

るかについては，いろいろ苦心もし，また建築主とも論

議をたたかわしたと乙ろであるが，結論として北側の敷

地 320 Tl'-余 κ は事務所を主体とし，ラヂ方公開録音用ス

タデ才 ・展示場などを包含する貸ビ ノレディン グを，南倶I j

の敷地 750 坪余K は大小二つの万一グィトリヲム ・国際

会議場を主体とし，その他種々の文化施設を包含する綜

合ビ J レディングを計画する案が採用され，第一期工事と

して北館延3900坪余が約 2 ヶ年の工期をもって，昭和31

年 6 月lζ 完成した。 ( ;1ヒ館の作品は本誌 1956年 9 月号 lこ

集録)

北館近工後，引続き第二期工事として，商館の計画を

進めていたと乙ろ，たまたま大阪国際芸術祭の計画があ

り，毎日新聞社がこれに参画するため，芸術祭開催の予

定である昭和33年 4 月には，いかなる事情があろうとも

会館を完成さ せるよう との強い要望が建築主から出て来

た。乙のため南館は実施設計未完のまま工事に若手する

乙ととなり，工事と併行して設計を進めつつ，約 2 年弱

の工期をもって，昭和33年 3 月末に完成した。

工事と併行して設計を進める方法は，時間的な制約か

ら検討不十分な点も生じがちで，決してよい方法ではな

い。と乙ろが建物の使命から考えて，ぜひとも芸術祭κ

間に合わせるという建築主の要望にこたえるために，や

むをえず変則を採川した。乙のため与えられた期限を最

大限 (C利用 し，できるだけの努力をつくす乙とは当然で

あるが，ヨドい基本計画には検討を重ねるための時間的余

時支 言十 画

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

裕もあり ，乙の聞に細部のあり方について資料を集積す

る乙ともできたので，予想外に短期I1lj( 己実施設ま| をまと

める ととができた。

さらに工事の途中においても，施工者大林組の各位の

緊密なる協力を得て，検討不十分な点には，さらに検討

を加え，変更に変更を重ねて，与えられた工期を十二分

lζ 生かし，予定の期日に完成させる乙とができた。

会館という特妹な商業建築の設計 IC当って 、 その建物のもつ社会的使

命 ・残物の立地条件 ・建築主の要求 ・使用者の袈求等々 、 各担の条件の

中で、進歩をmねる建築技術を越盤として、一つの綜合体IC まとめて行

くわけ であるが、 一つの銭みとして、 単に一個の設計者の考えで綜合す

るのではなく 、 できるだけ広範囲の人々 、 とくに使用者の立場の人々(

例えばオーデイトリウムにあっては 、 観客はもとより、舞台芸術家 ・舞

台裏で陰の力となる裏方の人々 ・その他管l l I ! lC当る会館側の人々等 )々

と一緒。E 考え、 話し合いつつ一つの形IC綜合しようと考えて みた。しか

しあまりにも問胞が大 きく複雑であり 、 時間的K も余祐がなく 、 結果

とし ては、 単に怠見をうかがう IC止り 、通り一辺な乙とに終ってしまっ

Tこ。

一 般 計画 に つ い て

まえがきで‘ 述べた ように，乙の建築は毎日大阪会館北

館の南側巾員7. 25米の道路をへだてて，西側巾口29米の

道路( 南北線) に面した 750 ! 平余の敷地 1( ，大小二つの

才ーディトリクム ・国際会議場 ・婦人文化教室 ・欣送施

設 ・貸事務室などを包含する陶業建築として計画され

Tこ。

敷地は交通E のかなり多い南北線に面した商業地域

で，文化セ ンタ ーの敷地としては，必ずしも最良のもの

とはいえず，面積の上からいっても環境を整備するには

不 十分であり ，しかも敷地の形が直角の全くない不等辺

四辺形で，東西 lζ 細長く東へ行く lζ したがって，すぼま

ってゆく不整形で，その中にできるだけ環境を整備し，

また敷地の不整形を意識させないように諸施設をまとめ

るため，相当悩みも し， 苦心もした。

平面計画として，全体を東西二つのフ' ロック に分け，

比較的街路騒音から隔離された東のプロックには，大小

二つのオーディトリクムおよび国際会議場を重ね，西側

のプロックは，北自11とブアサードを統一するな味もあっ

て，地上九防の事務所ブロックとした。

東プ ロックには，地下 1 ・2階に定員 322 名の小ホール

( 大侮地下劇場 ・映画l常設航) および機械室，地上 1階

[ 乙大ホー J レの奈務 ・楽屋 ・倉庫など. Ｒ Ｑ 槍より Ｖ Ｑｾ 今まで
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「

に定員 1，412 名の大ホール( 毎日ホ ーノレ)， 7 階より9 階

までに国際会議場( 毎日国際サロン ・会議場のほか展示

場 ・講演会場その他各務の用途 lζ 使用される) を配置し

fこ。

丙ブ ロックには，地下 2 同与に倉庫，地下 1 附および地

上 1 1利己r .
1
=. 舗， 2 1併に大ホーノレの主入nであるバルコニ

ー， 319，キより 5 階までを婦人文化教室， 6 附および 7 階

lこU' j l 務室， 8 1併および 9 附lζ 放送胞設( 当初はラジ; ; t

の演記録所を設ける計画であったが， ｬｩｬｾ 般のＺｏｦￇ Ｇｴｬ 初、らテレ

ビの演奏所を設け ることに変更さ れ Il 下 に'rcll]) を配置

しTこ。

東西 2 プロックの中間rcは，エレベーター ・階段 ・便

所などの共用施設を設け. 乙の部分を敷地の不整形の緩

街地借とし，東および西プロックはできるだけ整形にま

とめる よう考慮した。

動総の計画は主要動総である大小ホール ・ブロックの

!l)}j 線と，事務所ブ ロックのi l l J J線との混乱を調主をするため

IC， 事務所プ ロックの入口を正面中央lζ ，大小ホ ールの

入口を正面北寄り lζ 設け，大ホ ーJ レへは巾員 4 .5 米のゆ

るやかな階段で直接 2 階のパノレコニーへ若手き ，小ホーノレ

へは rl1員 2. 5 米の階段で間接地下 2 階まで若手き，立体的

IC動線の解決をはかった。また大ホー J レ楽屋への入口は

大道具搬入口とともに北側道路 {ζ 添った東寄りに設け，

主要動線と分離し混乱をさけるよう計画した。

北館との聞には地下 2 階および地下 1 階 lζ 連絡地下道

を， ヲ階 IC連絡高架通路を設けて，南北館相互の連絡を

はかり 1 階ホ ーノレ入口付 近の交通の混乱を緩和すると

ともに，非常の際の避難の用に供するよう計画した。

近代的ビ、 J レディンクーには， 自動車の駐車窃 ・ガレーヂ

は欠く乙とのできないもので，当初の計画では会館月1ガ

レーデを南館地階 IC設け る] 予定であったが，その後新聞

社 ・会館 ・放送会館などー述の計画を綜合してガレーデ

を計画した方が，狭い敷地の地下にガレーヂを設けるよ

りも経済的にも有利であるという観点から ，別ICガレー

ヂ ・ピJ レを建設する方針K 変更され，次の計画まで保留

された。こ のため当面の問題lこ対しては ，北側IJ 道路をへ

だてた新| 縄社東側の空地などを駐車場lζ 当てる乙とにな

っている。

外観の表現については，北館( 第一期工4 J J:) の紹介の

際にも述べたが，新聞社の特殊性を表現して，近代的で

しかも寿命の長いものとの述築主よりの要望もあって，

その表現 ・材料の選定 lこ苦心した。

道路 l乙接した 1 ， 2 階の郎分はピロティとし，北西|科

lι 2 階まで吹抜いたコンコースを設けて，; ; t ーディトリ

クムの前庭とし，乙乙から大ホーノレの主入口である 2 階

バル コニーの聞に大階段を設けた。乙の付近はすべて道

路κ 開放した扱いとし，大ホール入口までを道断の延長

として観客に近親感をもってもらうよう試みた。乙れは
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北f ! I o; の平面的な表現K 対して，立体的な表現として対照

させる乙とにもなる。

敷地の前面道路の巾員が狭く ， しかも敷地付近で道路

が， くの字型lζ 屈曲しているため，建物の全貌は遠見し

かきかず，これに対して 3 階以上は北館と問機， カーテ

ンクォ ーノレとして建物の軽量化をはかるとともに ，_I!i .主快

な表現とし，色彩的には強いぷ現として遠望! に対処 し

た。 8 階のl次送施設のスタヂメーが予定される場所 (C は，

スタデ才の以いコンク リー ト壁を外部に表現し‘ その外

{WHこバルコニーを設けて，ブァサー ドの単; 凋をJ放った。

外装の材料については，工業側市大阪の空気の汚染か

ら保護するために，耐久性があり ，汚染されがたく，か

つ洗滞のきく材料であるタイルを探問し. 1 ， 2 階ピ ロ

ティにも タイ J レおよび花位l石を使用した。

櫛造 、 設 附 については別 ｉ ｾ 詳細な説明があるが 、 設計の ｩ 品視において

各担当者と十分な話し合いと検対の級会を1 l l ね、 全体と してパランスの

とれるよう考慮をはらった。ｩｪＡ築技術が高度 ｉ ｾ 発展 す る ｉ ｾ 従 い 、 その 各

パートの設計が rm均的。E掛り下げられ、 分濃化してゆく E とは当然であ

るが、乙れらの各パートが互に単独K 独走して、 自己を主張していたの

では、 一つの処築として剥和のとれたものがで きる道埋はなく 、 各バー

トが互にバランスを保ちつつ 、 協力し合って始めて綜合体 としての強築

が完成するものである 。 会館の設計K 当つでも 、 ζ の点について 相互の

制整 ｉ ｾ 考慮をはらい 、 三 位一 体 となるよう努力して き た。

以上一般計画および ζ れK 対する考え方を述べたが、 紙面の郡合もあ

るので、大ホールを中心K 、その施設続要について説明を1111える。

大 ホ ー ル ( 毎 日 ホ ー ル) について

大ホ ーノレは， 2 階から 6 階』ζ わたり 客席面積 260 PY-

延面積 1，410 .Bfを占める ，演劇 ・音楽 ・オペラ ・バレー

• 11 本舞踊 砂映画その他あらゆる用途に佼灯lできるオ ー

ディトリクムとしてま|画された。

客席は 2 階を固定席 上046 ｍｾ をもっ主階とし ， 4， 5階

を固定席 366 席をもっギャラリ ーを設け，収容人員合計

1，412 席となっている。椅子は従来のものより奥行なら

びに 巾を大きくし，ゆったりした気分で観賞できるよう

考え，) i ] l r . 1 にはじゅうたんを政きつめて観客の足背が他

の人の邪魔にならぬよう考慮した。

プロセニアム ・アーチは間口 8. 5 間，高さ 5 間，舞台

の巾 16m] ，奥行 7 聞で，直径 6 閣の廻り舞台，大迫 7 尺

X 18尺，小迫 3 尺 X 9 )ミ，)胞迫 4 尺X 4 尺 X 2 ，ス ッポ

ン3 尺 X 6 )ミを設備 し，客席には仮設の方 ーケス トラ ・

ピ γ 卜 ( 45名収容) ， ) j g 舞台ならびに花道を設備した。

舞台装置は上記の廻り舞台，迫上の他に 天井 3 枚，

両脇各3枚，後壁 1.{えからなる紋ベニア貼の汗型車反射板を

設け 不要の際はすべて舞台上部に吊上げうるよう計画

し，どんちょう 2 枚，自在変形絞りどんちょう 1;fl( ，可動

プリッデ ，I決写スクリ ー ン，ホリゾントライト ，ホリゾ

ン トとともに舞台上手の装作銚で' 4 : ! : ! I i I J装作できるような

っている。その他狩台吊物として，ライ ト6 ｾｉｪ ， 一般 吊



物 19列，カスミ 5 列が手動i乙て舞台上手の綱元で装作さ

れるよう なっている。

その他音響装置，照明設備( 乙れは別に詳細な説明が

ある) 映写設備を設け，一応どのような要求にも応えら

れるよう計画した。

一つの方ーデ ィ トリクム IC，乙のように多目 的をもた

せる乙とは， fB途κ よって鉾台装置，音響効果その他に

対する要求が拠り ，すべての条件を満足するオ ーディ ト

リクムを計画する乙とは不可能で，できるだけ目的を限

定するよう ，建築主lζ 申し入れたと乙ろ，係主[ の函をJ5

えると，どうしても多目的にせざるを得ないとの回答で

あった。といっても中途半端なものを計画する乙と もで

きず，各種用途のうち使用頻度の多いものを重点的にと

りあげ，すべての機能をその目的にかなうよう計画し，

その他の用途については従属的 l乙考える乙とにした。

収容人員約 1，500 名のオーディトリクムは，その背僚

となる観客層の分布から考えて，演劇 ・舞踊! こ利用 され

る頻度が一番大であるとの専門家の意見から ，大ホーJ レ

の主要目的は演劇! として計画し，舞台設備 ・音響計画な

ど，すべての婆紫を演劇を益準として設計した。

音楽会K 使用する場合は，音響反射板公設けて音響効

果をおぎなうよう計画したが，完全な音楽ホールとして

計画したものではないので，多少不満足な点が出るので

はないかと考える。

近代劇場のステーヂの型式について，演劇の歴史，劇

場の歴史などをかえりみて，今後いかなる方向に進んで

行くか， 乙れがオーデ ィト リクム計画 lζ 当つての最初の

問題であった。 ζ の点について劇団の方々 ，裏方の方々

の窓見をうかがった乙とがある。そのときプ ロセニアム

. アーチを全廃して観客と舞台とを一体のものとして，

観客とともに芝居を楽しむような劇場は どうで しょうか

と提案してみた。と 乙ろが，そのような劇場は実験劇場

としての意味はあるが，脚本の点からいっても ，新しい

脚本を必要とするし，特別なものでは各地で上演する乙

ともできないので，劇場の用途は非常に限定された もの

になる。現在のと乙ろ演劇は，プ ロセニア ム ・アーチか

らはみ出すという方向 ( Cは向っていない。それよりも舞

台そのものを内容的にほり下げて行ったほうがよいとの

話であった。

舞台装置のうちで，廻 り舞台，迫 り上げなどの 目的に

は，その生い立ちから考えて，一つf C は舞台転換の目的

一つK は演出上の目的があるが，舞台転換のためには外

国によく見られる型式である大迫りとスライ ドする床 と

を併用した型式ι 日本古来の廻り舞台の型式がある乙

とは，衆知の乙とであるが，演出上の利用の点、からいえ

ば，廻り舞台ほど多種多織に利用できるものはないとの

窓見，またlilt .近建築される劇場ICは 日本の古典である歌

t . " f . 伎の上演できるものが少く，日本の伝統をうけつぎ発

展させる意味からいっても ，歌舞伎の上演できる劇場に

したいとの希望が強く ，乙 のホーノレ lζ は廻り鉢台の方式

を採用し，大迫り， 小迫りなど，乙の点を考慮して計画

しTこ。

花道の計画 も歌舞伎 ・日本舞踊の上演には欠く乙との

できないもので，政初は定式にしたがい，客席後; 取に鳥

屋口を設ける計画であったが，客席の奥行が深いため花

道が長くなりすき:， iWIJ¥上の不便もあるとの芯凡で，似1I

壁にそって長さ 8th¥] の仮設花道を設ける乙ととした。

客席の仕上は音響効梨の点から後壁をのぞき，壁天11ニ

とも反射材を佼問し，エJUI その他の点を考一政して，乾式

工法を採用した。

客席の表現は，客席が舞台の額縁であり，プロセニア

ム ・アーチの延長であると考え，また多目的のオーディ

トリクムにあっ ては，舞台でいかなる催物が上演されて

も，その額縁が調和を保つ必要があると考え，できるだ

けダイナミック な表現をさけ控え目のものとし，色彩も

あまり強いものを用いず，すべて舞台をひきたたせるべ

く考慮した。

楽屋は l 階 lζ 10室， 3 階1 C 2 室， 4 階1 C 1室，計 13室

設けた。すべて洋式の楽屋とし，移動式の置畳と，椅子

式 ・座式両用 K 使用できる化粧台を設備し て， 和洋両方

の用途に利用できるよう計画した。また催物の極類 ・規

模 iζ 応 じて楽屋の大きさを変化させうるよう ，移動式の

間仕切を用いて，自由 に大き さを変換さ せ るよう計画し

Tこ。

従来，楽屋と いえば狭い廊下・ 急な階段で非常に混雑

するものが多く見うけられたが，出演者を優遇しなけれ

ば，よい舞台は望みうべくもなく ，また非常の際の楽屋

裏の避難の点も考慮した上で，乙のホー J レの楽屋廻りの

ｪ 廊 下 ・ 階段はできるだけ ｲｬＱ の広いものとし，大きな衣ｾ

をつけた俳優が楽にすれちがいうるよう計画した。

大ホーノレの設計に当り，各方面より有益な御; 立見をう

かがい，できるだけ完壁なズーディトリワムにしたいと

努力したが，敷地面，予算の面，採算の面，工期の面等

々の告1I約から ，すべてを満足するものはできなかった。

今後，舞台の方 々のど努力 ICより，少しでも使いやすく

よりよい催物が上演されるオーディトリヲム κ なる乙と

を切望する次第である。

おわりに

以上毎回大阪会館の 建築概要を説明し 、 その殺計経過について述べて

きたが、紙而の都合もあ り十分な挽明を加え るE とので きなかった ζ と

をおわびす ると ともに、 今後忌仰のないと批判とと指導をたま わ ります

ょう お願いし て鍛をお くととと する。

終 りICのぞみ、 設計者11: 対し十分なると指導、 と協力をたま わった、

毎 日新聞新館副殺事務局の方々 、 舞台芸術家、 舞台裏方の方々 、 ! f! i 工者

大林組の方々に対し厚く感謝の: mを表明する次節である 。

(塚本猛次・橋本喬行〉
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2  毎 日 阪 会 館 在官

4ド

ま え が き

当会館は鉄骨鉄筋コンクリート造地下二階地上九階 (

一部塔屋三階) 建で，設計図をみて理解されるよう1 ( ，

平面前方の貸事務所ブロックと後方の大劇場プ ロックと

の，異なる機能そ持った二ブロ ック よりなるものであり

ますが，それらの構造体の性格もまた，tli J 方半分は東西

および南北方向に並列したラ ーメ ンを各階床版で結ぶラ

ーメン構造の空間であり ，後方半分は大きな空間架構の

立体的な重なりといったふうに，非常に異ったものとな

っております。

その設計に当っては全体として調和のとれた安定感の

ある構造体を作りあげるよう努め，明快で極く平易な手

法を基にして全般的な構造をまとめあげたものでありま

して，とくに斬新なとか変ったとかいった構造手法は用

いておりません。それで構造については，とくに目新し

いことといって普くこともないのでありますが，以下iζ

設計の後をふりかえり ，ニ，三の計画上の要点をとりあ

げて若干の説明を加える乙とにしたいと恩います。

なお本設計 K 際しては，阪大の鷲尾先生lζ とくに急所

といったような点につき，種々御教示をいただきました

し，また基礎の設計とくに基礎地盤の屯気回結工法lζ つ

きましてはその計画から実施lζ 至るまで，一期工事 l乙引

続き京大の松尾先生( 乙絶大なるご教若手を賜りましたこと

'.圃 .... w 相

ι  . .  

一 宮 い 冨

2.  鉄什m万完了時の会郎全政 n而( 大劇渇プロ / 7 011)) より見る
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キ蕎
'!:f::. 

) . 1=1 lこ てコ し、 てー

を乙乙』ζ 紙上を借りて厚く御礼申上げる次第であります

I: xpans ion joint の問題について

設計の出発は，構造的性格の異なるニプロックよりな

る乙の建物を，前後部 lζ 切り離してそれぞれ別個の構造

体とする か，あるいは全体を一つの構造体とするかの検

討から始まった。乙 れについては地下室のジョイ ン 卜部

分の防水の問題，後 lζ 述べる基礎の設計にも関連する乙

とであるが，鉛直荷重の相違に より 予測される不同沈下

への対策，またこれらの両ブロックにまたがって大劇場

の4，5階に桟I放部分を設け， さらにその上に国際サロ ンの

大ホーJ レを重ねると いったプラン ニング上の要求を解決

する構造の処理など ，騒々の条件を併せ考えると全体を

一つの構造体とする方が上策であろうとの結論を得た。

そζ で当然取合郎分やその近傍K ある程度のク ラッ クが

生ずるであろう乙とは党惜しなければならないが，その

線 lζ 沿った配慮を充分行う乙ととしてとくに構造的な継

手を設けな い乙とで設計を進める乙ととした。乙の設計

方針! こ対する解答は相当の年月を経た将来に与えられる

ものであろうが，構造躯体完工後約 7 カ月を経た今日ま

でのと乙ろでは，幸いにも乙れらの部分K 懸念されたタ

ラッ クその他の支障はいまだ生じていないようである。

耐 震 設 計 に つ い て

平面型が不整形であり ，立体的にも複雑でしか も各部

分の水平カに対する強さが異なるというような構造体で

あることを考えると，大きな水平荷重が働く地震時にお

いては，その採れ方も奥なるであろうし，ま た建物各部

の秘ノJ 分布も IYJ 1 法性を欠くとともにそれを予偲すること

もなかなかの難問題である。それで水平力に対する検討

に当っては一応便宜的に各ブ ロッ クを別個に取扱う乙と

とし，つぎのような考え方で各プ ロッ クごとにそれぞれ



m力に対して安全 Ir . 抗し得る よう設計する乙とにした。

すなわち，前方のブロ γ クでは中央コア部分の耐震壁と

ラーメンで，後方の大劇場ブ ロックでは主としてその周

囲の有壁 ラーメン鮮で，各プ ロックに加わる水平力を負

担できるようにした。さらに全体としての相互の寂れに

対してはそれらの耐震壁に よる抵抗を主として考えて，

その周囲やとくに両プロック述続部の休ー版の阿1) t 1. を確保

する乙とに留; なした。劇場プロックの南北方向は中間ラ

ーメンの抵抗ノJ が弱いのでその東西両側の有壁当日機をと

くに強岡1) なものとし，それで乙の郎分を両側から挟んだ

ような形として，水平ノJ の大部分を負但できるようにす

るという音j'ji !ij で，騒々工夫し補剛を考えたが，桃造の選

定から決定まで極 検々討変更を重ね耐反設計の全体を. i i l l

じて最も苦心したと乙ろであった。

基 礎 設 計 に つ い て

敷地々盤は地表より約 10 mまでの大体において砂質の

回と深度約 25mから 38mまでの砂i後Mの聞に第一粘上回

(い1つゆる梅田沼) が介在している。乙の粘土居は構造

物の建造 [ζ 際し，とくに，その庄密沈下が問題となる庖

である。第一期工事においてはそれに対する沼気回結工

法が相当の成果を収めているので，引続き木工事でも採

用実施してその圧密沈下の促進安定化をはかるとととし

て基礎は「ペタ基礎」として設計する乙とにした。乙の

場合K 地盤のとり，また破壊による沈下に対しては地耐

力試験，極限支持力の計算，また一期工事における経験

などから綜合して，充分安全であると判断した。

基礎自重を含む建物設計用重量は貸事務所部 Ｈ Ｑｾ Ｕ 通

間) 約 27.000t Ｈ ＲＲ ＮＸ ｴ Ｏ ｭ ＲＩ ，劇場部 Ｈ Ｖ ｾＱ Ｒ 通関Ｉ約 Ｑ ＷＮ

OOOt  ( 14 .8t/ m2)  と前後のプ ロック で建物重品は相当の

差があり，乙れを棋準根! え G し10 . 15mによる排土重量と

較べると，当然両ブ ロック で沈下に相違のある乙とを予

想しなければならない。そ乙で Ex pansio n ja int を設けた

場合には，その間の処理K 相当の問題を残す乙と K な る

であろうと考えられるので，建物全体が若干傾斜する乙

とは認めなければならないが，その場合，とくに取合郎

分で不連続的な不同沈下を起す乙とがないよう ，充分な

対策を諮じた設計を行う乙とに より，乙の問題の解決を

はかる乙ととした。そのためには，弱点となりやすい取

合部分の周囲をできる限りの方法で固める乙とに努めた

が，雨プロ ックの聞にまたがって悶1) な劇場東西の両側壁

の存在する乙とは好都合であったし，さらに地階におい

て乙の部分に剛な耐力壁を充分配置するなど壁の剛性を

利用した最大限の補強を行った。また全般的な基礎の設

計 lζ 当っ ても，地階要所に適宜耐力壁を配置して建物重

t の分布を均等化せしめる乙とに考慮を払った。

なお沈下については観測を続けているが，元? 工当時よ

り綾工時ま で平均 10cm 程度の沈下を見た。また傾斜は

東西 1/ 1000，南北 1.8/ 1000 程度であり ，現在のとと

3.  ギャラリ ー受トラス ドガーダ ー ( 下方)

7. 8.9  ( 吹依) 階と昼恨を支へる大トラス ドガーダー ( 上方) ( スパン24.64m)

4.  Ｗ 階国際サロン床 集 Ｈ スパン約 ＲＳｾ Ｒ Ｔ ｭ Ｉ

ろではそれらが急激K 進行する ような兆候はほとんど見

当らない。

使用材料その他について

鉄骨工事は工事進渉上の都合もあり工場現場ともすべ

て リベット接合によった。鉄筋は基礎部分のみ典型鉄筋

その他はすべて普通丸鋼を使用し，梁，柱の主筋継手に

はガス圧接工法を採用した。コンクリ ー トは全部普通コ

ンクリ ー トを使用，設計強度は 4 週 180kg( cm
2

である。

あ と が き

その他設計の細部では，いろいろと苦心したと乙ろも

多々ありますが，以上要点だけを簡単にまとめて見まし

た。説明不充分な点など多いかと恩いますが，よろしく

御賢察下さいますとともに，忌惇なく御批判下さる よう

お願いする次第であります。

終りに本設計は，その着手より竣工までの聞に非常に

時間的な制約を受け，工事と併行して設計を進めるとい

う，変則的な方法をとる乙とを余儀なくされたのであり

ますが，関係者各位の御理解と御協力により ，大過なく

複雑な設計を短期間に完了し，所期のとおり実現する乙

とができました乙とをあらためて感謝しますとともに，

構造設計lζ 終始協力していただいた僚友福井実君に謝意

を表して乙の稿を終る乙ととします。 (宮川達郎)
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1.  f日力問中央監観盤( 北南館J UIl)
3. ユニットスイッテ式低圧砲氾盤 ( 商館)

2.  フレ ーム組オープン低気室( 南館)

毎 日 大 阪 会 館 5童

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

生産τ; 場ICおけ る 機械類のオートメーシヨン化 は 目 覚ましい進展を見

せているが建策設備における機探類は 、 従来各種困難な条件に制約され

て立遅れの感が深かったが， 最近設備内容の拡大と充実によって その重

要性が大きくヲロー ズアップき れてきた。

毎日大阪会館北、 商館の設備計画を行う に当って、 できるだけ E の点

。E 留意して保守人民の節減と 、 完全なる迎転保守ができる ようオートメ

ーシヨン 、 ワン マンコントロール方式を多〈取入、 さらに迎転コストの

週減 ICついてとくに苦心した。北宣官狙築当初は 、 各種自動機器時の扱い方

IC施工上不慣れな点が多〈、思わぬトラブルK 悩まきれたが、 I ! t i か一年

后南館の建設に当つては、 機栂そのもの与改良と施工方法の巡歩によっ

て大した問題もなく工務を進めるととがで きた。また一般事f 6 l i ! : 放送ス

タヂオ劇場等の使用時間の興る l設備について 、 有般的つながりを有たせ

るために種々考慮を払った。 以下各i設備毎K その慨裂を記述する。

電

" =  

ヌL 備設

北館設計当初は関西電力との打合せにより，北，南館

一括して特高 ( 20KV) 引込として， 1，500KVA 変圧器 2

1 '}< 変 圧 器 容 量 表

|  動 力 用 変 圧 穏 I  m灯 用 変 庇 総
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助
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般

防

レ

一

冷

エ
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レ

u
j

 

l∞K V A x 3  

一般動力 150KVA x 1  終夜灯 5 0 KVA x l  

冷房動力 150KVA x 1  映画館 5 0 KV A x l  

換気用動力 100KVA x l  1- 3階 5 0 KVA x 1  

舞台動力 75 K V A x l  4- 7階 5 0 KVA x 1  

南 館 1衛 7 5 KVA x 1  7- 9階 7 5 KVA x 1  

3- 7階 7 5 K V A x l  塔 屋 1 5 KVA x 1  

7- 9階 100KVA x l  舞 台 100KVA x l  

国際ホール 3 0 KV A x l  2∞K V A x l  

大 劇 3 0 KV A x 2  大 劇 7 5 KVA x l  
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4.  デツドフロント型低圧配氾盤( 北館)

築 計

:::Tし

日又 イ蒲 画

台を設置する予定で，北館地下 3 階』ζ 特高包気室を設け

て，特高遮断器はエヤプラスト遮断器，引込変圧器は ν

リコン絶縁乾式変圧器を採用する計画であった。

その後，関西電力として特高変屯所を当ヒソレ内に設置

するという話が急速に進展して， 当ビルとしては高圧

( 3. 3KV) で受電 してよい乙とになった。と乙 ろが関西電

力の変電所としては，当初 6000KVAの容量が必要で，将

来は， 9000KVA IC増設し得るようにしなければならない

とい う乙とである。すでに電気室，機械室などのプラ ン

が決定した後で，階高は低くスペース的には狭く非常に

困難であったが，関西包力の特別の吾| らいで電力会社と

してはわが国最初の芳一ノレ乾式無人変電所とする乙と K

より解決された。

そζ で当ヒツレとしては，地下 3 19，!i の包気室をすべて関

[ 封筒力 lζ 提供したので，それま で11
1
火取視室に F定した

スペースlζ ，全電気施設を収容しなければならなくなっ

た。そこでやむを得ず，発電機室吹抜けの一部分
lζ

体を

つけ，そ乙 IC受電盤を始め高圧遮断器を収める ζ とにし

たが，南館との連絡路 IC当るためl援冷房配管の経路とな

るので，開放型電気室にしたのでは危険が伴うから，遮

断器のみならず変圧器，蓄電器など，すべて密閉型キュ

ーピク ル内 IC収容，低圧絡はデッ トフロ ント型とした。

蓄電池も多少保守上の不便は有るが，特別の電池室を設

けないで密閉型鋸置蓄電池を二段積みとし電気室の一隅



2  -1是 舞 台 照 明 設 備 表

ｉＡＺ ｾ＠ 只 | 数 |色数 |直匂| 例 数 1ヲ引閉路数

一 一フットライト 1  1I}  4  3  60w x 96 5，760  

ボーダーライト (ボーダーコ ンセント付} 4 列 4  3  2ω w X 288 57，600 

ア: ; バーホリゾントライト

11 ボーグー
2  200 w x 20  4，000 

ロアホリゾント 1  合百 4  1  200w x 40 8，∞o  

サスベン ν ヨンフライグタト 2 91}  4  2  

20 Aコンセント

x 32 

3階 サイド ランプスポ Y ト前部上下 12  1∞Owx 12  12，∞。

11 11 11 綾部上下 20  10∞w X 20  20，0ω 

11 11 アーヲ スホット 11 11 A Cx  4  

4附 サイド ランプスポット 前部上下 4  1000w x  4  4，000 

5. 毎日ホール客仰天J i ' ! 照明

11 11 11 11 後部上下 18 10ω WX 18  18，∞o  

11 11 アーヲ スポ Y ト 11 11 2  A Cx  2  

H  シーリング ラム〆プスポット 11 1000wx l l  11. 000 

11 11 20  500、v X 20 10，000  

3階 フロント ランプスポット 2  10∞w x  2  2，0ω 

11 アーヲ スホット 2  A Cx  2  

11 11 ヱフエ合ト プロセヲタ ー 2  D Cx  2  

4階 ギャラリ ー ランプスポット 4  1000w  x  4  4，0ω 

5階 11 11 11 
1000w x  4  4，∞o  

6階フロ ント ランプスポット 1500、v X 4  6. 000 

6.  劇崎イン ターホンプ ロツ会 ダイヤグラ ム

に据えた。

南館には，劇場を始め特殊な用途の部分が多く，使用

| 時間もまちまちであるから ，電灯変圧器はできるだけ多

くの群に細分し，不必要な時間は変圧器を閉路して無負

荷損を節減すべ きである。また [f}J;;J J 変圧器も，空気調和

設備のアパラタスを用途別ユニット ν ステムとした ため

納l く分割 した方が郎会がよ い。乙の よう に数多 くす るか

らには各負荷の中心部κ 変圧器 を設置した方が低圧配線

は簡単になり ，将来負荷の明加に対しでも簡単に変圧器

を増設す る乙と がで き，より 経済的である。幸い現在高

圧 ケーブルも，クロ ロプ レンケープルの発達 t(. より信頼

度も高 くなり， 端末処理などの施工法も簡単になっ たの

で，電気室を各 ロードセ ンタ ーに分散配置し，配電幹総

は高圧 ＳＮＳｋ ｖ 配総とし，各変圧岩 ｴ ｾ ｬ ＨＮ 電磁 ｊ 栄作納入 Ｑｭ 問機

を設けて，遠方操作 ｬ 乙て開 ｉｾ ｈ し得 る よう にしている。変

圧官官も信頼度が相当高くなってい るので，各TE気室を無

人屯気室として定期的巡視さえすれば，保守貝は常駐し

なくてもさほ ど問題は ないと思 う。

非常用電源は 600AH の蓄電池と 750HP. 5 0 0 K Wのヂ

ー ゼJ レエンデン直結発包機ぞ北，南館共用として北館に

設置し，蓄電池田協は停電と同H寺lζ 自動投入，発電機は

押釦による エヤ一式自 動起動として，停包時』ζ はー先づ

全電灯負荷の投入を行い，不要不急の電灯回路のロ ー ド

を制限しなが ら，順次! f1J ;;J J 負荷を投入してゆくロ ードセ

M アータ スポット 4  D Cx  4  

エリヤ ライト
8  500、v X 8  4，ω。

ランプ スポッ ト
18  5∞w X 18 9，000 

11 

16  10∞w X 16 16，0( ゆ

フラツド ライト
4  1000、.v x 4  4. ωo 

ストリップ ライ ト
12 60w x48 2，880 

フロアポケット エプロンコンセント 18 

30Aコンセント

x 18 

レクタ 一方式 とし てい る。以上の油入遮断器，油入開閉

器 はすべて北，南館一指して北館中央監視室に設け られ

た強電監視盤において開閉操作を行い，各フィダー ごと

の電流電力の監視と過負荷遮断，接地故障などの故障表

示を行う ようにしている。

照明君器具は北館は事務室が多いので，後光灯を基調 と

し，南館は才 一デトリューム，庖舗が主となっているの

で白熱灯を適当 K 配して変化をもたしている。

劇場! 照明は建築デヂイナーの要求により，客席縮分は

全部蛍光灯の間接照明 とダクンライトを用いた。客席調

光器の駆動モー ター も舞台調光器と同様，全部直流モー

ターを使ってフェ ージン グアップ とフェ ージン グダヲン

の時間を自 由K 変えられる。欧米のオペラ劇湯では ，し

ばしば客席の調光ｬｉ ｾｪｬｭ も証言ｉｬ｜ 1(，収入 られ る場合が多い。

舞台照明用 としては調光 トラ ンス 8 台 とプ レセット開閉

器 184 回路，駆動モー 者一ilil J術] スイッチ 13回路，fliL源開

閉マグネット操作スイッチ 16回路，収容のベ ンチボー ド

盤， 主幹絵，プレセット 式撰択プ ラグ懲を主照明室 K 設

置している。劇場内主要指令所聞にはインタ ー ホン網を

完備し，舞台の進行，舞台中継，舞台稽古などの円滑を

計っている 。

そのほか電気設備として共同アンテナ，電話，各種呼出

しインデケー ター ，電気時計，火災害証報装置，館 内連絡拡

声装置などがあるが，それ らは紙面の郁合上割愛する。
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俳 風 機 合 計

lJ!' イ フ

気 調 和 設 備

暖房と冷房とを含めた空気調和を行なお うとする場合

ヒー トポンプによる| 暖房の経済性がしばしば問題にされ

てきたが，毎日会館の空気調和設備を計画するに当って

も，暖房用ボイラーを設けるべきか否かを種々検討した

が，現在の電気料金と地下水の状態では経済性と安定性

からボイラ一千設置した方が ょいとし、う結論に迷した。

しかし北館のユーティリテイルームとして利用し得る面

積から考えて，ボイラ 一室をとるととは到底不可能で，

近々南館の建設が予定されている乙とでもあるし，ーま

づ北館は ヒートポンプによる暖房を行い，南餅; 完成とと

もにボイ ラー による温水暖房K 切替える乙とにした。北

館は貸事務室が大部分を 占めているのと南館との連絡を

考え，循環水は単純に一系統のクロ ーズサーキット式と

し，冷凍機も 300 冷凍 Iill' i 1 台のみとして小容量の分割lは

行っていなし、。

空気系統は方位 によるゾーニングも考えたが，それよ

り各階ごとの執務時間の相違によるグループ分割に重点

をおいて， 各階ごとのス テ ップν ステムとしている。取

入外気は一応B 3階の一次調和器において井水のスプレー

によるプレ ヒー ト( またはク ー ラー) して各階二次調和

擦に送っている。二次調和機は再循環空気と一次空気を

適当に混合し，吹出し温度 まで卜げて室内f C 送ってい

る。冬季の加湿はすべて一次空気のみで行っている。
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3 4陸 空 調 用 主 要 電 機 器 一 覧 表

北 館 | 附 館

340I P 3∞Rt on 

380I P 250Rto n  

250f P 280Rton 

70'  x  720G x  25r-p  

70'  x  800G x  30l'P  

70'  x  S80G x  20r-p  

"，J  !i5 所 190' x  360G x  351' P  

70'  x  720G x  25f干

大 劇 同 際 ホ ル 190'  x  290G x  30r-p  

地 劇 路 舗 120' x  170G x  5f P 

放送 ス タ ヂ オ 190'  x 80G x  15r-p  

117r-p  16台
175!-干 22台

20r-p  5台 68I P 21台

200Kg/ Hr x 2  

南館は前 lζ も述べたごとく，種々使用時間の異る部分

fC分かれているので，冷房ーに対して循環水系統， 空気系

統，冷凍機容量:の決定 fC積々の考慮を払った。

使用目的に従って，劇場系統 ・放送スタヂオ系統 ・事

務所系統 ・地下血1] 1苫舗系統K 分けて，それぞれの系統ど

との一日の予想冷房負荷曲線を描いて，各i時間 ごとに累

計して綜合負荷曲線をとってみた。第 7 図』ζ 示すごとく

Ｑ Ｒ 時 ｾＱＸ 時までの聞に高くピ ー クがでてくる。乙のピ ー

ク点で冷凍機の容量を決定したのでは設備費が不経済と

なるばかりでなく ，能率のよい冷凍機の逆転を望むζ と

はできない。

そ乙である B 点を取り ，その点で冷凍機の容量を決定

して DA および BE 聞の巡転中，室内のオーバー クーリ

ングを避けて，その聞の余分熱置を蓄えておいて，幽線

ACB聞で j次冷したならば冷凍機のブ J レ迩転の時間が永く

なり ，装置全体の能率が上 り，経済的述転をする乙とが

できる。

すなわち，面積 ACB IC対応する熱置を軽負荷， もし

くは無負荷の聞に蓄えておく水槽と ，曲線 ACB f C従っ

て放冷しやすい熱交換器を設備すれば，冷凍機の容量は

600R.  ton ではなく ，430R .  ton で済む乙とになる。幸い

地下劇場の床下地中梁の聞に 400m
3

有効の水槽が取れ

たので，乙乙を保冷水槽』
ζ

用いるととにした。

また illl 線 ACB の変化の原因の大部分はソア ラー グイ



9.  ボ イ ラ 一 室 ( 南 館 )

10 .  ポ ， ンープｾＨ北館Ｉ

ンによるものであり，保冷水の利用温度をできるだけ高

くとった方が保冷熱量が多くなるとの理由から ，取入外

気のための侵入熱量を保冷水負荷とする乙とにし，乙の

ため熱交換コイ J レは. 直接循環コイルと保冷水コイルと

各 4 jlJ づっ 2 本立に設備した。

つぎK 循環水の系統であるが，保冷水槽を密閉タンク

にする乙とができないので，冷凍機冷水の相互融通を考

えると ，すべての系統をオ ープ ンサーキット としなけれ

ばならず，ポンプの7 ] < . 頭と水量を よほど考慮して決定 し

なければ，むやみに水頭損失に よるポンフ。の所用馬力数

が多くなり ，節約した冷凍機の馬力数はなんら怠味がな

くなる。各コイノレの水量をできるだけ少くするために，

循環水の出口と入口の温度差を大きくとる必要がある。

そ乙で冷却水槽に往槽と逃糟を設けて，装置全体の金負

荷迩転中 1[. は冷凍機クーラーの循際; . k : u l : と，各系統循環

7. k f u : の合計をパランスさせて，クーラ ー出口と入口 との

温度差 10

0

F をそのままコイルの入口，出口の温度差に

とるととができるようにした。軽負荷運転の場合は， ｾ主

糟と還槽は: t ーパーブローで連絡する。

循環ポンプは階高の極端に異る系統は同一系統としな

いで，保冷水系統は，概ね使用時間が重るものとみて全

系統を 1 系統としているが，階高の高いと乙ろ K あるコ

イノレへの給水はプスタ ーポンプを使用して，パルプによ

る水頭調整のための不必要な水頭損失はできるだけ避け

11 急 速 炉 過 柑 ( 北 町n

るようにしている。

空気系統は，大劇場，国際会議場，地下劇場は普通の

セントラノレν ステムとしているが，大劇場はとくに音響

的遮弊を考慮して， サタ ンドア プゾーパーは多く入れて

いる( 約2 .3db/ ft のアプゾーパーをレタンサプライダク

トともに， 24尺入れている。) 食堂街，庖舗は全外気に

よる冷房として，再循環空気は全く取入れていない。事

務所系統は調和機据付けのスペースの関係上，外気系統

と再循疎系統の 2 ダクト ν ステム としたが，乙の ν ステ

ムにする乙とにより ，中間期 K は外気系統だけの巡転に

よる換気ができるので，送風機の運転コストを下げるこ

とができ ，さらに各室どと混入外気の並も調整できるよ

う』ζ なっ fこ。

放送スタデコオ系統は，設計当初はラヂオスタデオとし

て計阿したが，中途からテレビスタデオに変更されたの

で，冷房負荷は照明機器，放送機器の発熱品が予定水置

では不足するので，スタデオ系統と主調事務室系統の二

つに分けて，スタヂズ系統は別にダイレクトエキスパン

ν ョンの調和機を別』ζ 設置して不足分を補った。

冷凍機のコンデン サー用水の井水使用畳を極力少くす

るためと ，将来井水の枯渇した場合も何等冷凍機を改造

することなく ，クー リングタワ ーが設置できるようにコ

ンデンサーの温度を高くとり，再循環水をかなり多くし

ているが，大阪市内では空気の汚染が激しくコンデンサ
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一用水が極端に汚れるので，その対策を充分考えた上で

クーリ ングタワ ーを使用したいと思っている。

冬季の暖房についてはボイラ ーの軽負荷運転がさほど

能率に影響がな いのと ，循環J J < の温度変化に よって負荷

変動に対応する乙とができるので，蓄熱糟を使用して循

環7. kの71<im損失を来すより，直接循環のクロ ーズサー キ

ット式とした方が得策である。また北館がク ローズサー

キット式をとっているので，雨宮自のボイラ ーで北館をも

l的う必要上，蓄熱;槽は手IJffi しないこととした。 したがっ

て笠気調和機のコイ J レも二本主l ! K する必要もな く，ポン

プはできるだけ数少い運転で済むようにし， しかも冷房

用ポンプをパノレフ. 切替えで暖房用κ も使用する乙とにし

7こ。

前にも述べたごとく， ｾ淫負荷の時室内の［［ｴ ー パ ー ク ー

リングを避けて，冷凍機と保冷水槽の合理的運転を行う

ためには，どうし ても自動機器に頼ら なければ完全を期

す乙とはできなし、。そ乙で直接循環コイルには平均室内

混度による LI 1i!)コ ントロ ール三方弁，保冷水コイノレには

外気温度 による自動弁，冷ノドポンプのデリベリ側とサク

ν ョン側 l乙，冷 J . k 巡り槽の71<i釦 ζ よる主TI 動コ ン トロ ーJ レ

弁をそれぞれ設けている。循環水還り温度すなわち負荷

状態で保冷水槽へ行く循環水置を制御するよう IC. なって

いる。

また北南館ともに，北館の中央監視室{ζ 諸機械のグラ

ブィックパネ ルを設置して，送風機，ポンプ，冷凍機，

主要ダンパーなどの遠方操作と運転監視を行い，室温，

配管中主要部の温度ダクト内の温度など，遠方測定可能

のi則温盤も 併せて設置している。

給 排 水 衛 生 設 備

北館の給水設備は j ドJ.k，市水の 2 系統にし，井: 7] <は雑

用水，市7 1 < ，ま洗面用7 1 < ，飲料用水に使用している 。

北西の附 IL深井戸を痢り ，水中ポンプにて滋上げた7l <

を沈砂摘を通して気泌室でj悦喋酸化した後，冷房用水と

鍬用水に分けている。雑用水はさ らにパームチット 急速

炉過槽を通して滞水槽に貯水し，揚7 l < ポンプで屋上 タン

クに揚7 l < ，立下り給水本館で- 各階 lζ 給水している。
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捌J . k も雑排水と汚水排水の 2 系統とし， 1 階以上の排

水は下水本館に直接放流とし，地階の排水については雑

排JJ < 槽と汚水槽を設けて，それぞれ雑排水ポンプ，ブラ

ッν ュクリ ーンで‘ 下水本管 lζ 放流している。

消火設備として小口消火栓 Ｑ ｾＢ 27 コ，消防隊専用栓

Ｒ ｾ 什 Ｕ Ｚｊ ，消火管はクエット式 とし，いづれの消火桧を

放 ｊ ｊ＼しでも流水継 ｅ ｩｬ 弁 により ， 消火ポ ンプを 自主ｽＩ起ｾＩＩす

るようにしてい る。 サイヤミーズコネクジ ョン，クォ ー

J レハイ ドラ ン ト双口を一つのパネ ルl乙組込んで 1 組施設

している。塔屋部分にはスプリンクラ ーヘッドを取付け

ているが，塔屋 3 階のヘッ ドに対してはノマイロット圧力

が不足しているので，塔屋 1階K 圧ノI] J J <槽をt¥i ' iえて自 [i) )

起動のコンプレッサーで常時加圧している。ヘッドの放

水とともに減圧に よる圧力ス イッチと流水継電弁の作動

で中央監視室の表示響報と響備員宿直室の表示笹報が働

き，消火ポンプを自動起動するようにしている。

南館 lζ は便所，湯沸室，食堂厨房が錯綜しているので

給排水を各 2 系統にすると，天井懐が狭いので非常に煩

雑となり ，保守上困難を伴うので， 給水は冷房用コンデ

ンサー冷却用水以外すべて市JJ< 1系統とし，排水も維排

水，汚水排水を 1 系統とし，ポ ンプ，水槽共l乙併用竪型

ポンプを使用している 。汚水ポ ンプl乙フラッジュクリー

ンを使用しないで竪型ポンプを使った場合，汚水槽 lei汚

物が堆積する恐れがあるが，雑排水と汚水が共用になっ

ているから， f窓枠されて懸念されたほ どの乙とも なかっ

た。消火栓は小口消火栓 45 コ，消防隊専用鐙 23 コ，消

火管は，北館同様クエ ット式とし，クォー J レハイトーラン

ト，サ イヤ ミーズコネクジョンは 2 組施設している。ス

プリンクラ ーは劇場奈落， ブドー捌， I決写室，地劇スク

リーン上部，I決写室にそれぞれ配置して，防火の完全を

j則している。空調設備とともに術生設備の機器告も北，南

館共用のグラブ ィックパヰ、ノレを北館 lζ 設置し，運転状態

を監視できるようにしている。

! 藍芥の処理は北館，南館ともダスト ν ュート を設けて

最下階1 L1皇子ド焼却炉を設置，とくに| 功火について考慮し

てダスト ν ュートの最上部および中間にスプリンクラ ー

ヘッドを 取 り つ け て い る 。 ( 有馬正，渡辺信昭)



4  毎 日 ホ ー ル

、建

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

ま え が き

乙の度峻工を見た南官官には，毎円ホー J レ( 固定席 14 12

席) を l:jJ 心とし地下映画以IJ 助 ( 322 席) および侮円国際

ナロンの余計 3 ホールがあるが，紙面の自n¥合で1JJ 臼ホー

J レK. ついて簡単に設計経過を述べたし、。

使用目的として演劇を中心とし，音楽，映画など各種

の催しK 適合するものをとの乙とであったが，一方，予

算および工期の点で相当制約を受け，模型実験などを行

う余裕もなく，幾何学的作図と従来の実験デー ターのみ

を参考κ しながら計画を進めねばならなかった。

騒 音 対 策

ホーJ レは主要街路から速く配置され，かつ厚いコンク

リート壁を四周にもつため騒音対策としては， 下記の処

理を行った。

① ホールの出入 口扉を鉄製および木製の 2 重防音扉

とした。

① 街路に面する大道具搬入口は鉄扉と防火V ャッタ

ーの 2 霊で，公演中は常iζ 閉鎖する。

① ロビー廻りと客席通路は，すべて級車E敷として足

音の発生するのを防止した。

④客席廻りの仕上壁の内側紬組には木毛セメ ン ト板

ノロ引をはめ込み，隙聞は残らずモルタノレを充頃し

た。

① 冷暖房用ダクトよりの騒音はダク ト内に吸音材と

して蜂巣型の岩 Ｊｾｬｬ 以音 体を使用し ， 送風 機の騒音は

客席内』ζ 入らぬようにした。送風機は防振ゴムで総

会長ε

フホご

コ主ニ

E ヨ 響

号号，l L

日又 計

造体と絶縁した。

形 状 の 決 定

ホ ー ノレは ｾｦｦｬ ＷＲＸＲｍＳ で， 乙の程度のホールでは室内

の背響伝l諮は幾何学的 {ζ 取倣う乙とができる。そ乙で直

接音と ，ステージ近くのプロセニアム ・アーチに続く天

井や側壁から出て行く一回反射音波をもって構成する伝

播状態を考え，どの座席においても音の鮮明さ ，および

余韻が適度でアンバランスがないよ うに平面，断面lζ 検

討を加えた。

まず，一番不平IJ と思われ る上下階の客席最後部! ( ，な

るべく大立の反射音を送 るために，プロセニアムにつづ

く天井反射面の形状が決定された。理想的な反射函とし

ては，天井を厚い塗物仕上にしたいのであるが，仕上後

亀裂を生じて見苦しい上に溶下する危険もあり ，工期の

点も考慮した上，図示のごとき乾式仕上とした。

天井全体は音の拡散をはかるために波型天井を採用し

た。間接照明は音の反射の利用を考えた場合には不利な

点もあるが，ぜひ柔かい光線を視党的に快適なものとし

ておきたいとの要望で，そのような形K 決定した。

似IJ 壁は舞台近くを整反射商K 考え，下階の両側壁は，

下階客席に対して音の拡散をはかるため，凹凸面をとっ

た。 上階の両側壁はすランの内側で石綿板を凹凸面K し

拡散をはかる計画であ ったが，客席面忍iを少しでも大き

く取るために，最初から構造面は平行でなかったので.

表面の凹凸はやめにした。

第 1 図は断面と 仕上の大要を示す ものである。

第 1 図 毎 ， 1日 ネ - Iレ 断 布

づ"). 'η ー

仕 上 概 要

( A) 塩 地 12mm練 ベ ニ ヤ ク リ ア ラ ツ カ l

( B)  ベニヤ 9m m 布 貼 オイルペンキ

( C)  ベ ニヤ 6 mm 平ti 貼 オイルペンキ

( D ) 嵐 I由峨羽目 ヲリアラ : ; j，-

( E) 石制;1叡 9m m下 地 サ ラン JIIi

( F )  吸音スリツト It J i ，j 地位羽 田

( G)  ソフトテックス下 地 サラン貼

(H ) 岩純保温板下 地 サラン貼

( 1 )  リノタイル及ツユータン政

( J ) 舞 台 床 松 3 6 mm

( K)  音響反射板
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ro 2 図 客: 結 後 部 竪 仮 貼 ，il!細

残 響 特 性 の 計 画

講演をはじめとして歌劇に至るまで，ｾｉ ヨ ｦｬＧ ｊ に 応 じ ｾＡＱＮ

る残響可変装置を備える乙 とは丑I ! 似的であるが，今度の

計画では舞台の可動音響反射板以外は，騒々の佑IJ 約で実

現しなかった。主として演劇に使用するという条件が相

当強く出ていた乙とと，電気音響の設計担当者- から ，将

来エコ ーマジンを使いたいから残響l時間は短か自に，か

つ，できるだけフラットに計画してほしい，との希望も

出されたので，歌劇から講演までに適応する巾の広い残

響理想値のうちで，短か目の値 ( 500" " で1.4秒) をとっ

て設計目標とした。

最初から観客数 ｋ 対して，劇場 ｾｦｬｩ が非常に少い乙と

が予想されたので，怠匠設言1・者の理解のもとに設立|ー途中

で，ｾＱ 上 の Ｗ 階間際サ ロ ンの ｷ を ＳＰ ｣ ｭ 上 げたため ，多

少官「轡設計上有利になった。それでも ，なお満員H寺l乙は

希望{砲になかなか達しない乙とがわかったので，可能な

範囲でできるだけ闘い仕上を採用する乙とにした。 しか

し音響伝婚も考え，ステージの前の方か ら)1閥次，磁→中

哩盈旦)

AY 、 / ノ

結司 担旦

J O J O 

_'1. 之' <l l 邑

首I 3 図 客 府 側 面 サ ラ ン 貼 諸 制

→秋の仕上lζ 変化させ，I以? ? ? 面の必EEな背直1は反射防止

のために残響 ｈ 抑制を犠牲にしても ｉ 以背面とした。知 Ｑ Ｑｾ

を参照されたし、。

天)1二面は単に仕上ベニヤ板の厚さのみでなく，その野

縁もベニヤ ＱＲｍｍ の場合 Ｑ Ｕ ｾＱ Ｘ｣ｭ 問 ， 9 MMの場合 20cm

間， 6 MM JlJ. 30c m 悶と順次に変え，単に釘止めだけで

は，予期しない板振動の恐れがあるので，すべて樹脂に

より完全糊付のうえ釘打を採用し，乙の点、の施工も，と

くに厳重に行った。

下階の背面壁および側面壁の後部は，竪板貼の仕上が

前部から続いて廻っている関係で，閉じデヂインでの吸

音を考え，白地の部分 K. スリット状の穴をとり， レゾネ

ー ター ・タイプの吸音を考えた。ただ特定周波数の吸音

を避けるために，その背後の岩綿板は可能なかぎり斜に

入れ た 。 ただ穴の部分の面積が制約されたので ，金ｾ と

して多少の反射がある乙とは避けがたいと考える。 (第

2図)

側面の石綿板は，最初ベニヤ板の予定がさらに閏有板

第 1 五 残 著 書 l時 間 計 ; p 他 ( : ! ai 容積 V =7282 M :J )  

| 蜘々 政 | 悶~ 250 .. 500"  I  1∞0 "  2000・・ 4 ω0  .. 

同ミ 9∞. 5M"  0.034 0. 048 0. 068 0.089 0. 089 0. 084 

天 弁 1144. 8 0. 202 0. 167 0. 103 0.072 0. 061 0. 054 

血Jj !!.1l 面 756. 3 0. 145 0. 117 0. 081 0. 087 0. 097 0. 068 

'f'f ili j  ( 上階) 192. 6 0. 075 0. 089 0. 121  0.148 0. 143 0.122 

'1'f 而 ( 下階) 130. 4 0.207 0. 320 0. 258 0. 269 0. 253 0. 304 

ス プ : / 445. 9 0. 135 0. 122 0. 088 0. 104 0. 116 0. 118 

平 均 材 料 吸 音 lfl 3570. 5M"  0.133 0. 122 0.095 0.095 o. ω4  0. 086 

以 上 令 行 ノ 数 字 ハ 各 壁 面 ノ 平 均 吸 音 率 ヲ 示 ス

(1) 設計残留時間泌貝 1. 21 

1. 15 ]， 15 
1. 21  1. 25 

(2) 

"  
満貝 ( 反射板ナ ν ) 1. 17Sec  1. 08 

1. 01 1. 02 

1. 06 1. 10 
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下 前 科 院 附 災 前J ;成事事時 mJ ( 空席の場合)

第 4 図 下 階 測 定 点

振動の高い質量の大きいものをとの 乙とで変更になった

もので，その背後はほとんどダク トで埋り ，ま た前述の

ごとく客席の関係、もあ って， 斜lζ 貼る乙とができなかっ

た 。 ( 第 3図)

第 Ｑ 表 に各仕 上 面の平均吸音 ｾｴＱ と 計算残響 ｬ 時間をあげ

ておく。

かくして得た設計値は希望のものよりも残響時聞がや

はり短かいが，特性が大体平坦であり ，低音部と高音部

において多少長めで，従来劇場で好ましい音質であると

- 0 えられているタイプとなった。乙の設計では板状材料

を多く使用している関係、で，いつも延びがちな低音部の

残響3時間を短かくする乙とは楽であったが，高音部を長

くするのは非常に困難なため，できるかぎり天井プ ロセ

ニアム，反射板などを平滑に仕上るように努めた。

従来幾つかの劇場で， テー ラーメーキング ・ν ステム

が行われ，一応はわれわれも考えたのであるが，工期が

非常に短かく時日をさき えず，また常に膨大な仮設物を

内部!C包蔵していたのでは，測定結果を分析できそうに

もなか ったので中止し，そのかわり ，できるかぎり 従来

の実験デー ターを集めて詳細について検討を加え，伝送;

の努力をしたつもりである。

残響時間の実; 則 ( 第4図・第 5図)

( 日時) 劇場内仕上完了後 昭 和33年 3 月29 日

( 状態) 客席は空席。反射板を所定の位置におく。

( 音源) 舞台中央で前線より 2m後方

下階については大体各点とも設計 どおりの性質を示し

ている。 (0- 3) 点について中音付近で銭響11寺聞が下 っ

ているのは， Ｇｊｉ ｾ 音ス リットの共鳴吸収が多少影響してい

O
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零
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間
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)
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｢ｾ 主」三子 ｊ 戸 三 ポ 叩叫 ｴ 虫蜘州、
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「扱負Ul :C(古jtl 比 九新民}
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上 階偽ｽ唱 ＡＧ ｩｾ Ｚｊ，Ａ ￰ ｻｬｊｬｩＮｑ轡時 Ｑ Ｑ 日ＨＺＱＡ附 の場 合ＩおよびおｦｯｉｉｩＱｬｬＺＺｪｈＮｑ響 ｬ 時間

ro 5 図 上 階 測 定 点

るのではないかと考えられる。上階座席は各点とも特性

がほとんど一致している。 これで天井反射面の形態がよ

く. 拡散が完全であったことがわかる。

第 5図K 以上の実測から計算によって得た客席満員の

場合の推定値と，比較のために設計{胞を加えておいた。

反射板なしの場合は，各周波数とも 0 ，15秒程度残響時附

が少くなる乙とが計算によって確認されている。

全般に，実測では設計 値よりも妓聖書時聞が延びている

傾 向が見られる。従米の経験では，大体成響i時聞は設計

値よりも多少短かく なるよう であ ったが，正反対の結果

が出た。 乙れは吸音率の取方によっても逃ってくるとい

う見方もあるが，施工が予想以上!C正確にでき ，とくに

粉l小j が予想以上 K 完全であったと見てよいのではないだ

ろうか。

あ と が き

峻工後， 日も浅く ，伝送特性の測定，あるいはアンケ

ー 卜による観客の主観調査も予定されているが，まだ実

施されていない。乙れらの結果は，別の機会』ζ 発表した

いと思っている。なお当ホールでは， コケラ落し以後，

各種の催しが行われ，音響的にはいす' れも非常によいと

いう評判を闘いているので，設計者も責任を果したもの

と喜んでいる。別に説明のあるスピー カ- i / ステム も誇

るべきものであるので ， 両者 相 まって音響 Ｈ ｴＧ ｾ ｈ ι は理想に

近いホーノレであると確信している。

故後 lこ，音響設計側から希望した限られた材料を，上

手に生かしていただいた怠匠設計担当者，ならびに設計

者の無理な注文をよく生かして完全な仕事をしていただ

いた施工関係者山手く御礼申し上げます。( 山形勝久)
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毎 日 ホ ー ル

百

唱

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

才一デトリュ ームにおける音響設備を建築音響と電気

音響と二つに分けて考えることができるが，在来電気音

響設がiiは，単なる拡声装置として舞台面の首や声を拡大

したり ，本合に観客の呼出しをしたり ， レコ ー ド演奏し

たりする設備にしか過ぎなかった。しかるに映画におい

てν ネマスコ ープが盛んに上映されるようになって，そ

のもっている立体音響の効果が広く認められるようにな

り，また一方，家庭用のラジオや電気蓄音機について，

附円 高忠実度の問題がやかましくいわれるようにな って

オーデトリ ュームの拡声装置にも高忠実度の再生と ，ス

テレ才 サタンドν ステ ムが本格的 tζ 取上げら れよ うとし

ている。

毎日ホーノレの電気音響設備を設計するに際して，乙の

ステレ才サクンドジスアムを採用し，単なる高忠実度再

生装置としてではなく ，進んで、舞台演出上の一つの装置

として，さまぎまな音響演出 lζ 応じて種々な舞台効果を

出せるように工夫した。

在来行われていた一元再生では，いかに原音を音質的

/ _  

ヌl

コ主ニ

E ヨ イ蒲響

去 F し

日又

忠実に再生したとしても ，原音のもっている音の拡がり

とl臨場感は充分再現さす乙とはでき ない。

- : ( ，の音を右から，左の音を左から， 上の音は上から ，

と自由に音K 方向性をもたせ，音像の位置を展開さす，

いわゆる立体再生を行うためにはスピー カーを多数分散

配置しなければならず，またスピ ーカーの形が観客の自

に触れると，心理的にスピー カーを意識して充分な再生

効果を挙げる乙とができなし、。そとでできるだけ人の目

lζ 触れないようにし， しかも音質を損う ことなくいかに

してスピー カーを隠して分散配置するか，相当苦心を重

オ'J.t.こ。

メインスピーカー 3 群をプロセニヤム上K 配し，クォ

ー J レスピーカーを両側壁!C 6 コづっ，後壁』ζ 6 ::1 ，天井

に16 ::1， 舞台ブドー棚 IC 3  ::1 ，舞台内の皇置に 5 コ，舞台

面にコンセントとして 3 コをそれぞれ配置している。

プロ セニヤム上の 3 鮮はとくに音質と指向性を重視し

て， 1  ｪ 洋の構成は Ｓ Ｐ Ｇ｢ ｾ 16，000"1" の周波数レンヂを 4 j洋

に分視させ，低音スピーカー以外はすべてホーン型スピ

第 1 図 劇 場 拡 声 装 置 プ ロ ツ ヲ ダ イ ヤ グ ラ ム

102 

三 官 制 U .!..I



制

減

同

対

制

い

出

掛

U

h

h

ナ

「

糊

づ

仇

℃

恥

耕

一

腕

ト

醐

け

4

げ

は

ル

レ

耐

鰍

札

一枇

働

h

w

M

一

わ

品

川

、

~

プ

L

b

L

い

、

h

壁

ヤ

設

-

K

ツ

イ

和

刈

エ

肱

ω

猷

蜘

持

輔

釦

な

1

7じ

使

げ

…

山

村

山

れ

灼

め

ぺ

~

ぉ

U

'

チ

の

ピ

盤

セ

ス

ン

ャ

，

回

'

放

鳴

に

の

切

一一九一…町一一…吋…
ι

…
~…
一一一…
一一一九一一一一一一一一一

ぶ

む

な

お

立

た

y

k

h叩

川

相

官

主

ル

ツ

M

…

仇

Z

Z
ル

私

一
一
一
一
一
一
一

一
…
~
一
五
一
比
一
一
比
一
一
一

l

た

;
ι

叫

仙

川

川

悦

-

C

mか

制

灯

、
一

千

パ

℃

回

ピ

し

て

'

用

回

マ

イ

蜘

比

古

羽

目

白

一

数

し

も

な

日

か

私

ス

竹

川

当

U

・

~

川

町

猷

叫

山

ふ

九

ベ

4

・

U

れ

U

ん

が

沈

桝

-
d

袖

付

ト

和

咽

首

村

川

イ

ふ

れ

ー

が

ル

相

Q

l

u

幻

即

時

U

7

ふ

獅

均

側

、

、
、

恥

貯

附

「てi斗

)

 

商断(

 

図E

 
m

 

カピス図

F

内

J

W
第

ーーーーーーーーーーーーーー

一一一一一一

m2 図 主( プロセニ

ム) スピ ー ヵ ー

第 3 図
ョ

コ
ド プ レ ー ャ

Oe"  

8 5  

8 2  

OCI' 

ael4Oc， 0 日

。制L

OH刈R Op，円4

Ct. .so 町

Oc，

84 0 怒川 0 "ゐOe8

第 4 図
. A  '"巳

4カ， - i lC恒
図 〈平面)

Cl - 16 
天井スぜーヵー

ME l - 3  ｾよ ｵレベ ータマイヲロホン

Rl - 6 
右ウオ ールスピーヵ ー

F Ml - 3  F M用マイクロホン

ｌｬｾＶ＠
左 ウオ ールスピーヵ ー

ｍｬ ｾ Ｕ＠
マイク ロホン

ｂｬｾＶ＠
パックウオールスピーヵ ー

ｐｍｬｾＵ＠ m音マイ今，円F 中牛 J~
「

H ML  

S C  

シヰマスコープスピーヵ ー

H Mi U  場内モニタァーマイ空ロホン
S R  

ｆｓｬｾＳ＠
舞台プド一期スピーヵ ー

日C
プロセニアムスピーヵー

H R  ｓｬｾＵ＠
舞台スピーヵー

103 



紅白五百可

!  ｽＮｾサ二 ＩｱＮ 三三 ｚ ヱ

各省略l瓦・' "

主 ｾｊ ｬｕｬ， 率一

_ a鉱島1I l _

..，偲Zし. yi l

第 6 図 国 際 会 鶴 用 拡 声 装 訟 ブ ロ ッ ク ダ イ ヤ グ ラ ム

イッチで， 1箇のハンド J レ操作で任意のスピーカーチャ

ンネルと組合して，音像の移動を行う乙とがで きる。 ま

た，調整卓K 内蔵された各前置増 巾器と，等価増 巾器と

は，それぞれ互換性がもたせであるので故障の点検修理

が容易に行える。

主増巾器は 7 チャンネノレを一つのラック内に収め，各

チャンヰ、ノレは切替スイッチの操作で‘ 任意のスピー カーチ

ャンネノレと連絡し得る。

テープレコ ーダーは 3 チャンネノレ録音再生用 1 台，再

生専用 1 台 1 チャンネ J レ録音再生用 2 台を有し，主増

巾告書の出力側および前置増 巾器の出力側が任意に録音で

きるようになっているので，予め一元録音の音またはマ

イクの入力を音像移動用述! i l } J アッテネータ ーを通して，

3 チャンネノレテープレコ ーダーでプレレコしておけば，

演奏に際しては何の操作もしないで音像を移動させるこ

とができる。

レコー ドプレーヤーはモ ノラーノレ交互運転用 1組 ，パイ

ノラーノレ 1組を設置している。パイ ノラ ーノレプレーヤー は

演奏K 若干の困難を伴うが，立体音楽のソ ースとして捨

てがたい特長をもっているし，ピックアップの取替えさ

え用意しておけば簡単に45- 45のレコ ー ト‘ プレーヤーに

するとともできるので，将来かなり活用できると恩う。

その他ワイヤレスマイクを 4 組設備している，送信機

は周波数 40- 48MC の問を4チャンネノレとし，マイクは

コンデンサーマイクを使用， F M 変調，オーディオ増巾

部l乙トランデスタ - i : 用い，電池は水銀mi 也を使用して

小型将量化i: JI っている。ワイ ヤレスマイクの再生は立
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体再生が困難ではあるが，出演者が客席内 IC出てきた

り，隠しマイクの設備ができえよい舞台の場合などは，相

当有効に利用されると思う。

なお 7 階の国際会議場には国際会議用無線式イヤホン

を設備している。国際会議を 6 カ国語で行う場合( 国際

会議は最大 6 カ国語) 通訳がそれぞれの国語を自分の担

当訴に練訳し，それを各 6 チャンネノレの送信機で場 内iζ

放送する。会議の出席者および傍聴者は ，受信機のダイ

ヤノレを自国語のチャンネノレに合せると，線訳された言葉

をイヤホンで聴く乙とができる。乙の場合，発言者の言

葉が6積類でそれぞれをまた6種類の言葉で同時に放送す

るため lζ は， 6 カ国語lζ 村: i l l i した通訳が 6 人要る。さ も

なければ36人の通訳が要ることになるので，乙の場合 6

種類の言葉をーまづある国語に媒訳して，その媒訳され

た国語そそれぞれの国語 ｋ 街ｾ訳して放送するようにすれ

ば 6 カ国語IC精通した通訳 1人と，ほかは 2 カ国( た

とえば英語と仏語，英語と独語〉の通訳が 5 人おれば済

む乙と になる。そ乙 で第 6 図IC示すどとく発言者の声を

マイクで集め，アンプを通して媒訳席κ 入れ，媒訳され

た言葉を各翻訳席，および新聞記者席 IC流す。各通訳に

よりさらに議訳されて，送信機から場内 lζ 放送するよう

にしている。もちろん各通訳または新聞記者は切替スイ

ッチ で発言者の言葉を直接l聴く乙ともできるよう に して

いる。

乙の無総式イヤホン』ζ 使用の電波は短波帯極微弱包波

とし，場外lζ 対し絶対に屯波妨害を行わないよう室内は

充分ν ールドを施しであ る 。 ( 有馬 正，渡辺信昭)
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111:1和29年 6 月の毎日大阪会館第一期工事の着工から，

昭和33年 3 月の同第二期工事の完了までの金工事の施工

に当って，常K r極めて短い工期 内K ，構造 ・意匠 ・設

備な どのあらゆる直iの設計者の怠図を完全に生かした建

物を，できるだけ経済的に完成するにはどうすればよい

か」と いう乙とに留怠してきました。幸い，施主 ・設計

者の指導援助と各下請業者の協力とによって所期の成果

を収め得ました乙とは，欣快の至りであります。

以下lζ 施工法中，ほかの工事に比し特色ありと忠わる

るもののみについての概要を紹介します。

村) 掘撃工事・・ … ・当敷地の地盤は GL - 8m より G L-25 m

ｬ 乙 至 る間 ｉ ｃ，俗に梅田粘土層と呼ばれる沖積粘土Ｉｾを持

った軟弱地盤であります。しかも敷地民間には下水mの

満足なものはほとんどなく，その漏水が往年の「天満焼

け」の遺物である石僚の間iζ 充満し， Gし1. 2m 程度の深

度で00;]<. を見るという状況でありました。 ( Fi g ・1参照)

したがって前 IlI iの車道を走る市電，大型トラックの振動

が，敷地内の相当な広範囲まで伝るような不安定状を呈

していました。

Fig 1  

穴 の 鮮 細

を 方各 工 し て

株式会社 大 林 組

掘撃は水平通し切梁による総掘工法ICよりましたが，

八幡 Ｔ 号型，長さ ＱＶ ｾ ＱＸｭ の鋼鉄板と木製 Ｒ 段切梁Ｈ第

一期は 3 段) とによって完壁な土留支保工を施工しまし

た。極めて大きい水圧およひ' 土庄の処理のため，周辺IC

ウ エJ レポイントの打込を実施したかったのであります

が，周囲の状況上， 不可能でありましたので，やむを得

ず鉄矢板に水抜穴を設け，それにフ ラン ヂをつけて排水

調節をする乙ととしました( 写其 1および 2参照) 。乙

れにより ，矢板背後の常水位を降下させ，前述の車道側

から鉄矢板に加わってくる動水圧を軽減させる乙とに成

功しました。

(ロ) 基礎工事 ・・ 第一期，第二期工事ともに織田粘土

居を対象とした電気回結法( 詳細は「建築技術」誌ー 1956

年 7 月号の塚本猛次氏の論文を見ていただきたし、。〉が

採用されましたが，何分，乙の工法が高層建築に大規模

IC適用される ζ とは前例のないことでありましたので，

その実施にはとくに恨重を期しました。京大松尾教授お

よび日建設計工務の方々の懇切な指導を得ましたおかげ

で，乙の前人末踏の工法も所期以上の成果を収め，函白

凋什i

地周断面 と

山留支保工
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写真 3 西プロ ツヲ立渇き未了時の東ブロツ 9 工事の進歩状況

Fig 2 東 丙 両 プ ロ ッ ク の 配 百 図

をほど乙し得ました。なお ， 二期工事はＧｉＮ ｊｾｊ が短縮され

た関係上，電気回結法の配管配線関係はすべて地中梁の

中l L スリ ープを入れて収め， 通電中にも地下 2 階の機械

室関係仕上工事が併行して施工できるようにするなど，

工程促進に苦心し ました。

二期工事で敷地買収の関係から ，やむを得ず敷地中間

部lζ 鉄矢板を打って東西両ブロック lζ 分け，まず東ブロ

ック から 着工しなければな らな くなった乙とも施工上に

いろいろの問題を生じました。 ( Fi g. 2および写真 3参

照) まず東ブロックの主体工事を極力推進させ て おい

て， 西プロックは買収完了と同時に着工できるよう K 態

勢を整えておく乙とを方針として工事を進めました。工

程は予定どお灼進み，西プロックの根切工事の際の東西

方向切梁は，東ブロ ック主体コンクリ ー卜 に支持させる

乙とができま した。乙 の西プロックの活工は l昭和32年 3

)j で，施主より要求された会館竣工期限の33年 3 月まで

には僅か 1 年足らずの時日しかありませんでしたので，

地下の掘撃および主体工事の促進lζ 重点をおいて，昼夜

兼行で極力，工程を促進しました。その結果，鉄骨完了

8 月， コンク リー ト打設完了11月の予定が，それぞれ約

1 カ月短縮される乙ととなり，爾後の佐上工事を支障な
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く実施する乙とが可能と な りました。

内 鉄骨工事… … 設計者も書いておられるとおり，敷

地が非常に不整型なため， 鉄骨の接合部にもほとんど直

角部分がない有械でありました。乙のため，現寸検査，

製品検査をとく IL厳密IL実施して現場組立に不都合ない

ように しました。なかでも東西両ブロックの接続却は入

念lζ 施工しました。

Fl 鉄筋工事 一- 凶 9mm以上の主筋はすべて瓦斯圧接

工法によって重ね，継手を省略したとと ，異型鉄筋を使

用し て端部および碇着部を簡素化した乙と ，および鉄骨

柱のプレー ト部分に貫通穴を設けて梁筋の直線的施工を

可能ならしめた乙と など，設計の細部がよ く研究さ れて

いましたので，柱E誌の断面がかなり小さかったにかかわ

らず，コンク リート の打込みを非常に順調に実施する乙

とを得ました。

体) コンクリート工事. . . . . すべて生コンクリ ー トを使

用しました。

付 外装工高評・・・仕上の大部分はテラカッタおよびモ

グイックタイ J レですが，前述したとおり建物の各| 科が不

整形K なっていましたので，役物が普通建物の約 4 倍も

必要でありました。

1ト) 内装工事. . . . . 特記すべき事項はありませんが，各

劇場，ホーJ レ，とく lζ 大劇場の音響効果を最大限lζ 有斜j

ならしめるため，乙 れらの部分の天井，壁の施工{ζ はと

くに念を入れましたので，所j切の成果を収め好評をねま

した。

なお，地下劇場，大劇場，舞台廻り，ぶ どう初J. 同際

ホーJ レなどがあって仕上および設備工事に比較的時日を

要する東プロックの主体 コンクリートが早く完成してい

ましたので，工期が短かかったにかかわらず，全館の仕

上をl順調』ζ 実施し得ましたし，また，各1践についても ，

東西両プロ γ クの工程のギャップを利用して，東から西

への流れ作業にのせることができましたので，いわゆる

突貫工事的な労力の無駄なしに工事を進捗せしめ得まし

た乙とは，望外の幸でありました。

(チ) 設備工事 ..... 建物の性質上， 設備工事のウエイト

が極めて大でありましたが， エレベー ター工事以外のす

べての設備工事が当社の綜合請負になってい ましたの

で，施工上の統制，連絡が非常に 円滑に実施され，なん

らの支障な く工事を促進す る乙とができました。

最後K ，日m設計工務株式会社が設計担当者をして直

接，現場管理主に当らせ られ， 短時日の工期中 lζ いくたび

も生じた施主の要求K よる設計変更に際して，迅速に解

決策を明示された乙と ，な らび Ir . 施工上でi l l . 過した荷々

の隆路に当って，'，1中IIC適切な指導と協力とを与えられた

乙とが，乙の工事を遅滞な く完成し得た最大の要索であ

った乙とを痛感し，改め て 深 く感謝の ｦｾ を表す る次第で

あります。 ( 藤本辰二)
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ホ ー ル 内 の ス ピ ー カ ー と マ イ ク の 配 置 図
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c .  Ｑ Ｍ Ｑｾ＠ 天 井 ユ ピ ー カー

R. I - 6  右 ウ オ ール ス ピ ー カー

L. 1- 6  左 ウ オ ール ス ピー カー

B . 1- 0  " ヌク ウオ ー ル ス ピ- t -

PM. I - 5  W音 マ イ デ ロ ホ ン

HM.  L ， 

ｩ ｾｍＺ＠ R> 場 内 モ ニタ 『 マ イ ク ロ ホ ン

HL ‘  

H  C  ")プ ロセ ニアム ユ ピ ー カー

H  R  /  

ME . I - 3  ヱ レベ ー 今一 7 イウロホノ

F M. I - 3  F M Jll 7 イ ク ヨホ ノ

M. I - 5  マイクロホ ン

ちL 、

sc  ")ν 布、マス コー プ ユピ ー カー

S R 〆
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4.  スビーカー 1チャンネルの構成



ホ ー ル の 立 体 音 響 装 置

松 下 通 信 工 業 株 式 会 社

毎 日 大 阪 会 館 ホ ー ル 立 体 音 響 装 置 慨 要

音符下 Ｈｊｾ に完全に ｊｾｭ された ｩｩｪｮ 大阪会館ホールは ， 総下通 ＱＰ￬ r  

$ ( 株) の音響技術怖が， 長い続験 と， 新鋭の妓術を結集し て，

ホーノレ全 1*に，音を 向Ilr 自在に，じりまわ h せて ，舞台効果をあげ

る. 世界でも珍らし¥， " ランニング ν ステム" を取入れ先日管な

ノ、ィファイ1' I : 1.fi 音響装 in ( ステレオサヲン ドV スデム) をJ . l ' lill し

ました。

ニのホーノレは，音策会. i，Ji 劇 iノヰ・スコ上映の場とし て， また

r v ビスタジオとしても 位向のJを備キ 1. ? ているレト 「て 1.ぬ .. 

ではありません@

1. 主 調 整 卓

22伺のマイクロホン . 4 台のワイヤ ν ス『イク ， レ寸 ド"v

γ ー，アープ ν ゴーダー ， ラジオ呼の人 IJ を総合調秒 1 "'" 7  r  

キン トルの屯 I J W/l lr市iに供給 l . 立l型干客動1 ，で￥' " -1-け

2.  テープレコーダー調整卓

2  ｦｾ の ＳＷ 苛 ｹ ［ｪ、 ノレス ｦ レオ ｦ ープ ν コーダーと ， 1  Ti  .1 1  

ベ Y ;j，、ノレT ープ ν っーダの巡附{ 判"F，調幣キ li うニとがで H

j 。

3.  三連式レコードプレヤー

モノーラノレレコードプレヤー 2 ｦｾ Ｎ パイノーヲノレ ν コードプ ν

ヤー I 台を内厳している以もす ぐれたものです。

4.  スピーカーシステム

プロセニアムヌピ一方ーの 1 T ャy ;j、 Jレ吋 η の ν スデムは 4 1刈

のようなもので，次の 2 つの特疫をも って います。

(  1  )4way system 

4 れは H7械を扶 q 止IIJ で 占るので. 1をスピーカーの- ' l f' ，よい

部分だけを，それぞれにうけもたすニとがで .. J-， 総合的にメ

ッキリした苛となります。

( 2  ) 低 音を除いてすべてホ - : ' / Vステムを tlllll して い る の

で，過被特性のよい音になるのはもちろん. ilJ Jllj 内にY. J - 'の

自身分イli をもたらす指向特性 をもたすことがで去ます。

以上は段近の劇 場スピーカー ν ステムの欠陥を解 il l したrr11iWI

的なものです。

• 1 チャンネノレの情成

l止刊百 JHホーンスピーカー ・・・・ 0 目.. ...... Ｖ ｾ ，司

同音問ホーンスピ - j J _ . . . .. ・ 0 ・ ・ 2例

'I' J:i'f1lホ - y スピーカー ・・・ …… ω  H 司

自E古川スピーカ一 一・ 0 ・・ ・ 1  仰

官UJII HI1向性只 ビ ー カ - . .  ・ ... . ...  ........ ' 1  例

お よ ひ

クオールスピ - j } ー ー・. . . .. ............ .... ＮＮＮＮＮＮＮ Ｑ Ｘ ｾ Ｎ晴

天J t - スピ - j J ー ...・ ‘  ・ Ｑ Ｖ ｾ～Ｑ＠

が袋内されています。

5.  ワイヤレスマイウ ( 無線マイク)

ナV ョナノレワイヤレスマイクは，すぐれた音質( コンデンサー

マイク使刷 F MJi 式) . 動11 の安定 ( A . F . C同路方式) . 小

'1' 1科目l (ト ラγ ジスター使用 ) .  ¥11池J I' 命の明大 ( ナν ョナノレ

水銀位;lii 也使111) 等の特疫をも って いて， 吋ホー ノレには 4 校r:'l

が設備 されていま す。

1品，似月1周波数1t 40- 48MCで 4); 司法です。

そのほかアンプリブ ァイヤ ーとしては

マイ夕刊ホ Y J目rll :f，l ・ 22台

澗ＧＡｉＧ ｾｗ ｊ ｲ ｉ ｊ Ｆｬ .. ... ... ..... ... ..... .. ... ..... ... ... .... .. ll tl 

主1¥' /l IJ日4 ・ ・ 0 山 7台

Ｎｉ￬ ｗＩ ＩＱＧｊ ｲｬ ｬ 出ｾ ..・ 0  ・・ 0  ・ …  5  台

録音) 1' J rl l日s ・ ・ . . ..・ 1 台

モニタＭ ＩＱＧｊｾＺｭ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｓ 台

などがミキサーヰ〈に技 ｲ Ｑｬされ ， 主 調幣 Ｇｾｬ によって ， ド Ｑｉｬｩ Ｑｬ Ｑｦ に傑

作で止ます。

1. 主 調 整 車

2.  テープ レコ ーダ一関型車卓

3.  三連式レ コードプレヤー

eg---

受 信 機 砂

5.  ワイヤレ スマイウ送信機

f  

三一- - . . /
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毎 日 大 阪 会 館 南 館

毎 日 ホ ー ル 天 井 照 明

毎 日 国 際 サ ロ ン 床 リノタイル使用

-L  Y - d F - 7 ・ ょ

弘一一 ..

工 藤

ｌ 一一一一Ｍ，ｾ ｾ

電 気 株 式

. 6.  

=  
社

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社



ｾ＠

合同' { 11.: 1(lj 人 I I  7:  Ji' ｾｩｬ＠ IPl 11i  11 ; 1 ; ーノレ( } IIi士l

全 館 照 明 設 備 大 光 電

内 外 塗 装 工 事

毎 日 大 阪 会 館 南 館

機 株 式

. 6.  

τ"" 
ネ土

竹 林 塗 装 工 業 株 式 会 社



エレベータホーノレ大J 1Rl' i . 地下の岐にテラ ゾー

関 ケ 原 石 材 株 式
. 6.  

=  
社

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

キャ リア型ターボー冷凍機165冷凍屯250馬力

n
ソ
ム

4

E

E

'

 

4

・
・
・

毎 日 大 阪 会 館 南 館



毎 日 大 阪 会 館 南 館

シ ヤ タ ア 工 事 株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

毎 日 大 阪 会 館 衛 生 設 備 工 事 株 式 会 社 三 晃 商
. 6.  

=  



毎 日 大 阪 会 館 南 館

.]  

亀

リノリ ューム ・リノタイノレ

N リノタイノレ ・ピニラート

施 工

井 株 式

• 

. 6.  

τ'" 

J山卜~七ロータス !>Jj ノ，!u ンJ ｾ＠

断 l交 と り IL (t:' ｾｾ＠

ネ土

外 装 タ イ ノレ

株 式 会 社 平 田 タ イ )[.. 

株 式 会 社 関 城 化 学 工 業 所

株 式 会 社 近 藤 商 庖
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中央 電

地下一階変ZG室の一部

毎 日 大 阪 会 館 南 館

舞 台 照 明 装 置

1' ¥ ク 社株 式

. 6.  

=  
ナ ) 1， 

気 工 業 株 式
. 6.  

=  
社
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毎 日 大 阪 会 館 南 館

小 野 回 セ メ ニノ

大 阪 生 コ ン ク リ

小 野 回 レ コ
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ト

ン

株 式

1こは北館

. 6.  

=  
ネ土

ト 株 式 会 社

株 式

. 6.  

=  
社



最 高 の 品 質 - 最 大 の 生 産 を 誇 る /

伊奈の

ヲィJl - 衛宝陶器

〆

印 附 属 金 具

伊奈の焼印衛生陶器に は J 完a:i:iZ[;;フ 印附属金具をセ ァトで御利

用下 さいま す政おす 〉め申上げます。

<! t  伊奈製陶械式審議t

本社ゑ工場 愛 知 県 'i j"J' 滑 市 扇 商 事rr 回 電話千百滑( 代表 )700

東京事務所 中 央 区 西 八 丁 姻I 2  - 8 電 話 築地⑧5261 ・5262
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ーー ーニ ュー ・ 圃 圃 圃 圃E 毛哩・・

久我新一箸 「音 響 入 門」 に つ い て

(彰国札刊 ・建築文日!32 ・B6変形判 ・162頁・¥' 2∞)

著者久我新一氏は，音響研究者の大

部分が電気， 物理系の出身者である

中で，建設省建築研究所員として音

響部門の研究に活践してお られる建

築技術者である。氏の主たる研究は

駁脅防止な らびに室内音響であり，

音響材料誌や，学会研究報告などに

発表されている。 一昨年建築技術誌

上に数固にわた って執筆きれた 「騒

音防止の実用計算法」は特筆される

べき価値がある。今回，彰国社より

発行さ れた「音響入門」は全二巻よ

りな り，その一巻であ るが，乙れは

前記 「騒音防止の実用計算法」をま

とめたものであり，内容は質問と答

の型式による基礎編20問，騒音防止

編30問より な り，建築音響学の核心

に触れたもの，ズパ リ50聞の中に取

り扱 つである。現在発行さ れている

音響学の書籍は難解なものが多く ，

平易に理解し得るものは，ご く限ら

れている。著者は本舎に音響入門と

名づけ「建築科の学生および設計者

を対象として，基礎智言論と実用的な

取敏いをまとめた」とある。 本書一

読後の端的な私見を書けば，

1. 実用化という点において，数値

計算例のないのは入門書として

親 しみ難 く思う 。

2 .  音の大きさ ，強さの単位に対す

る説明は明快で，初めて背事平学

に関心を持とうとす る人には，

乙の項が理解できるだけでー誌

の価値があ る。

現 代 建 築 ( 年 鑑 '58) 過程をうまく説いているが， では建

l.I VI NG DE SIGN 季刊冬号 NO. 2 築家は伝統を具体的にどう取り上げ

美術出版社刊. B5判・190点・￥470 るかという点乙そ問題であろう 。池

1957年の建築界をふり返ってみる 辺脇氏は独立住宅設計の停滞を破る

と， ii 災後ずっと続いてきた活況が下 一つのブj 向としてイン ダス トリーを

火となり ，新しい転換期が迫 ってい 指向 し そ の中でデヂインの自 由度

る乙 とを何となく! 必じさ せられる。 を保つとい う画期的な方法論を述べ

乙の本はそれを指摘する 乙とを狙い ている。 しかし一番重要な両者の結

として， 日本の現代建築を時代のill !J びつきK ついては別の機会κ 譲って

きの中へ位置づけようとしたも ので いて，その方向が時代の放に乗って

ある。内容は総論，住い，技術，思 いるのを感じるだけであった。

潮，展望，文献の 6 章l乙分れ，執筆 全般的』ζ 建築デヂイ ンの立場から

者はいずれも建築ジ ャーナ リズムの の現代建築の位置づけに重点が置か

先頭lζ 立つ人たちで，考察的と いう れているため， 誕歌的K 流れ不充分

よりは時代感覚' の庇盛な評論が集め なアク トラインの展開に終 っている

3.  乙の程度の紙数では著者の怠図

すると 乙ろは充分果せないので

はなかろうか。例えば，乙れだ

けの方程式を扱うな らば. 微分

方程式の成立や式の変換に説明

が充分でないよう κ 思われる。

4 .  数学解析に対する理解力と ，あ

る程度の音響的智識を有する者

を対象として考えるならば. 本

書は設計者，技術者にとって適

確な解答を与える要を得た嘗物

である。

5 .  本書は誰lζ アも平易なアプ ロー

チではないが，入門書として程

度が高いという乙とは入門書の

意義を減ず るものでな く，地道

な研究者である著者の権威あ る

小冊子である。

( K K竹中工E附設計部 北村隆夫〉

られている。 乙とは否定できない。 もっと 総合的 のを除いて，乙の本の内容はいわゆ

都市の現状は建築を高f¥市計画の中 な鋭点、から現代建築の動きを捉えて る年鑑のデー タ・ブッ ク的性格から

で犯還 しなければならぬ段階lζ 来て ほしかっ た。 工業の構造が変りつつ 縁遠い。 「年鑑 ・58J という副題も適

いる乙と ，建築デヂ インは創造の転 ある中で，建築生産がどういう位置 切ではない。 また装績の スタイル ・

機に来ている 乙との 2 点が全mを通 を占めているか。大規模な住宅団地 ブ ック的なのも少し気にかか った。

して クローズ ・アッ プさ れてい る。 によって新しいコミ ュニテ ィが形成 「はじめに言 っている ように， 乙

その位置づけはあざやかであるが， されつつある社会的要因は何かとい の本が久しく宿望されながら今ま で

単なる状況説明κ 終っていて，乙の う点など5 7年の建築界は，建築作品 実現し得なかった建築年鑑への第一

転期にど う対処するかという点では 以外で考えてみなければならぬ多く 歩」とする ならば. 乙れが契機とな

いささか物足りない感じがする。例 の問題点を内包している。 って充実した建築年鑑が出版さ れ る

えば，伊藤ていじ氏は伝統が論争か 巻末1(.57年中κ 発表さ れた論文を 乙とを読者とともに切望したい。

ら建築家の現実の問題になって きた 網羅した文献自室長が載せ られている ( 京都大学大学院 住田昌二〉
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問 I UI! c:f豆急〆

ー亘孟呈. . . -

' ，，1:1・・・・・

伽 凶f'1rコモ

生 活 の 近 代 化 と 設 計 と の タ イ ミ ン グ の ズ レ

越 智

世の中が安定 してきて生活の近代化が進んでき たと ζ

ろへ，オートメー ν ョンによ る畳産の家庭用電気寝具を

中心とする各メ ー カーのタイムリーな宣伝が主主及して，

いまや，都市も ，12村も，電気君器具ブーム lζ 夜われた感

がある。

経 済企随i庁の「生活白書J ICよっ て， 乙れらの家庭器

具の本年 4 月現在ICおけ る所有状態の概況を百分率( % )

で示せば，つぎのようである。

都 市 民 村

シ ン 75 72 

テ レ ピ 6  0.2 

電 気 冷 蔵 庫 18 

電 気 洗 濯 機 30 6  

乙れによると ，電気洗濯機などは，都市においては，

10戸に 3 台の;出IJ，すなわち 3 戸に約 1 台の普及率という

乙とになる。

また，本年 10月 3 日の大毎紙は，尼崎市段協が1∞0台

の電気洗濯機を，民家の希望するメーカーから一括立替

購入して ， 出家 』 ζ 配 布し， 民 家はその代金を Ｒ ｾ Ｓ 年 同 計画

で位協lζ 償還 していく方法を実施するという記事を掲げ

ていた。 そして， 乙れはj込繁Wl をひかえた主婦への贈物

であり ， i新しい村づくり」運動の一環として行われる

ものだという。

新生活は，住宅の改善，なかんす' く ，家事労働の軽減

から出発するが，いまさら ，ゴ: .!ttil の家事労働時間の分析

をし て みるまでも な く ， 多くのＺ ｾ ｉＧＮＡｉｴｊｽたちの 願 いは ， 住宅

においては，能率のよい台所と家事部分の快適な配置で

ある。それ古文. 住宅の平面計繭K おいて，電気洗濯機な

どの位置を考慮する 乙 とは ， もは や 時代のｾ訪 で あ る と

みてよかろう 。

〉く X  ×  

ひるがえって，今日の住宅は，どうであろうか。

現在 233 万戸不足している住宅事情のもとに ，住宅金

融公庫の融資ICよる個人住宅 ・分譲住宅 ・社宅なども続

と々 建てられてい るが，本県における本年度分の2000戸

K およぶ乙 れらの住宅のプランを，申請図lζ ついてみて

感ず る乙とは，申 し合わせたよう κ. 上述の「時代の要

118 

隆 晴

詩J Iζ は青1(1限定まで，とく に家事用部分の改善などについ

ては全く 目を塞いでいるという乙と である。

少く とも，個人住宅を建てたり，分譲住宅を購入した

りする人達は，冷蔵庫や電気洗濯機は必須の ものとして

用意さ れてい るにちがいない。と乙ろが，設計には，そ

のよう な考慮は全然払われていないのである。

コンクリー ト・アパート でも，現に入居の世帯の何者j

かが，乙れらの物を持っ ているが，設計の段階で，その

置場が忘れられているので，どうもイケ 7 セン。

乙のよう な状態がながく 続いたとしたら，建築家は，

ついに，世の奥様方の批判の的になるのではないかと心

配する。 i住宅の改善は生活の改善を促がす。」とは，

英の文京ディ ケンズの言葉であ るが， ζ の協合は， i住

宅の改善」が「生活の改善J 1( ，タイミングの而で明ら

かに遊れをとっ ているからである。

X  ×  ×  

以下，実例について少しく考えてみよう 。

第 1 図は，公庫融資による建坪18坪級の分譲住宅の平

面関。 第2図， 第3図も，ともに公庫融資による建s j ' - 18坪

級の分譲住宅で，その台所 ・浴室部分を大写しに示 した

平面図である。

乙れらの図に もみら れ るように ，浴室には， i洗面 ・

脱衣」の区画を附設しているが，洗潔の場は依然として

前近代的なタライの作業や洗濯槽に転嫁して省みられて

いないのが通例のようである。

( 註け

しか し，Uti l i ty の区画を別 lζ 考えた住宅の場合は論外

として，一般大多数の住宅では，やはり ，浴室廻りに洗

濯場をもっ Bot h Uni t としての配置を考え るのが妥当で

あろう 。 ( 台所の設備としての冷蔵庫な どの位置，その

他，台所 ・浴室廻りの細部の構造やモデュ ーノレの問題に

ついては，乙の稿lζ は省略する。)

そ乙で，第 2 図においては，原案では，脱水窃l乙洗面

総があるが， 乙の洗面器の位置を洗濯機に譲り ，洗面器

「注1) 勝手口と 洗溜室・アイロン室 ・ボイラ ー室等を一つにしたよ うな

部分で，多〈台所lζ 隣* し，下流し ・洗濯滋 アイロン台・給湯・暖房・

換気等の峨峨設備を備え，いわゆる勝手廻りの家事をすると E ろを ユ

テイリテイ Ut i l i t y という 。



は浴室の内部( 点線の位置) IC設置してみてはどう であ

ろうか。

また，第 3 図においても，原案は前記問機であるが，

乙の洗面器の向って左側K 洗濯機を置けば，そのままの

位置で洗濯機を使用できる が， 乙の場合も ，洗面擦は浴

室の内部( 点線の位置〉に設けてみてはどうであろう

か。

そし て， 浴室の出入口の戸は，原案のような引遊戸で

なく . 乙の場合は，開き戸 ( 点線の方向) κ しな いと 使

い勝手が悪い。 乙の乙とは，浴槽の残 り湯を荒洗い用と

して洗濯機lζ 注ぎ入れ る動作などと ，洗濯機および扉の

位置とを考え合わせればよくわかる筈である。

以上の乙とを設計者に話会ってみたとζ ろ，その設計

者 も同感で，原案は修正された。

つぎに ， コンク リー ト・アパート では，ベランダやノ4

J レコニの片隅K 洗百霊場をとった例はよく見かけるが， 洗

濯機の使用を予想して配置された例は案外少 い。7. l <洗便

所の洗滞71<.す ら節約す る居住者が少な くない民情のも と

では，浴槽の残 り湯なども有裁に洗淑IC利用されねばな

るま し、。

第 4図は，公庫融資 のコンクリ ー ト ・アパー トの例

で 1戸当り 18坪 級 の も の の 浴室廻りの平面図である

が，その平面の適否は別として， 乙乙』ζ 始めて，アパー

トK 使用勝手を考えた洗濯機のE主を与えら れた乙とは一

進歩である。

元来， 乙の種のア パー トは，共同胞設としての共同洗

濯室や乾燥装置を設備した形態lζ 将来は進んで行 くべ き

ものであるうが， 乙れも ，いま直ちに，すべてのアパー

トK 望むべく も忽い。 ζ の意味で， 乙のアパー トの事業

主体およ び設計者の温かい血の通った設計態度に共感を

党える のである。

それにつけても ，屯気保具メー カーは，も っと建築家

と協同 して，製品の宣伝には， よ り立体的な角度から ，

「家事労働の軽減などに役立つ器具の適正な配置を考え

た住宅J の関案募集でも ， 乙の際やってみられる気はな

いかと聴いてみたい気もするのである。

x  x  x  

さ て ， 叙 上 の乙とは ， 単に電気ｾＮｊＺもだ け に乙 と よせ て

住宅設 計家の一般的な設計態度を哀から 眺めてみたつ も

りであるが，建築の設計家は，まず，閑民の実生活の態

i隊を動態的 lζ 把握し，かつ，将米の! I i I)向を明察し，建築

の機能的な生命を永〈保ち得るよ うに，あら ゆる函を検

討しつくされた 設計 ( その用途や規模の 大小を問わな

い。) を位に贈 られ るべ きではな かろ弓 か。乙 れ ζ そ，

公共の偏祉に寄与する建築士としての基本的な態度であ

るといえよ うの

c事者・兵庫県建築主事 ・神戸大学工学部講師)

第 1 図

ｊｴ Ｒｾ＠

3町3 図
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i  • 3期全30巻

3 0 家 の
建 築 文 庫

3 5 各国の建築教育( 首)

季刊・建築史研究 No.26

重 版 建 築 講 座 ・ 4 構 造

建 築 講 座 ・ 5 歴 史

建 築 講 座 ・ 9 施 工

建築ハンド7 ' ック・ 1 見 積

建築ハンドブック・ 9 鉄 骨

建築写真文庫・ 15ナイト・クラブ

建築写真文庫・ 25住 宅 の 玄 関

建築写真文庫・ 26台 所

建築写真文庫・ 35襖 と 障 子

医 院 病 院 建 築 図 集

日 本 建 築 史 図 集

日 本 建 築 史 序 説

建 築 基 準 法 早 わ か り

建築学大系編集委員会編 担当 は内田祥哉，

川品甲士。中央学園講堂及び羽田空港郵便局

A 4 変形 196頁特製函入 定 価￥1.550 〒160

執筆 ・池原豊島郎 工高の教材 ・2 級建築士受

験の原動力とな る設備の 具体的な手引書です

A 5 半IJ 2∞頁 上 製 定価 ￥350 〒 40

西海健彦著 現代家具のあら ゆる詳細図を原

寸によって収録紹介した実用的な 好図集です

A  4 1tJ  92頁 特製函入 定 価 ￥900 〒 90

彩国社編 さまぎまな種類の燃 えない住宅を

写真によ り紹介 した， 住宅の 好参考資料です

B 6 判 80頁 総アー ト上製定価￥300 〒 30

彰国社編 新 しい意匠の洋風の門を数多く紹

介 した新築改装にすぐに役立つ好写真集です

B 6 判 80頁 総アー ト 上 製 定価￥300 〒30

新海悟郎著 家の いたみ方，維持の仕方，普

請の地峡差など具体的に詳述した実用書です

B 6 変形 172頁 上製 定 価 ￥ 190 〒 20

小料:ヌ; 次編 イ リノ イ工大，マ ナチュ セ ッツ

..L.大，ハーパー ト大などの実際を収めました

B 6 変形 168頁 上 製 定価 ￥190 干 20

建築史研究会編 I唯一の建築史研究の季刊誌

で，建築史研究家のすぐれた発表機関です。

B 5 判 33頁 上 製 定価 ￥150 〒 15

佐野他 2 名 A 5 判 2∞頁 定価￥350 〒40

渡辺 保忠他 A 5 判 230頁 定価￥ 350 干40

錫持 岡IJ.f，' A  5 判 204頁 定 価￥350 〒40

猪野勇ＭｾＺ B  6 1tJ  240頁 定 価￥300 〒30

田中正j銭著 B 6 1tJ  370頁 定価￥450 〒50

1多国 社 編 B Ｖ ｾ 当 ｾ 96頁 定価￥300 〒30

1; 多国 社 編 B 6  'I'-l J  96頁 定価￥300 〒30

彩 国 社 編 B 6 !ドU % 頁 定価￥300 〒30

1診 国 社 編 B 6 !何 回頁 定価￥300 〒30

大沢潔之助者 B 51t J  78頁 定 価￥250 〒30

建築学会編 B 5 判 76頁 定価￥300 〒30

太田博太郎著 B 6 判 158頁 定価￥120 〒20

j出版以三郎 皆 B 6  Ｊ ｾ＠ 1M頁 定価￥ 200 〒20

120 



子L

接着剤はセメダイン附の

サンライトセメダイン

大

靭

水

燃

易

麗

易

簡

度

工

硬

強

耐

難

施

美

塗

0

0

0

0

0

0

0

 

|標準サイズ|重泣( 長) 帥( 枚〉

3尺X 6尺 6.0kgl ￥ 390

1. 3分 ( 4 ｾ弘 Ｉ I  - I  I一一一ー

4 尺 x 8 尺 10.7kgl ￥ 850

3尺 X 6尺I 7. 7kgl ￥ 620 

1. 5分 ( 5  'X;) I  I  一一ト一一一

4 尺X 8尺I 13. 5kgl ￥ 990  

3尺 X 6尺 10. 5kgl ￥ 800

2. 0分 (6.5%) I  - - I一一一一| 一一一一

4 尺 x 8尺 18. 5kgl ￥1，300

. . . . " 

甘装

厚 さ

硬質繊維板( ハードボード)

日本レイヨン株式会社製造元

E 三l大きさ |

i:i Zi|1尺角

ii Zi '弓五角

1. 3分厚￥1，400 (坪) 1. 5分厚￥1，600 (坪〉



7 D ? - t :，手M

議ミ主、

号". . ・' - 1: : "事情

本 社 工 婚

東京支底

OR I E NT A L  

.  Ｚ珂 ｉ同凶主屯正 Ｇｪｦｾ

、ド4aE下- 司手F工"吋，守

長 記

Ｗ｡ＷＭｾＺＢ 手相

用途… 橋梁用・プラ ットフオーム周及耐酸床用

厚サ 20-25-38-50 粍 巾 120 粍 × 長サ 240 粍

Jt llIン'1J1Ll lJ lf製造掠式会it

Ｔ ・ ｾｉ Ｚ J). 1  均 j己崎市長州7 掃 川 有rl 1l 44 T E L 火山 ( 48) 4947- 9 ・5920

!.UJ;r 文'.I i).i. ｉ Ｚｊｊｾ＠ 1，品1i 9;Ut IEml桜町時越 T E L  (厳 )252 ・υIII J )2736 ・5978

九州支1，Ii)). I))a 福岡以八幡市 '1とiJ' ，11; 1l 6の2 T E L  ( 八幡) 723 ・2512

南 北 文 '.'f)t [os J  福砧応部11111;外日久1111111久保 川 142 T  E  L  (，"1111) 267 

名 古 );1 怜 Ｇ ｾ ｉ 町名 ｔ 片 岡市熱川氏 ｾ ，ＭＱ＾］松山 Ｑ Ｒ の ＳＵ T E  L 台 市1; 1 ( 8 )  7674 



月 分)(  4  
. 6.  

ロ

4

2

 

'

広

設

で

国

間

↑

c
と

御

姐

ら

包

下

さ

れ

以

美

し

い

カ

タ

ロ

匁

回

目

忠

世

帯

剣

送

リ

放

し

ま

司

121 

住宅委員会 ( 旧年度分)

2日 3時一- 6時 於会館集会室

ｬｊ｟ ｾ 席者四品委員長外 Ｕ 委員

(  1  ) 欧州の建築スライドの発表

( 2  ) 次年度委員会への申送り事項

( 3  ) 次年度委員推成の件

上

24日 3時一一51時 於会館会議室

出 席 者 酋 ぬ 委 員 長 外 12委員

(  1  ) 委員長選任の件

( 2  ) 前年度委員会よりの申送り事項の件

( 3 )  33年度活動方針の件

編集委員会

幹 事 会

11 日 411寺- - 7時 於会館会議室

出席者 佐野委員長，足立幹事外2委口

(  1)  7 月 「13年建築家特集」号企画の件

( 2  ) 竹股前会長の回顧録述載に関する件

( 3  ) 地方支部との述絡並びlζ 地方公民開拓の

件

(  4  Ｉ新年度委員 折 ｊ ｾ 艇の件

委 員 会

12日 211寺一一5時 於会館会議室

tl ｾ席省佐野 委員長夕 刊 委日

(  1 )  5 片 「桜並構造特集J 号経過報告

( 2 )  6 刈 「新朝 U ビソレ ・紛日大阪会館特集」

号経過報告

( 3 )  7 月「青年建築家特集」号企図

(  4  ) その他新年度委員推成の件外

喜五

同

ミl五

議

議

理

正午一一 2時 於会館集会室

尾崎，東畑正副会長外 13理事

竹腰前会長外2前理事

恒例により新! 日理事会同して午餐を共にした後開会。

議 事 (  1  ) 旧新両会長の挨拶

( 2 ) 前年度理事会より申送り事項の件

( 3 ) 理事会務分掌の件

( 4 )  'i ifl設委員会委員委l磁の件

( 5 ) 昭和32年度決算に関する件

( 6  ) 多人数会員約介者表彰に関する件

( 7  ) 事務局!隊員{ 少年延長の件

( 8 ) その他

( イ) 大阪不燃都市建設促進協議会発起

人の件

( ロ) 会館特別勘定に会館基金の科目新

設の件

事 会

16日

出席者

ぃ
巾
申

議

(ノ、) 理事公定例 H の件

( 9  ) 前会長の処巡その他lζl 刻する件

( 10) 入退会者承認の企

( 11) 報告事項

建材審査委員会 ( 旧年度分)

2日 31時一- 4時半 於会館公議室

出席者 置塩，竹内正副委員長外5委員

(  1  ) ヒγ ターラ イト審査の件

( 2 )  リグナー ノレ務査の件

( 3  ) へ トロンボード審貨の件

ニー、U

雨竜

京 社 式 F良 市 東 淀 川 区 三 国 町 一 一 一 一 営 業 所 ・ 衆 京

議



杭

縁 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 事

大阪市西区西長掲北通四丁目 ーO細野ピノレ三六号

電話新町⑧九九五~九九八

教育委員会

建築設備小委員会 ( 空調部会)

15日 2時一- 5時 於会館集会室

出 席 者 三 村 主査外4氏

原稿執筆状況の報告並びに今後の進め方について打合

せ協議を行った。

事業委員会

23日 5時半一一7時 於会館集会室

出席者 岩崎，尾亀正副委員長外 10委員

議 事 (  1  ) 委員長，副委員長，幹事の選任

( 2 ) 前年度委員会より申送り 事項の件

( 3 ) 各小委員会の主査及び委員の選任

( 4 ) 見学会の企画

.(  5 ) 報告事項

小委員会 ( 若い会員の集t ¥)  

28日 5時半一一7時 於会館談話室

出 席 者 三 品 主 査 外2委員

次回集会の企画について協議した。

小委員会 ( 古建築見学会)

28日 5時半一- 6時 於会館談話室

出席者井上主査，佐久間委員

見学計画について協議，京大川上助教授の指導を受け

る乙ととした。

災害委員会

25日 3時半一一5時

出 席 者 石 崎 外 15委員

於会館集会室

各 種 陶 管 ・ 大 正 便 所 ・ S. P. 石 綿 パ イ プ ・ モ ル

タ ル製 敷ブロック・ 腰 掛ブ ロ ッ ク ・ ス ペ ン サ ー

セメント 煉瓦 ・流司洗溜槽 -塵芥箱 -空気抜 ・ヒューム管

各種セメント製品・コンクリート製品製造・販売

⑨ 芝 舟 建 絞 宿 舎

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

電 話 @2  4 2 0 番
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大 会株 ぷロ与
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議 事 (  1  ) 委員長の選任

( 2 ) 前年度委員会から の申送り事項の件

( 3 ) 本年度の事業企画について

惣 談 会

ソ連建築家を囲む懇談会

7日 5時一- 9時 於大阪建設会館

11¥席者 ソ連建築家スタ モ氏，イオノプ氏

及び通訳2名

共催団体代表7氏外一般 120名

大阪 日ソ協会並びに木会外関係建築団体の 5 会で共催

後 援 会 合

新しい建材の説明と展示会

10日 2時一一 4時 於 大 阪 木 材センタ ー

12日 同 上 向 上

主 催 大 阪 木 材 セ ン タ ー

出 席 者 各 自 共50名

富士波長尺トタン及び ラスシート 説明会

16日 2時一- 5時 於大阪建設会館

主 催 東 邦 工 業KK. 安宅産業K K外

出 席 者 約 150名

大阪不燃都市建設促進協議会の創立

24日 10時一一 12時 於 大 阪 商 工 会 議所

本会も発起人と なり創立総会を開催

柑

判

容

淳

一

五
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造

販

売

器風通
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個人名誉正会員

渡 実 幸 君

逝去 さる

名誉正会員渡実幸君は去る 33年 4 月25日逝去さ れ

ました。

乙乙! L，その略歴を掲げて，謹んで哀悼の怠を表

し，その御冥福をお祈り申し上げます。

略 歴

明治20年 4 月 4 日 鹿児島県に生る

明治42年 4 月 関西商工建築科卒

明治43年 7 月 片岡建築事務所に入所

大正 15年 3 月 株式会社竹中工務庖に入社

昭和22年 2 月 同社京都支庖長に就任

昭和23年 12月 同社停年退職

昭和24年 1 月 同社曙託

昭和30年 2 月 同社竹寿会員

昭 和 Ｑ Ｐ 年 ｾＱＱ 年 日本主主築協会評議員

昭和30年 2 月 同会名誉正会員に推薦さる

昭 和32年 度 日 本 建 築 学 会 賞

論 文 関 係

1958年 5 月

ゴ ットフリートゼムパーの建築論的研 究 大 倉 三 郎 君

( 京都工芸主繊維大学教授工樽〉

建築基礎 ・地盤ならびに上部構造との関 大崎 J i 脱彦君

速に関する研究 他校行孔畷研究所貝工博)

建物の防湿に関する研究 斎 藤 平 蔵 君

( 東京大学助教授)

終局荷重設計法に関する一連の研究 田中 尚君

作 品 関 係

念 吉 市 庁 舎

国鉄川崎火力発電所

その他の業績

(見I京大学助教授工博)

岸田日出万君

( 東京大学教綬工悶)

丹 下 健 三 君

( 東京大学助教授}

馬 場 知 己 君

Ｈ日本国有鉄 道技Ｈｉｩｪｪｾ ＳＡ利益役 Ｉ

考案試作「強震計の考案と試作」 高橋竜太郎君

強震計委貝会委員長

l I ! 京大学教綬工同

調査事業「居府関」 村 田 治 郎君

{京都大学教授1 : : j曹)

個人正会員顧問

葱 中 一 良 君

逝去さる

正会員顧問E夜中一良君は去る 33年 4 月28 日狭心症

のため逝去されました。

乙ζ i ζ ，その略歴を掲げて，謹んで哀悼の怠を表

し，その御冥福をお祈り申上げます。

略 歴

明治27年 2 月 生 れ 本 籍岡山県児島郡甲浦村

大正 7 年 東京高等工業( 東京工業大学)

建築科卒

大正 7 年 大阪鉄筋株式会社に入社

大正 13年
同社務所を辞を し東京 lζ て1夜中建築

事 開設

昭和 8 年 同所を大阪に移転，現在』ζ 至

る

昭和 14年 本会評議員 ・編集常務

昭和 ＱＵ 年 ｾ Ｒ Ｒ 年・ 本会主記常務

昭和23年 本会主記理事

昭和 ＲＴ 年 ｾ Ｒ Ｕ 年 本会評議員

各委員会委員長・副委員長・ 幹 事 の 選 出 に つ い て

下記のとおり ，各委員会において， 正副委員長 ・幹事

をそれぞれ選出いたしましたのでお知らせ申上 げます。

事 業 委 員 会 妥 貝 長 岩崎甚大郎氏

国lJ il;貝長

幹 事

編 集 委 員 会 委 員 長

委 員

尾m清四郎氏

三 品 哲 夫氏

山本 茂氏

内藤 一真氏

塚 本 猛 次氏

谷 口 尚武氏

( 前号委貝会名簿に追加)

石堂正三郎氏( ，，)

(註 ) 33年度妥貝をお願いしておりました上林博雄氏が辞退してと

られましたので，石堂正三郎氏に33年度委貝を御委瞬申上げ

る ｅ と ｉ ｾ なりましたから ， 追って御知らせいたし ます。

住 宅 委 員 会 委 員 長 西嶋徳太郎氏

出 版 委 員 会 委 員 長 高橋 康夫氏

災 害 委 員 会 委 員 長 馬 場 善 雄 氏

教 育 委 員 会 委 貝 長 奥 島 正 一 氏

幹 事1 中原 茂氏
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定 時 総 会 (4月11日 ) の 盛 況 光 叡 恕貌晩餐後 ｴ ζ 於ける顧問 竹中 島 ｾ 一 民 主主 拶

社 団 法 人 関 西 建 材 協 会 ・ 4 月 分 会 報

会計検査 4月2日- 4日

32年度収支決算その他 1年間の会 J I状態内容につき住

友信託KK調査部 lζ 調査を依頼， 3  i J 聞に 豆 り検査を受

けた。

理 事 会 8日 1 - 311寺

青木副会長，室谷: m!':; F 長，久保，竹村木監事外 9 }1J! r， 

11¥席。

初報告， 32年度決算，総公，新 11 1辺事会の件，新評議

口 ， 持田氏感謝状贈 ｅｌ 退任理事記念品目首＿の件ｾ［議

決。

評議員会 8日 3- 511寺

横田議 長外 ＱＳ 名出席及び久保，佐村木 ｾￇｾｩ 1;: ，室行理事

長11' ，席. 321 f 度収支決算承認。

座 談 会 9日 午後3- 5時

福岡土木m築新報社長持田氏を凶み，干) 志11¥府会員と

懇談，河tf ! : 装飾外 15.t-'，山席。

定時総会 11 日 3 - 31時 於 今 焔 クラプ

中村会 長外会員 ， 米賓 ［ｮ Ｑ ＰＸ ｾ ノ Ｇ ， ＱＱ｜ Ｑ 市

321，ド度中逝去 された J次会員経原i L':'J¥のUlCに然術後，

功労ぷ隙回総郎氏lζ 感謝状贈- 7 : - 次 iζ 役員i i J i 挙の結果

別記の ｪ 辺 り当選 Ｎ 次 ｬ こ ＳＲ 年度 Ｇｪｾ Ｎｊｦ報告宣伝ぴに収支決算

立ｫＺびに剰余金処ｊＱ Ｑ｜ 案 ｪｾ 認 Ｎ 331，ド度以支予算議決。

総会終了後 ー 懇籾 ｩ ぬ祭会 ｬζ 移り ＭＪｊ 雪竹ｾ顧問外テ ー プ

J レ・スピーチ あり . ｊｩ､ 去に置出以 Ｑ ｊＮ｜ｊＱ￨Ｅで ｨ Ｎ ｬ 三 ｉｉ ｉ｜ ｗｾ

f放。

なお当 日は関山一配iEのHぶにより‘ ! ，U郎l淡谷ダム J ' . Ｇｊｾ＠

の 16 mブィ J レムを約30分映写した。

役ｉＱ半数改選の私ｾｾｾ，副会長 Ｑ ＱＧ Ｂ .，'j ，f: R- ) ¥両Jili，

監 Ｇｊｾ 中山明治君 ， 評議員百 ｉ｝ｊ ｪｪ の通り決定 。

タイル部会 12日 1- 3時

鍬訪商会外 7 社/1¥);11; ，仕様書作成について検 j .t。

展示場委員会 15日 3- 5時

関西タイノレ外J ' J ! : j : ; : { i 'J 長7 社山 j弘 山品名会開催，以示

1n 

場 P. R その他協議。

建物保全 A部会 17日 3 - 5時

福井外吉商! 苫外.8 社 /U席 桜準{ 上級審説びに 保全パン

フレ y ト刊行協議。

評議員会 18日 3- 5時

横田苔一郎外 ＱＲ ［� ， 委任状 Ｑ Ｒ 道 写 室谷忠 ＴｾＡ え Ｑ 反議長と な

り議長 ｉ ｃＮ 横田山一郎君 ， 副議長 ｬζＧￎｾ Ｇ 倣 ー君 を選任 した

後，331: 1コ度理予半数改選を行し 、JJI]': 己の通り決定。

新旧役員引継会 22日 4 - 91時

高槻観光KKIζ て開催29名出席，新111 1' 1己利介， J剖干名ー

に感謝，引継が項分立と定例日決定後懇談。

山陰地方説明会出議打合会 25日 3- 511寺

ケント ク外 7 社1] ¥席，鳥取，松江，浜田の 3 ケ所に於

て建築誌 tl 並びに建材説明会出諮具体的打合， 1'1

1

1議 7

4土と特別会日谷 i l，山田両氏をもって左官. L tH 'li l'1 と

決定。

和歌山説明会 26日 2 - 41時

和歌山市公園内'}j '働会館に於て同ili D l 築上会口被びに

建築協会民営対象に足立時士のググインと ｭ ＢｪＧｾ立びに

3 社 11' ，ｾ ， ｙｩ Ｎ 聴 ＡＢｙＯ ＭＨ，約 ＴＰ Ｑヘ 。

33年度半数役員改選は下licのi必り行われた。

副会長官木友一昨ｾ Ｎ ｾ 'IJ 山IYJifi

: 王II 'J ｾ＠ 金光 J ;.郎ー平田伊三郎，鈴木清市‘ 村イ i秋

古，高橋進. 細谷P!j郎， ＩＱ ・ ｊＺ ＱＧｾ犬 司 問鍋ｾ Ｎ rj '# 

'3fJ 次郎，同'1" 政一，丹司ぷ良一，安田誠一， ｴ Ｂ ｩｾｋｩ＠

ｦ 伝 ｉｻ ，ｾ

: 評議n ￟ｾｗ ｜ｬ， ｩｾ ｟ＧＺＧＮ＠ IL i 的達夫 . ;t( 1));f 閃 光 松 !i' J，]; 蛍

illK，Wi 青. 村 1: - f! I，- 桑?' ，9} ，府下 l児正 悩紙三判長

渡辺志. }II i l1f flr.it .  ＺｸＮＺ 山 Ｗｩ ｍｴ， 安閑ｾＺ四郎 ー ｊ 註 ￳ｬ 奇

r. 1ー ，高焔進. 民l正太郎，橋本末威厳広( 屯 .. ｴ ｦＡｾ＠

d長fl 正一，下uiJ l外占。
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，、

ヤ

フ

マ

k k三幸脳会 ・・ー・・・…・ … 4

k k三興社 ....・ H ・-・・ … … … . 2 

k k三晃商会 …. . . . . .・ H ・...・ H ・. 3

三宝電機k k ・・H ・H ・…. ... .・ H ・. 2

彰国社...・ H ・- … ・…. . . . . . ・H ・. 120 

新興建材工業所・... .......・・・・・ ・・16

新鋼建設工業k k … … - … … 4

須賀工業k k . ……・一 … … . 3

鈴木ν ヤ タア商会・H ・H ・.. . .… 5

住友金属工業k k ・・ H ・H ・- 表紙 3

住友商事k k … ・・…… ..... ・H ・.12

セメダイン k k . .. ・………口市I付

田島応用化工k k … … … … 17

田中工業k k … … … … … ... ... 1

田中風呂製作所- …・ … ……・ 7

田辺工業k k ・・…・… H ・H ・... 122 

田村商会経材部 - ・・…・ .. .... 10

谷山製作所 -・・・ ・・…・…… 7

耐酸化学工業k k . . …. . … 10  

大信ペイン トk k ・・・・・・・・ 19

大日本硝子工業k k ・・H ・H ・-… 8

大仏紙・… ・・・…・・ H ・H ・..… 4

高砂熱学工業k k ・・…- … . . 4

k k武智工務所 …・・… … … 122

k k立花商会 ....・ H ・. .....・ H ・. . . 4

中央電気工業k k .. . …- … .... 2  

朝陽m気k k ……. . . . ・ H ・- … .. 2

東邦商会… …・…・い H ・H ・-… … 6

東京鋼板工業k k .……・・… … 13

東洋キャリア工業k k …・… ・4

東洋陶器k k … ...…・...・ H ・- 前付

東洋リノリ ュー ムk k … - 前付

東洋レー ヨン k k … 目次対抗菌

ナニワ瓦k k …- ………・・… 5

内外工業k k ・・ H ・H ・.... ・H ・..… 8

内外土木建材社 ....・ H ・- …… 14

中之島製鋼k k ・・ H ・H ・.. ..… 前付

中本電気k k .…. . . . . . . . . ・H ・-… 2

タ

ナ

アス フア ルト同業会関西支部 9

浅海電気k k .… … ・…. . . . ・ H ・. 2

青盛建材k k ..... .....…...・ H ・.11

伊奈製陶k k ・・ H ・H ・. . ……中狭

泉石綿工業k k … ・… … … … 7

井田商事k k ・H ・H ・H ・H ・.. .・H ・. 5

k k岩住鉄工所 …・・・.. . .・ H ・.. .14

岩元工業k k .…・……・. . . . ・ H ・.13

靭興産k k建材部 ・・…・…… 14

k k栄輿商会 ....・ H ・... . . . . .…・ 4

栄進鋼業k k . ……・・…・・ ・・ ・・ 10

k k荏原製作所 …・… ・… 表紙 4

オリエンタルメタル製造k k 中挟

大阪建材工業k k .…・・・・ H ・H ・20

k k大阪城口研究所 ・……・ . 3

k k大阪電気| 暖房商会 ・・…・・・ 3

大阪耐酸工業所- ・……・…… 8

大島応用化学工業k k . ……・ 7

k k奥村重兵衛商居 一. . . ... 122 

奥山化工業k k . …… ・……ぃ 18

織本特殊構造研究所・・・・ H ・H ・15

樫野石灰工業k k … ・・… H ・H ・. 4

k k川岸言農業 .. .. ・H ・. . . . …・・…・ 5

関西ペイ ント k k … 目次対抗面

川口ゴム工 業k k … ・・… -前付

近畿車繭k k … ・… … ・… .11

工藤電気k k ・・H ・H ・- ………… 2

k k久保商庖 .. .. ・H ・- …. ...・ H ・. 1

k kケン トク … ・・…・・・… ・・…・ .20

k k建材社 ・・ H ・H ・...... ・H ・- … . 3

神戸材料k k ・H ・H ・. . …… 表紙 3

k k金剛商会 ・・ H ・H ・-… … … .. 5

k k工英社 . . . . 一・・…・・ 表紙 2

k k小俣製作所 …・…・… … 126

斎久工業k k ・・ …. . . … ...... 3  

k k斎藤省三繭応 ・・…・… .. . 3

坂本商会....・ H ・. ...... ・H ・....・ H ・7

三機工業k k ・H ・H ・... ・H ・-… … 3

ア

カ

サ

物"

於 : 東京丸ノ内地下街 ・月光ギャラリ ー

期 日 : 自 昭 和 33 年 7 月 23 日

至 昭 和 33 年 7 月 31 日

ＱＰ 時 ｾ Ｖ 時まで ・ 日日程休場

建

氏

展

と活

真

正

生

永

の

徳

写

洲“ 欧

特許 防火シャッター全般

⑩ 制 品 ・ 2332宮市
、..，__.， オートマ テツヲ

22 小 俣 製 作 所 大 阪 出 張 所

(旧 田中乙ノヤッター)

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 T  E_L  ｾ＠ 90 1  6  

本 社 及 工 場 ・ 埼 玉 県 与 野 町

東 京 事 務 所 及 工場 ・ 東 京 都 北 区 田 端 l町

126 



ベンチレーター

S朱 式

会 i l

ヌテールシャν ター スチールドァー

田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出強所 兵庫県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 電 話 ⑬ 0 5 4 5  

本 社 東京都墨田区吾嬬町東4ノ 122 電話城東⑧0870 ・ω7 0

錦 糸 工 場 東 京 都 盛 田 区 錦 糸 町 1 / 25 包括本所@ O790 ・5133

小 倉 工 場 小 倉 市 赤 坂 上 の 宿 3 7 電 話 小 倉 0653 ・2833

川 崎 山 張 所 神 奈 川 県 川 崎 市 東 波 間 3 / 4 3 m話 川崎②4540

札 幌 UI ｾｬＡ所北梅道札幌市 北 三条束 Ｗ Ｏ Ｔ m結 札幌③0515

擁 岡 山 強 所 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏 179 沼 結 盛 岡2554

名古風l代理山名古座市西区西菊井田IJ 2ノ12周回総 材 庖 包 結 西g 0121

商 庖

大 阪 市 北 区真砂 町 5 番地 電話大阪 (34)207- 8・4836- 7  

設計施工
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， 

電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵庫・電気洗漕機

修 理 販 売

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 II. 四

屯 訴 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 - 5 審

工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御幣島東一丁目ニO

包 括 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7 8

g 業 所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取締役社長 山 本 博 三

本 社大阪市北区中之島三丁目 三 朝日ピノレ 6 階

電 話 大 阪 局 @9  5  3  1  ( 大代表)

営業 所 大 阪 市西区土佐掘通リ四丁目十一番地

電 話 大 阪 局 @ 5  2  0  1番( 代表) - 3

電 気 工 事 設 計 施 工

三 菱電 機 ・冷凍 機工事 特 約 庖

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁 目 四 七 電 話北浜⑫770- 3

支j苫 福 岡 市 上 東 町 十 五 包 括 東 ③ 5010

支 ! 苫 松 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・田川・大分・四 日市

電 気 工 事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 得 三

本 社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電話@5148 ・6460 ・邸46

分 室 大 阪 市北区 絹 宝 町 50 ( 堂ピノレ 8 階)

電 話 ⑧ 3 8 6 2 ・1 1 4 1

支 庖 東 京 都 千 代 阻 区 飯 田 町 2 - 15 ( 飯田橋

ピノレ 4 階) 電話③8520 ・8527- 9

出 張 所 名 古 屋 ・ 光

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

+ 22 松 室 電 機 商 窓

取締役村長 松 本芳太 ｡ｾ Ｂ

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 番 地

電話 北浜 @ 6951(代表) - 3@8121

2  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式
.6-.  

:zo; jjtt 

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

氾 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 - 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締役 ｮｬ ｾ 今村 騰

本 社 大l¥f{ di 北区曾桜崎上一丁目凶ー

'1 tirili 大阪 @ 8131代表- 4

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 郷 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 ⑧ 代 3 0 5 6

東 京 常 業 所 東 京 都 中 央 区 銀 路 東 8 丁目 4 務地

全国燃料会館607号室電話東京@7必4

出 張 所 名 古 屋 ・ 防 府 ・ 福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

株式会社 興 社

取 締 役 社 長 坪 井 大

タケ ν

本 社

支 庖

出張所

大 阪 市 北 区絹 笠町50務地位ピル703号室)

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・5018

東京都中央区日本橋箱崎町三丁目 二審地

fE 話 兜 町 ⑬1478 ・1479 ・1470港

大| 奴堺 ・名 古 屋 ・下 関

ふ

ム

A

d

z

 

会

事

工

式

工

施

株

備設

.

B

丸

田

一

九

計

電

設

電

本中

取 締 役 社 長 中 本 正 明

本 社 大阪市城東区野江東之町三丁目一五

屯 話 大 阪 @ i 5  1  4  3 ・5 3  7  3  

機器工場 大阪市城東区野江西之町三丁目一一三

資材倉庫 包 括 大 阪 @ i 2 1 9 3 ・2 1  3  4  



一 一 特 命 叉 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 ぞ 御 利 用 の 程 お 願 い致しますーーー

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施

暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施

工

工

三 晃 商 会

大阪市北区堂島北町一凶 @ 代表7031

東京都港医芝琴平町四O ⑧9278 

名古屋市中区新栄町二丁 目 ー ⑨1820

福井市宝永上町一0 . 五 1596 

広島市石見屋町五五 ② 1938 

福岡市柳原一丁目七 @) 1158 

株式会社

本 社

出張所

社

@ 代2613・2061

(a) 4'伺 6

ｾ＠ 5721 

@ お46

② 295 

. d.  

' : zx 

次

式

文

一
一

七

五

ヨ
の

O

引

一

一

一

呂

七

回

直

丁

四

T

上

二

町

一

堀

通

出

条

町

住

宮

十

六

』

R

福

区

上

七

区

区

中

区

町

西

灘

市

北

桜

市

市

展

都

市

販
一

P

古

京

山

大

神

名

東

問

回

株

山

業

取締役社長

エ回山

本 社

営 業 所

出 張 所

会

会

篭 京二扇希房 ・水道 ・衛生設備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

取締役社長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸堀南通一丁目 三七番地

電 話 代 表 大 阪 @ 5 2 3 1番

東京都中央区銀座主二丁目 一三番地

電 話 代 表 来 示 @ 4 3 9 1悉

名古屋市中区直武主町 二丁目 一番地

電 話 . 代 表 名 志 屋@4 4 9 1丞

京都 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・福岡 ・熊本

札幌・仙台・新潟 ・金沢 ・福 井 ・高松

株 式

会 社

給 排 水

暖 冷 房
設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

換

本

東 京 支 庖

名古屋支庖

城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話重量的⑨7575- 7

京都布東山区大和大路大仏前 ・電話紙図⑤4945- ' e

神戸市生田区下 山手通六ノー ・電話元町④5892

代表取締役

所張出

株 式

会社

東 京

創 業

大正ニ年

広

庖

阪

幌

大

キL

r，5 本

名 古 屋 宿

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

一

両

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

鐙 計 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

f 代 表 1 1  7  1 番

電 話 @ t 代 表 1 3 5 1 悉

東京都港区芝田村町 6 丁目 電話⑬代表7151

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話⑫代表7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話 ⑤ 1989  

神戸市生田区北長狭通2丁目電話③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表4735

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・低気 ・厨房 ・築炉

鋼 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

驚 藤 省 三 商 庖

庖 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

包話和田倉⑧3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐姻通大同ビル 7I4号

電話土佐姻@ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0010 ・0956③4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代

田 ピ ル 522号 電 話 中 局 @ 1766

水道 ・衛生 ・媛冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特 許 Y M式ノレーフ ドレイ ン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

驚久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順慶町通一丁目四四務地

電話本町局⑧代表4496" " ， 8 務

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲 12号館 5 号

匂 話 28 局 6505- 8 番

金沢市高岡町三五電話金沢本局②2074

福井市城之橋下町一O 電 話 福 井2436

高松市中新町一O六ノ 三 屯 話 高松5195

社
須

東 京 支 庖

名古屋支! 苫

京 都 文 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

三機工業株式会社大阪支庖

大阪市東区高麗橋三丁目 壱番地 ・電話代表26局 2951

3076 

本 社 東京都千代田区有楽町壱丁目十蕃地

支后 ・出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・広島

工 場 川崎・鶴 見 ・中 津 ・ 六 郷

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市腕物処理装置

空 気 調 和 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

社

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ島 三 丁目( 朝日ピノレ九階〕

電話北浜@6041 ( 代)

東京都中央区八重測三丁 目 七

名古屋市中区西万町二丁目ー

材建

株 式

会 社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二丁目五一番地

電 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 呑

東京事務所 東京都港区西芝滞三丁目一番地

包 括 三 国 @ 9 3 7 1 番

ム
-

A

式株

本社及東京支庖

営 業 所

3  



一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 そ 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

設計並ニ施工

社 大 阪 支 底

温湿度調整装置、媛房、冷房、水道、搬送機設備

A  

-:z:::s; 工 業 株 式第

ｻｾ代 表 Ｉ ＰＹＷＷ
0978- 9・0970

2  6  3  1 - 4  

7  3  3  2  

2 8 9  3  

⑧ 

⑧ 

m話 大 阪

話

話

諮

用

品

館

電

大阪市北 区 富 田 町 三 O 番 地

東京都千代田区丸ノ内二 ノーの

仙 台 市 新 伝 馬 町 六 O

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 三 ノ 六

-

本 社

仙 1勺 支 庖

名古屋出猿所 ③ 

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会 館内)

電 話 大 阪 ⑧ 局 8 3 5 6 ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四零封h

京 支 底 名 言f 雇

。名 古 屋 ・九 州 工 場 東 京 都 足 立 区

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

工施計設

本 社

営業所

出張所

大阪市北区中ノ 島 3 丁 目 3 番地( 朝 日ピル 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 ( 大 代 )

社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

ア ー マ ー コ ー ト 近 畿 総 代 理 庖

近 畿 建 材 工 業 株 式 社

防水美装塗料… … ア ー マ ー コート

特殊防水パテ… … パノレカテックス

ラテ ックスペイント… スプレッドサテン

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北:二丁目一番地

電 話 福 尚 @ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町一 九 蕃 地

電 話 四 谷 1 3 2 4 審

神戸市生田区下 山 手 通 八 丁 目 三 三

包 括 元 町 @) 5  3  7 番

本

. 6.  

ｾ＠

業

自

営

種

t . .  

ヨヨE株式会社

庖

本

支

販 売 並 賞 任 施 工

大阪市北区茶屋町 ＳＳ 電話 大 阪⑨ ＳＰＰＳ ｾ 寄
出ｾ所

CONT RACT OR 工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 庖

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

負1青事工

PAI NTI NG 

装塗

大阪市地区曽根崎新地三丁目五十三 ノー

( 荷電桜橋 停留所前) 電話大阪@ 1274- 6

支 応"・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

庖装塗林

株式

会社

TEL . 大 阪 @1756- 7・東 京 @1335 

陶管・ベンチレーター
リグノイド床・床材料

. b.  

::z:s; 

稼 式 ー 忌 品

会 社 4 ニー ヰユ

大阪市北区 曽線崎上ーノ四一

電 話 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

ム

商
製造・販売・施工

福屋工業株式会社

容量耳 '

国

-・圃-
ユヒ

大阪市西区南郷江上通- T目用一

電 話 新 町 ' ⑧ 3 4 2 6 - 7

4  

庖本



「 鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

大 阪 出 彊 所

ア 商 会

会 社

タ

ゅ

に

タ ア 工

鈴 木

ヤν  木鈴

株 式 会 社

電 話 @∞98. 5837 ・8729
大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

l稜 ・冷 房 ・主 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施 工

各種送排風機・エ ロヒシヒ ーター・キ ャビネ ットヒーター

冷 却 塔 ・各 種 ν デスタ ー・ アネモスタ ッ ト類 製 作

λ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒ ューズ分電 盤 N F ノーヒ ューズ配電盤

鐙 光灯 ・モー ター ・変 吏 器 ・冷 暖 房 ・エレベータ ー

藤 本 鉄 工 株 式 会 社

本 社 並 工 綱 大阪市姐区赤川町三丁 目 二 八 電 箆@1264- 6

梅田智象所 大阪市北区 神 明町五 ｏ 電信 ｀ ＱＱＴＴ ｾ Ｕ
名古屋出強所 名古屋市東区厳河町一丁 目 三 電 篇 ①4594・5118

寝 屋 川 エ 編 寝 屋 川 市 大 字 太 間 一 九 五 電 信 ( 寝 屋 川 )0404

. d.  

' :EI> 

三菱電機株式会社元扱底

株式会社

大阪市東区南本町二丁目四三番地

屯; w; . ｾ 本町⑧ ＰＳＲＳ ・ ＱＵＷＵ Ｍ Ｙ

商花立

止
防

持

司

令

量

町

風

軽

し

い

川

耐

定

l
u

震

安

む

d

q

+

ヨ

K
一

市

南.、

ナニヲ緩匂配荒

-t IJ 衛生陶器

緑 川 象 窯 業

..ヘコ 商 月 報 帰 京 得 道 畢

。 井 田 商 事 株 式 、 会 社

大阪市洩速区酋阿手町ー 0 - 七. 1也 ;義町駅貨物l河内前

唱を銘 (5ヨ) 4 8 9 0 ・ ( ! ! 4)  0 8 0 8 - 9  

金 剛 商株式会社

大阪市西淀川区野里町1231 阪 神 国 道 電 車 野 里 電 停 前

製 造 元 東 京 坂 巻 サ ン ヒ ッ ト 商 会 電 淀川@!I0417・4091

5  

需主

司 ー

莞ワ

宰 瓦

塁 線 ・

霊式

[制 金

主 耐

¥釘

z

p

叡

U

郡山

種

士

冗

ル

6

h

a
町

ト

合

値

打

笈

芳

日

明

ボ

樹

豪

語

団

組明

ツ

謝

議

官

'

士

口

立

政

問

附

7
・

式

社

対

需

耐
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戸
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会
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シリンタコーI，; IFハンドルI i

縛ォ; 宇ンi ( シリン夕、銭

アン f #. シリンタ1・S宣

シリン9 '・ナイトラッデ

シリン夕、舗 三4 銀

各 4・&!I・ li 込 錠

日ホ f主 宅 包 囲 ・ 公 営 住 宅 倒 指 定

警 三 谷 山 製 作 用

大阪市東 ｩ Ｎ￦ 川区乙軍医 Ｑ 樋四丁目 ｾｾ Ｈ ＳＷＩ 3117.5871. 7724 

回申句哲支障貫ー: 金
- ・・・ F ← 

国 申 風 呂 狼 低 成

大阪市浪速区元町1丁目742 但 V 賑 橋 電 停 前 電話@ 5313 ・8128

坂 本 式

坂 本 式 [ ふ若手 I

営 業 種 目

スカイライ ト 坂 本 式 ベ Y テ ν ータ一

連 続 通 風 装 置 一 般 建 築 鋳 工 場!泉7為字削

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - 4 電 話 北浜 @4643 

本 社 束 京 都中央区日本編江戸繍 1 ← l l ( 明治 ピル)

電話千代田@7 2溺・9859・9918

東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5 0  

電 話 城 東 8 3  9  1  8  

工ンドレヌ( 長れの) C斜aω 陶逗》

ヌめ9Ltq妙 Y十三一一一

谷樋. 屋根民是非どうぞ 5;;; 三ti4L? 大島化学

大 島 応 用 化 学 工 縄 警 護

場エ

アスベストパリヤ

察言語斑長覇 泉

11 
行 くを最 高 水 準

( 硬質石綿板)

の
製 口

ンメセ石 綿

社
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宮

口

問

1

l
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式

日

叫

株

日
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話

白

巾
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電
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四

以

O

幻

通

G

五

加

狭

宮

町

⑧

長

三

銭

阪

区

制

制

大

田

L

区

L
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生

E

北

E

市
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市

T

戸

阪
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大

ネ土

1邑

本

支

燃えない建築資桜

選F

モデルルームへどうそ

E|市鼠罰E週置国

厄碁ヲヌ粛~ド

努イ芳一ト- : ;

絶対に亀裂 E 生じない童IJ期 的下塗壁材

今でも蒔憾堂l乙校Lょうど努力 L います

Z312繭 姐??問

工場 ・文阪市住舌区西加賀度町4丁目81 電話住吉 (67)5109

凶師事ｾＮｾ
キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏太阪支后

本

東邦商会
出強ifi

特: 1 1

・1 回tt りで肉厚仕上げが出来る。

・申l子，ローラ ー. スポ Y デでも塗装が容易

で. 蚤れたり流れたりしないので衣服を汚

すことは殆どなト。

・乾燥が速い{ 指触30分) ので作業が容易で

ある。

・ゼリ ー状のため使用l ! i J 1 I 持の必要がない。

ゼリー抹墜塗納‘ｾ＠
ント

-圃・

ベイ

マヂック

阪〈同ペィを〉東
， ¥ _¥Jt'l 

J E.¥-¥... 
吉
小
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J IS 日本工業規格 (1.) No.A 日 04

| ヘ脅タイド 1

功氏、協弘、冷え取吾、パ恥Z b dお令

( 軽 量 木 毛 セ メ ン ト 板)

S I Z E  

中細木毛 3' X6'  1 0 mm 

18m m  

極細木毛 3' X6' 1 0 mm 

1 8 mm 

党内

夜遅蓋菱重ト

12m m  15 mm 

25m m  5 0 mm 

12mm 1 5 mm 

25m m  

ポリエステ j レ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

6尺 X 2尺4す( 波型)

製 造 元

日 本 製 板 加 工 株 式 会 社

大 阪 出 強 所

大 阪 市 北 区 高 垣 間J 8  0  ( やよひど J レ〕

電 話 大 阪 ( 代 ) ⑧ 1 7 8 ・4 1  6  1 蓄

製造元大日本硝子工業蓄量

大阪市北区玉江町 2- 4 ( 三菱倉庫 ピノレ) 電話土佐掲@3389 ・1597

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレト防水工事 選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアルトタイ ノレ工 事 警

護 耐酸モ ノレ タノレ工事 各 種 床 工 事 懇

大 阪 耐 酸 Z 業 PK

大 阪 市 北 区 浮 間 町82番地 電 話 豊 崎@1333番

必 ¥闘 . G. C 試

。 ｪ ・・ Ｚ ｲＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺｾ 込 ・一一一一一一一一一一一ｾ ¥ 

・・・1111. 出l . .  ・聞凶圏直-

N.G. イγν ュライト断熱材製造発売元

8  

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M38 番 責 任 施 工

米国パプコ. コンパウンドアスフアルト販売

内外玄業株式会私



|  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は 1  

( アイク エ オ順1

(37)  6002 ・857

( 66)  8861- 2 

( 97)  4460 ・8288

( 47)  3131- 2 

(44)  809- 10・1773 - 5  

( 77)  915 

( a9)  924- 5 ・204- 5

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 5 丁 目 91

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 国 島 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1 6 9 0

大 阪 市 西 区 京 町 婦 上 通 1 丁 目 14

大 阪 市 天 王 寺 区 姻 越 町 2 丁 目 l

大 阪 市 東 淀 川 区 姻 上 通 3 丁 目 3 9

( 23)  1731代 ・2931代

( 23)  1345 ・1346 ・3381

(36) 鉛 0 ・2841 ・2966

(54)  3785- 7 

( 34)  8 ω3  

(53)  4520 ・8401

(77)  915 

( 36)  774 

(34)  4305 

(44)  853 ・5196

( 23)  2771- 2 

(44)  5223- 4 

( 44)  0255代 ・5392代

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 (三和ピノレ)

大阪市東区道修町 1 丁目 11(加藤 ピノレ)

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1丁 目 5 2  

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 堀 江 一 番 町 1 4

大 阪 市 天 王 寺 区 姻 越 町 2

大 阪 市 北 区 紛 笠 町5O (堂 ピノレ二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 島 6 丁 目 8

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 期 北 通 5 丁 目 3 5

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1丁 目 1 3  

(37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4564 ・1005

(37)  3340 ・3505

( 53)  4050 ・4190

( 37)  1333 

(33)  3679 ・4481 ・8411

(35)  2922 

(94)  5561- 2 

(44)  5 ω8 ・5486

( 34)  207- 8 ・必36- 7

(37)  1お3 ・2933 ・9377

( 26)  7195- 7 ・4464

(44)  2148 ・4164

(64)  1588 ・1905

( 35)  4779 ・ω9 7

( 64)  3434- 6 

( 5' 3)  5281- 3 

( 34)  1804-

( 37)  3375 

( 35)  9231 

(45)  23ω ・2030

( 34). 8157- 9 

(75)  7271 

漢 JII ( 5 )  2697 

2島川 ( 5 )  4630 

元町 ( 4 ) 6930 

元町 ( 4 ) 5お 4

( 2 )  4272 

尾道2760

中 ( 2 ) 2881- 2  

高松 4239

松山525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 』 廊 下 辺 1 ア 目 7

大阪市東淀川区元今里北通 1丁目 31

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 2 丁 目 1

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 減 東 区 野 江 東 之 町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 空 心 町 1 丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 招 南 通 5 丁 目 3 5

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 出 町 通 2 丁 目 1 3  

大 阪 市 西 区 江 戸 期 上 通 2 丁 目 4 2

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 迎 6 丁目 41

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1丁 目 4 0

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0  

大阪市東淀川区木 川 西 ノ 町 2 丁目 6

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 7 丁 目 4 5

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 南 通 1丁目 152

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 4 3

神 戸 市 兵 隊 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 隊 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 陣 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生 国区北長狭通 6 事1
1繊共栄 ピノレ

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 天 神 前 2 2 0

松 山 市 一 番 町

松 山 市 野 町 2 丁 目 9 5  

4 製 造 業 社

協 和 o

k. k. 工

k. k. 工

大 恵

田 島 応 用

東 童

日 渡 化 学 工

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k. k. 大 阪 支 1吉

池 田 商 事 k. k.

内 田 商 会

梅 本 石 油 k. k.

枝 松 商 会

大 阪 朝 日 湿 育 k. k.

三友アスファｽｾト ｫＮｫＮ

星 光 商 事 k. k. 大 阪 支 庖

中 西 涯 膏 産 業 k. k. 大阪営業所

k. k. 畏 野 商 庖

日 本 建 鼓 興 業 k . k .

前 回 衛 I苫

山 女 商 事 k. k.

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k . k .

k. k. 井 上 i争 夫 商 后

k. k. 石 田 建 材 庖

オリヱンタルアスフ ァ ｽｾト工業 ｫＮｫＮ

大 阪 耐 厳 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

カ ナ ヱ 商 后

共 栄 涯 膏 工 業 k. k.

k. k. 木 下 謹 三 商 庖

k. k. 久 保 商 底

清 水 興 業 k .k.

k. k. 新 光 商 広

高野アスファｽｾ卜 k. k.  

k. k . 大 和 商 会

友 図 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k. k.

日 新 工 業 k. k.  大 阪 支 1苫

日 本 渡 膏 工 業 k . k. 大阪営業所

k. k. 双 葉 商 会

松 本 渡 青 工 業 k. k. 大 阪 支 庖

マ ル ヱ ス エ 雛 k. k.

k. k. 明 正 社

米 国 工 業 所

石 井 建 物 有 限 会 社

中 出 荷 会

三 情 工 業 所

中 村 涯 膏 エ 銀 株 式 会 社

有 限 会 社 小 野 甚 商 后

k. k. 浜 原 豊 商 后

青 盛 建 材 k.k.

古 市 断 熱 工 業 k. k.

正 和 商 事 k. k.

k. k. 山 本 商 会

砂 賛 助 会 員

丸 善

K

社

社

K

所

K

所

k

k

彊

k

e盤

情

出

営

阪

阪

業

業

犬

繁

大

英

盛

k

k

エ

k

k

工

工

工

業

b

r

M

 

材

( 27)  1251 ( 代)

じ 竺 ゾスフアルト同業会間一 . . 川

9  

大 阪 市 南 区 長 郷 橋 筋 3 丁 目k. k.  油石
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弓F

滑り止・軽量・耐火・防蝕の特質があり

木，鉄， コシクリ ー トlζ 完全密着ーするマスチック ・フローリングです

主なる用途 化学工場床 ・船舶甲板・プラットホーム ・廊下・その他何れ

の床にも耐久性で調和のとれた色彩K 応じられます

⑪ 
耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社

大阪市北区高垣町80 電話大阪@0l 78 ・4161(代〉

ｱｾ 亨最高崎 - 新 ι ι : 建 築 資 材

田村式〆タルシーリンノプ

田 村 式 金 属 タ イ ル

田 村 式 ジ ョ イ ナ

モリソン式ボードサッシユ

ノンスリーップ・白地棒

コーナーピード. } rンチンゲ

、

創 業 明 治 24 年

貿易・木材・建材 ‘ｾ田村商奮連材 ｂｂ

10 
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中国総代理由

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

奥 山 作 工 業 株 式 会 社

日 涯 化 学 工 業 株 式 会 社

関 城 化 学 工 業 株 式 会 社

ユ創刊

コ

川

A

G

寓

…

r

式

出

株

一
日

劫

研

一
一

治

定

問

成

凪

社

所

所

書

月

本

田

Z

H

Z

主

力

完

性

国

E

E

立

噛

北

U

;

}

}

;

M
ド

l

研

制

御

M

4

2

1

川

E

'

h

E

a
司、

佐

、

自

4

げ

個

岨

p

r
式

ゴ

2

P

A

E
市

画

ベ

曲

作

E

通

3

‘

.1.

較

で

製

同

門

北

1

1

引

に

晴

迄

4

4

l

堀

し
山

町

'

『

『

可

制

蹴

a
6

属

蹴

5

e

・
e

-

L

r

'

E

、

引

至

区

@

H

圃

‘

司

d

可

司

E

く

は

作

与

江

西

d

p

F

F

μ
間

関

4

5

肺

話

可

4

0

0

0

星

刻

也

管

主

鋼

ホ

型
思

穴

'

ー

な

ω

関

士

八

詩

的

+

入
7

、
く

貝

由

民

自

偵

小

ル」

尚

凡感

Z

4

、

空

列

耐

逮

汚玩ヌロ子1

S T E E L  D O O R  S A S H  

営業品目 鉄 道 車 輔 の 製 造

土 木 建 設 機 械 の 製 造

建築用銅製建具扉の製造

@  

近 畿 車 輔 株 式 曾 結

11 
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ビオンア、ラ、デコラ

ビ オ ン ラ イ ト

( ピオンバ 4 ル全品僚に御希、

ｾＺｬ の塗装 のも の l  

総発売元

7. リバー

トーン

ビオン

5. ビオン

6. ビ オ ン ア ー ト

4. フォール

ナ

グループ

ロコ

ビオン

2. ビオン

3. ビオン

写 真 左 より

置園E賓室E 蓋翠E 軍彊DII。
本 庖 ・ 大 阪 市 東 区 北 浜 5 の 22

支 社 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 情 通 1 の 2

支 庶 ・ 名 古 崎 市 中 区 朝 日 町 1 の 15

Jt の { 也 支 府 出 張 所 ・ 全 国 主 要 都 市

製 造 元

E 箇置函E 蓋軍医霊園

宇土 ・ 名
6  木 場 町l孟市 i住古 届

合

ザ

出 張 所 ・ 東 京 都 中 央 区 京 縞 2 の 4

12 



社会式株業工板

圃

国

鋼

・

図

京東

阪 支 居

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番 地 ( 衆嬉 ピノレ三階)

電 話 北 @ 0 6 2 1 ・0 6 2 8

大

ユソ

ア

ツ

ド

サ)1，. 

)1，. 

チ

チ

ス

ス

本 社 及 工 場

東京都荒川区尾久町 5 ノl∞o

タ ースチー) 1 ，. シャツ

電話荒川@8131- 6

P A T E NT  

NO.  414855， 414856， 424795， 

委主B*シャッター製健所

本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 のお T E L大 阪 (37) おお- 8

名 古 屋 交 信 名 古 屋市中区宮出町23 T E L 中 (24)  .4811 

九 州 工 場 福 岡 市 梗 岡町 1268 T E L  ( 3 )  1  4  4  

429伺 5

8  

社
£訟

ｾ＠式株ト，;  メセ国豊

町

京

諸 国

阪・東

岡・. 県

倉 ・犬

福本 社

司E 務 所

|スカイライト並開ベンチレ十
岩 元 式

サッシュ、ドアー、シャッター

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄樹

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

13 
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ー.1

耐火断熱保jE 保冷防音

吸音結露 F月 止 に

③ 白 書 蛭 眉 株 式 会 批

実際市息区o 稽3 - マTEL ( ZJ )  1601. 1704- .5627.542&. 迫.ill 工場・大阪市，it 川区。重量管原号119 TEL  (38】引 01

内舛武パーチ ｮｾ べシチレ ＭＱＱ ・
簡 単 に 空 気 調 節 の 出 来 る 強 制 排 気

工 場 ・ ホ ー ノレ ・家 庭 用 各 種 ( 電 気 扇 付)

内 外式 ベ ン チ レ ー ター ( コンチニアス並ニ筒型)

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト (一般硝子屋根、波型硝子屋根〉

22 内外土木建材社 設 計 施 工

14  

最新 1 機械設備

最高/ 設計ト技術

不続 J 研究ト改良

優 秀 機 能 ヲ 誇 lレ

岩 佐 式

R i uP); i ヨE

ドヲ' ー。サッシェ。メ須ルラス

椋式会見岩佐鍛工所

. 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 乗 二 丁 目 三 一 番 地

T E L 5定)IJ (4ワ) イセ表4351・4352・4353・0903・0904

ウツボライトM

ポリクレタシスポシジの吸音内装材

ウツボライト S

ポリ スチレンスポ ンジの吸音断熱内装材

材料販売並責任施工

靭 興 産 株 式 会 社 建 材 部

大阪市北区小深町一番地のー T E L ⑧ 0129 



ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

一

一
一

一一
一

所作

電話大阪 @ 1754(代表 )

製株式会社 三 高

本社工場 大阪市東淀川区西中島町 7 - 69 

ユユノ

タ

ツ

ツ

サ

シャ

ド

J レ

J レ

J レ

チ

チ

ス

ス

ス

伝 統 に

輝 く アチ

全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

ロ

聞

出

元

製規新

優 秀 な

製 品

所作製建汎
株 式 会 社

2 9 0  3 ・4 4 6 1  ⑬ 花此電話大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

鉄材が少くてすみ so工簡易，'..: 格納庫 ・エ嶋 ・体育館の建築には

附 ｏ 武ヂベ ｊｾ

ン
-フ

勾

，

め

わ

ゆ

一一一五

“ ORI MOTO"  DI AMOND T RUSS 

d  

設，，1の御依頼に 応じます ( b'Ui J .:は 御 LI 出です〉

カタログ及び殴断参考資斜贈呈

考 繋 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 寛 所

東 京 都 中 央 区 日 本 編 照 殻 町 3 - 2 ( 水天宮交叉点角 ) T P L  ( ol ) 併43 ・7凹7 ・70位

高 式

高 式

高 式

刊l ' J ) E 刷 崎

浜廷を

15  
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， 園 田 園 田 ・ 園 田 園 園 圃 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ E 圃 圃 園 田 園 ・ ，

， 

| 特殊壁材製造と左官材料専門卸 1 :  

! J : : J J y: : J  

防米剤・急結削

ＡＩＺｊｾＺｊ… Ｈ アク Ｉ 止剤 !  

水 溶 性 特 殊 接 着 剤 、シ ン ケ ン 糊ゃ桜 印 酸 化 黄 .  

ラ ス ヒ ゲ コ ・ 末 広 布 連 其 の 他 特 殊 材 料 発 売 』

、
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星

アルミＺと ｊｾＭＷ ィ〉ヌの貼合せ屋根本才

， 

巾 l
m

x 長 1O.9
m

(葺上リ 3坪) ・重量20kg

三 塁 ル ー フ イ ン グ の

田 島 応 用 化 工 K.K.

東 京 都 足 立 区 小 台 町 6 3 3 T E L 王 子 (91 ) 代 表 1181

大 阪 市 西 区 京 町湖 上 過 1 - 1 4 T E L 土 佐 湖 (44 ) 代 表809

三 星 ア ル ミ ン の 特 徴

耐久性、耐蝕性が大きい

ア ノレミン は日光( 紫外線) や風雨K 容易

に犯されません。

アルミ γ は海岸や工場地帯の潮風やガス K

も強い抵抗性を発御 します。

耐火性、耐熱性である

アノレミジ は表面が金属被援の ため耐火性に

すぐれています。

アルミ γ は火災の時の火の粉にも安全で-F 。

光や熱を良く反射する

アルミンは日光や縞射熱を90%以上反射し

ます。

アルミンは建物の熱絶縁lζ 優れた性能を示

します。

17 



強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

コ ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 粗 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙ロパート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 底

25 峰
山
厚商 底

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸掘上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 堀 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

、

18 



.  

i‘  

ー

-， 

ｪ ら ｬｬｾ 建築防続紘 ｬｴ ‘錦

負文信ぺT引抑制
電 話 @ 7371- 3

電話1 @1351

ＨｾＩ浪建式 一
スチールサッシュ・ ドアー

シ ッ ャ タ ー ・ オ ペ レ ー タ ー

一 製 造 販 売 一

円浪速建枚工業棟一・一

日

満

全 コ

国ム

総 タ

代 イ

理 ル

本社 ・工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁目九番地 電話城東⑧1171- - 3番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽館ピル六号館ω7号室 電話東京@4611

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サンビル内) 電 話 福岡① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

19 
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話電

E Z芝
K Kケント ク大阪市東淀川区新高南通 l ー 14

.....，弓，
ボ ン デ ラ イ ト

自 家 設 備 一 貫 作 業

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 2 1 番 地

明 市 総 屋 町 l 丁 目 6 番 地

営 業 所

本 社 工 場

T  E  L .  r旬。日 0836- 9 ・0830

T E L  緋 4800 ・4801 ・15 86

T E L 金 沢 (3)3427 ・3428

20  
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カタログ ・見本進呈 ・
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